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Ⅰ 全 体 総 括 

 令和５年度における法人の運営全般においては、令和３年度に策定した「経営計画２０２４」に掲

げた４つの重点課題の視点、「人材育成」、「財務運営」、「事業運営」、「組織運営」について、

令和５年度事業計画の経営方針で示した内容を中心に、次のとおり注力して取り組みました。 

 はじめに人材育成については、基本研修や階層別研修において、グループ討議を行う対面研修の再

開やメニューの豊富なオンデマンド型ｅラーニングの継続実施等により、職位によって必要とされる

知識とスキルの修得とともに、各種専門研修への職員派遣や職場における独自テーマでの合同研修の

実施等により、更なる専門性向上に努めました。加えて、管理職を対象として人事評価の目的と効果

を再確認する研修を開催し、人材育成型人事評価の浸透を図りました。 

 また、スポーツのプール部門に専任職１名を初めて配置し、プール統括マネージャーのもとで万が

一の事故に備えた対処法の担当者間共有のための取組などを行い、専門性を生かしたキャリアプラン

の実現に向けて組織的支援を開始しました。 

 次に財務運営においては、光熱費及び賃金の上昇等により支出の増大が見込まれる状況でしたが、

細かいところから支出の節減を積み重ねるとともに、新たな広告媒体の活用等により、各施設や主催

事業において参加者数が回復傾向となり、事業収入はコロナ禍前に近い水準まで回復し、収支は黒字

となりました。また、電子帳簿保存法やインボイス制度などの制度改正への対応として、適正な処理

のために総務課が主体となり情報共有や研修会を開催しました。 

 事業運営では、青少年事業で、夏休みの宿題応援事業に食事提供を加えた事業を初めて実施し、学

校長期休業中の生活習慣維持に努め、放課後児童クラブにおける入所事務では、新規入所手続きの電

子化を行い、利便性向上と受付事務の効率化を図りました。スポーツ部門においては、日本体育大学

との包括連携協定の締結や鵠沼地区における地域住民を委員とする施設運営委員会の創設など、アカ

デミアや地域との連携を促進するとともに、学校プール集約化に伴う校外水泳授業の受け入れや中学

校部活動地域移行のモデルケース実施など、藤沢市の課題への取組を開始しました。 

 また、藤沢市との協働事業として「みらいサマースクール」を初めて実施し、夏休み期間中の居場

所提供と各部門の専門性を生かした全部門連携のプログラムにより、参加児童、保護者から高い評価

を得ることができました。 

 これらのほか、誰もが事業に参加できるよう、各事業部門において就学援助世帯を対象とした参加

料減額やインクルーシブスポーツの普及及び推進を継続して行いました。 

 最後に、組織運営では、コロナ禍で中断していた財団関係団体等の交流事業である「新春のつどい」

を４年ぶりに開催し、令和６年度の大きな計画事業の紹介とともに、団体間での情報交換や親睦を深

めることができました。 

 財団全体の災害対応訓練として、大規模地震発生時を想定した「情報収集・伝達訓練」を実施し、

事業課内及び財団全体として管理施設等の情報集約、指揮伝達の確認及び課題整理等を行いました。 

 また、財団の安全衛生組織において、快適職場調査アンケートの対象拡大とともに、すき間時間で

もできる体操「ちょこトレ」の職員周知などにより、心と体の健康への取組を推進しました。 

 令和５年度は、５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行され、財団の各事業もほぼコ

ロナ禍前と同様に行うことができました。 

 令和６年度は市民会館や少年の森の再整備計画に関して具体的な進捗に加え、本財団事業でも大き

なウェートを占める運動施設等の指定管理者選定など、本財団の運営全般に関係する事業が予定され

ておりますが、これまでの実績に加え、専門性と企画力を更に高めるとともに、全事業部門の連携に

より引き続き事業実施者として藤沢市民の「笑顔あふれるみらいを応援する」事業を展開してまいり

ます。 
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Ⅰ 法人管理 

 【組織運営】 

１ 組織図 

※【 】内は人数                          2024年 3月31日現在 

(正：正規職員 任：任期付職員 再：再雇用職員 非：非常勤職員 臨：臨時職員) 

公

益

財

団

法

人

藤

沢

市

み

ら

い

創

造

財

団

児童支援担当 

事務局 

【正6 非2】 

指
定
管
理

者

青少年育成委員会

【18人】 

青 少 年 事 業 課 

課長【正1】 

辻 堂 青 少 年 会 館 

【非3 臨1】 

藤 沢 青 少 年 会 館 

【非3 臨2】 

少 年 の 森 

【正2 任1 非1 臨20】 

児 童 館 

5施設 【非29】 

地 域 子 ど も の 家 

18施設 

児童クラブ55施設 

【正53 任5 再5 非186 

臨30】 

スポーツ事業課

参事兼課長【正1】 

ス ポ ー ツ 事 業 担 当

【正7 再1 非3 臨3】

芸術文化事業課 

課長【正1】 

芸術文化専門委員

会【15人】 

指
定
管
理

者

青 少 年 事 業 部 

専務理事兼任 

理事会 
【20人】 

評議員会
【17人】 

青少年事業 

施設担当 

【正6 任1 非1】 

管理運営担当  

【正5 再1 非2】 

ｽﾎﾟｰﾂ・芸術文化事業部

事業部長【正1】 

放課後児童育成課 

課長【正1】 

監 事 
【2人】 

生涯スポーツ推進

委員会【18 人】 

秩 父 宮 記 念 体 育 館 

【正6 任1 非6 臨12】 

鵠 沼 運 動 施 設 事 務 所 

【正10 任1 非5 臨52】 

秋葉台運動施設事務所 

【正11 再1 非1 臨61】 

石名坂温水プール事務所 

【正6 非1 臨38】 

総 務 課 

課長【正1】 

総 務 担 当 

【正6 非1 臨1】 

事 務 局 

事務局長【正1】 

芸 術 文 化 事 業 担 当 

【正6 再1】 
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2 役員等に関する事項 

(1) 役員 2024年3月31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

理 事 長 石 井 恒 男 令和 4年 6月 24日 学識経験者 

副理事長 田 中   朗 令和 4年 6月 24日 学識経験者 

副理事長 佐 藤 和 義 令和 5年 6月 26日 藤沢市体育協会 

副理事長 森 中  勸 令和 5年 6月 26日 藤沢市文化団体連合会 

専務理事 神 原 勇 人 令和 4年 6月 24日 公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理 事 三 觜 忠 令和 4年 6月 24日 藤沢市青少年育成協議会 

〃 三 觜 由見子 令和 4年 6月 24日 藤沢市子ども会連絡協議会 

〃 古 市 勝 巳 令和 4年 6月 24日 藤沢市ボーイスカウト連絡会 

〃 新 海 政 雄 令和 4年 6月 24日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 谷 口 三千也 令和 4年 6月 24日 藤沢市スポーツ少年団本部 

〃 橋 本 美知子 令和 4年 6月 24日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 石 井  昇 令和 4年 6月 24日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 門 井 淑 治 令和 4年 6月 24日 藤沢市合唱連盟 

〃 太 田 修 二 令和 4年 6月 24日 藤沢市民交響楽団 

〃 竹 村 裕 幸 令和 4年 6月 24日 藤沢商工会議所 

〃 小 野 俊 明 令和 5年 10月 25日 公益社団法人藤沢市医師会 

〃 田 畑 ちあき 令和 4年 6月 24日 藤沢エフエム放送株式会社 

〃 和 田 武 彦 令和 5年 6月 26日 藤沢市立小学校長会 

〃 池 田  裕 令和 5年 6月 26日 藤沢市立中学校長会 

〃 三ツ井 幸 子 令和 5年 5月 1日 藤沢市子ども青少年部 

監 事 岡 本 由美子 令和 4年 6月 24日 東京地方税理士会藤沢支部 

〃 中 丸 浩 司 令和 4年 6月 24日 藤沢市会計課 
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(2) 評議員 2024年3月31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

会 長 塚 本 雅 一 令和 2年 7月 27日 藤沢市民交響楽団 

評議員 猪 野 恭 子 令和 2年 7月 27日 藤沢市青少年指導員協議会 

〃 大 橋 鉄 雄 令和 2年 7月 27日 児童クラブ運営委員長会議 

〃 天 野 孝 司 令和 2年 7月 27日 地域子どもの家運営委員長会議 

〃 近 藤 忠 幸 令和 2年 7月 27日 藤沢ＳＬ少年団 

〃 熊 山 典 洋 令和 2年 7月 27日 藤沢地区保護司会 

〃 新 村 幸 裕 令和 5年 6月 26日 藤沢市体育協会 

〃 澤 田  薫 令和 2年 10月 28日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 三 角 恵美子 令和 2年 7月 27日 藤沢市スポーツ少年団本部 

〃 横 須 賀 義忠 令和 4年 3月 30日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 加 藤 佳 子 令和 2年 7月 27日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 隈 元 英 孝 令和 2年 7月 27日 藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会 

〃 湯 本 光 子 令和 2年 7月 27日 藤沢市文化団体連合会 

〃 大 島  武 令和 2年 7月 27日 学識経験者 

〃 古 川  泉 令和 2年 7月 27日 学識経験者 

〃 間 瀬 勝 一 令和 2年 7月 27日 学識経験者 

〃 板 垣 朋 彦 令和 4年 6月 24日 藤沢市生涯学習部 
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(3) 専門委員

① 青少年育成委員会 2024年 3月31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 長 櫻 井  茂 令和5年 6月 9日 学識経験者 

副委員長 遠 藤  智 令和5年 6月 9日 藤沢市宇宙少年団 

委 員 遠 藤 孝 夫 令和5年 6月 9日 藤沢市科学少年団 

〃 山 口 仁 美 令和5年 6月 9日 藤沢市ガールスカウト連絡会 

〃 西 尾  愛 令和5年 6月 9日 藤沢市社会教育委員会議 

〃 亀 井 晃 子 令和5年 6月 9日 藤沢子ども劇場 

〃 水 沼  学 令和5年 6月 9日 藤沢SL少年団 

〃 三 村  信 令和5年 6月 9日 藤沢海洋少年団 

〃 永 島 柳 子 令和5年 6月 9日 児童クラブ運営委員長会議 

〃 尾 﨑  茂 令和5年 6月 9日 児童館運営委員長会議 

〃 森 も と 江 令和5年 6月 9日 地域子どもの家運営委員長会議 

〃 和 田 武 彦 令和5年 6月 9日 
藤沢市立小学校長会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 三 觜  忠 令和5年 6月 9日 
藤沢市青少年育成協議会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 三觜 由見子 令和5年 6月 9日 
藤沢市子ども会連絡協議会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 猪 野 恭 子 令和5年 6月 9日 
藤沢市青少年指導員協議会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 齊 藤  康 令和5年 6月 9日 藤沢市行政関係者(青少年課) 

〃 川 手 隆 生 令和5年 6月 9日 学識経験者 

〃 宮 脇 文 恵 令和5年 6月 9日 学識経験者 

② 生涯スポーツ推進委員会 2024年 3月31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 長 筒 井 富 夫 令和5年 6月 9日 藤沢市スポーツ少年団本部 

副委員長 武 井  創 令和5年 6月 9日 藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会 

委 員 植村 佳余子 令和5年 6月 9日 藤沢市体育協会 
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役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 杉 渕  武 令和5年 6月 9日 藤沢市体育協会 

〃 遠 藤  浩 令和5年 6月 9日 藤沢市体育協会 

〃 寺 井 英 二 令和5年 6月 9日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 長谷川 勝己 令和5年 6月 9日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 櫻 井 善 彰 令和5年 6月 9日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 池 田  裕 令和5年 6月 9日 藤沢市中学校体育連盟 

〃 齋 藤 美 之 令和5年 6月 9日 藤沢商工会議所 

〃 小 野 俊 明 令和5年10月 11日 公益社団法人藤沢市医師会 

〃 小 熊 祐 子 令和5年 6月 9日 学識経験者 

〃 田中 あゆみ 令和5年 6月 9日 公益財団法人藤沢市保健医療財団 

〃 髙 田 美 彦 令和5年 6月 9日 藤沢市行政関係者(スポーツ推進課) 

〃 神 谷 忠 良 令和5年 6月 9日 藤沢市行政関係者(健康づくり課) 

〃 橋本 美知子 令和5年 6月 9日 
藤沢市レクリエーション協会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 澤 田  薫 令和5年 6月 9日 
藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 加 藤 佳 子 令和5年 6月 9日 
藤沢市スポーツ推進委員協議会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

③ 芸術文化専門委員会 2024年 3月31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委員長 塚 本 雅 一 令和5年 6月 9日 
藤沢市民交響楽団 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

副委員長 太 田 修 二 令和5年 6月 9日 
藤沢市民交響楽団 

(藤沢市みらい創造財団理事） 

委 員 大 島  武 令和5年 6月 9日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 大 西  健 令和5年 6月 9日 藤沢市合唱連盟 

〃 門 井 淑 治 令和5年 6月 9日 
藤沢市合唱連盟 

(藤沢市みらい創造財団理事） 

〃 熊 田 松 雄 令和5年 6月 9日 学識経験者 

〃 小松﨑 友貴 令和5年 6月 9日 藤沢商工会議所 
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役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 齊 藤 雅 子 令和5年 6月 9日 藤沢市行政関係者(文化芸術課) 

〃 中 島  直 令和5年 6月 9日 学識経験者 

〃 中 野 仁 詞 令和5年 6月 9日 学識経験者 

〃 古 川  泉 令和5年 6月 9日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 間 瀬 勝 一 令和5年 6月 9日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 松 口 直 樹 令和5年 6月 9日 学識経験者 

〃 湯 本 光 子 令和5年 6月 9日 
藤沢市文化団体連合会 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 吉 原 秀 夫 令和5年 6月 9日 藤沢市文化団体連合会 

3 職員に関する事項 

  2024年 3月31日現在 

事  務  局 正規職員 任期付職員 再雇用職員 非常勤職員 臨時職員 合 計 

事 務 局 長 1人 0人 0人 0人 0人 1人 

総 務 課 7人 0人 0人 1人 1人 9人 

事 業 部 長 1人 0人 0人 0人 0人 1人 

青 少 年 事 業 課 9人 2人 0人 37人 23人 71人 

放課後児童育成課 65人 5人 6人 190人 30人 296人 

ス ポ ーツ 事 業課 41人 2人 2人 16人 166人 227人 

芸 術 文化 事 業課 7人 0人 1人 0人 0人 8人 

合 計 131人 9人 9人 244人 220人 613人 

9



4 会議開催状況 

(1) 理事会

開催年月日 議案番号 議 題 

決議の省略による 

R5年4月20日(木) 

第 1回理事会 

議案第1号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

決議の省略の方法による評議員会の招集について 

R5年6月9日(金) 

第 2回理事会 

  出席 理事15人 

  出席 監事 2人 

報告第1号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和4年度公益目的事業会計資金収支補正予算（第7号） 

報告第2号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和4年度法人会計資金収支補正予算（第2号） 

報告第3号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和5年度公益目的事業会計資金収支補正予算（第1号） 

報告第4号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和5年度公益目的事業会計資金収支補正予算（第2号） 

報告第5号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和5年度法人会計資金収支補正予算（第1号） 

報告第6号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和5年度公益目的事業会計資金収支補正予算（第3号） 

議案第2号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和4年度事業報告について 

議案第3号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和4年度公益目的事業会計・収益事業等会計・法人会計 

決算について 

議案第4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和5年度公益目的事業会計資金収支補正予算（第4号） 

議案第5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和5年度収益事業等会計資金収支補正予算（第1号） 

議案第6号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和5年度法人会計資金収支補正予算（第2号） 

議案第7号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和5年度定時評議員会の招集について 

議案第8号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

専門委員の選任について 

決議の省略による 

R5年7月1日(土) 

 第 3回理事会 

議案第9号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

副理事長2名の選定について 
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開催年月日 議案番号 議 題 

R5年10月11日(水) 

第 4回理事会 

  出席 理事17人 

  出席 監事 1人 

報告第7号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和5年度公益目的事業会計資金収支補正予算（第5号） 

議案第10号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和5年度公益目的事業会計資金収支補正予算（第6号） 

議案第11号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
主たる事務所所在地の変更について 

議案第12号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
令和5年度第2回臨時評議員会の招集について 

議案第13号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
専門委員の選任について 

報告第8号 業務執行理事の職務執行状況報告 

報告第9号 
各事業部門における上半期の事業実施状況及び今後の予定 

みについて 

R6年1月19日(金) 

第 5回理事会 

  出席 理事17人 

  出席 監事 2人 

報告第10号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

職員の給与に関する規程の一部改正について 

議案第14号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

職員の定年に関する規程の一部改正について 

議案第15号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

職員の給与に関する規程の一部改正について 

報告第11号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和6年度サマースクール事業の実施について 

報告第12号 専門委員会の報告について 

R6年3月8日(金) 

第 6回理事会 

  出席 理事16人 

  出席 監事 1人 

議案第16号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和5年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第7号) 

議案第17号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

定款の変更について 

議案第18号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和6年度事業計画書 

議案第19号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和6年度収支予算書 

議案第20号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

議案第21号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和5年度第3回臨時評議員会の招集について 

議案第22号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

重要な職員の任命について 

報告第13号 神奈川県公益認定等審議会の立入検査結果について 

報告第14号 業務執行理事の職務執行状況報告 
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(2) 評議員会

開催年月日 議案番号 議 題 

決議の省略による 

R5年5月1日(月) 

第 1回臨時評議員会 

議案第1号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理事1名の選任について 

R5年6月26日(月) 

定時評議員会 

  出席 評議員13人 

  出席 監事 2人 

報告第1号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和4年度事業報告について 

議案第2号 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和4年度公益目的事業会計・収益事業等会計・法人会計 

決算について 

議案第3号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

評議員1名の選任について 

議案第4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理事4名の選任について 

R5年10月25日(水) 

第 2回臨時評議員会 

  出席 評議員13人 

議案第5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 
定款の変更について 

議案第6号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理事1名の選任について 

報告第2号 
各事業部門における上半期の事業実施状況及び今後の 

予定について 

R6年3月25日(月) 

第 3回臨時評議員会 

  出席 評議員15人 

議案第7号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

定款の変更について 

議案第8号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理事2名の選任について 

報告第3号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和6年度事業計画書 

報告第4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和6年度収支予算書 

報告第5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

資金調達及び設備投資の見込みについて 
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(3) 専門委員会

① 青少年育成委員会

開催年月日 議題・内容 

R5年7月11日(火) 

出席委員16人 

第1回青少年育成委員会 

1 議題 

(1)令和4年度事業報告及び事業評価について 

(2)青少年施設における指定管理取組計画について 

(3)令和5年度事業計画について 

2 青少年課から 少年の森再整備について 

3 情報交換・意見交換 

R5年10月23日(月) 

出席委員15人 

第2回青少年育成委員会 

1 議題 

(1)第1回委員会で説明した開催スケジュールについて、当初の予定を変更し、 

  令和5年度、6年度の2年間に渡ってテーマを検討、協議していくことを説 

  明し、了承された。 

(2)青少年団体（5団体）の現在の活動状況等について紹介した。 

2 情報交換・意見交換 

R5年12月15日(金) 

出席委員13人 

第3回青少年育成委員会 

1 議題 

(1)テーマの決定について 

「こどもまんなか社会」を見据えたみらい創造財団の取組について 

2 情報交換・意見交換 

② 生涯スポーツ推進委員会

開催年月日 議題・内容 

R5年7月27日(木) 

出席委員14人 

オンライン 

による参加有 

第1回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

(1)委員長・副委員長選出 

(2)令和4年度の事業報告及び令和5年度事業計画について 

(3)令和4年度事業評価について 

2 情報交換・意見交換 

R5年9月28日(木) 

出席委員11人 

第2回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

(1)事業の改善・見直しに向けた検討 

① ふれあいスポーツ交流会～ローリングバレーボール＆ボッチャ

② ノルディックウォーキングⅡ～秋の江の島散策コース～

③ カラダ健康フェスタ～体力年齢を知ろう～

④ 秋葉台キッズアクアスロン

2 情報交換・意見交換 

R5年11月24日（金） 

出席委員11人 

オンライン 

による参加有 

第3回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

(1)事業の改善・見直しに向けた検討対象事業について 

(2)令和5年度上半期事業実施報告について 

2 情報交換・意見交換 
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③ 芸術文化専門委員会

開催年月日 議題・内容 

R5年8月4日(金) 

出席委員12人 

第1回芸術文化専門委員会 

1 議題 

(1)委員長・副委員長の選出 

(2)令和4年度事業報告と評価 

(3)令和5年度事業計画及び事業の進捗状況告 

(4)令和5年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の交付決定事業について 

2 その他 

R5年11月14日(火) 

出席委員12人 

第2回芸術文化専門委員会 

1 議題 

(1)令和5年度上半期の事業実施状況 

(2)｢経営計画2024｣の令和5年度上半期取組実績と成果 

(3)令和6年度事業計画策定の進捗状況 

(4)令和6年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の募集及び要項の確認 

(5)令和5年度上半期事業の委員視察報告 

2 その他 

R6年2月20日(火) 

出席委員13人 

第3回芸術文化専門委員会 

1 議題 

(1)令和6年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の応募事業の審査、助成の適否・ 

  助成交付金額の決定 

2 その他 

(4) その他会議

会議等の名称 内 容 

管理運営会議 

 常勤役員及び事務局・事業部全管理職の出席により、事務執行上の
課題や重要事項について検討するとともに情報の共有を図った。 
 会議の議題等を勘案して、一部Zoomを用いたオンライン開催とし、
職員の会場への移動を無くすなど、業務の効率化を図った。 

原則 毎月1回 第4木曜日開催 
4/27,5/25(ｵﾝﾗｲﾝ),6/22(ｵﾝﾗｲﾝ),7/27(ｵﾝﾗｲﾝ),8/24(ｵﾝﾗｲﾝ), 
9/28,10/26,11/24(ｵﾝﾗｲﾝ),12/22,1/25(ｵﾝﾗｲﾝ),2/22(ｵﾝﾗｲﾝ),3/28 

課題調整会議 

 常勤役員及び課長級以上職員により、管理運営会議に諮るべき重要
事項の審議や、時間的暇が無い課題に対する対応方針等について検討
した。 
原則 毎週1回 水曜日開催 

全体調整会議 

 事務局総務課管理職、部長級職員、専務理事と、市所管課管理職に
よる定例会議を開催し、法人運営上の課題等について情報共有を図っ
た。 
原則 毎月1回 第3水曜日開催 

 4/18,5/17,6/21,7/19,9/20,10/18,12/20,1/17,2/21,3/19 
8月,11月は、開催中止 
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会議等の名称 内 容 

部門別会議 
 各事業部門職員と市当該事業所管課の職員により、部門特有課題の

情報の共有を図り、対応等を検討した。 

原則 毎月1回 開催 

課内会議 
(所内会議) 

 職員全員が必要な情報を共有できるよう、財団内での諸会議におけ

る重要事項の報告を行うとともに、所管業務に関する課題解決へ向け

た協議を行った。 

原則 毎月1回 開催(課(各施設)毎に開催) 

コンプライアンス委員会 
 理事長を委員長として、専務理事、事務局長、部長により、コンプ

ライアンスに関する取組方針や職員等のコンプライアンス意識の高揚

を図るため委員会を組織し、定例会を6/28、11/22に開催した。 

総括管理委員会 
(法人全体衛生委員会) 

及び 
衛生委員会 

(法定施設衛生委員会) 

 財団全体及び常時50人以上の職員を雇用する施設(鵠沼運動施設・秋

葉台運動施設)において、産業医、衛生管理者、管理職、職員代表等に

より構成する衛生委員会を組織し、職員の安全衛生に関する事項につ

いて調査審議を行った。年間の活動としては原則毎月1回の会議に加

え、産業医による健康相談、セルフケアのための合同研修などを計画

し、実施した。なお職場巡視については、現地視察により職場環境の

改善に向けた聴き取り調査を行った。 

原則 毎月1回 開催 

広報・CI活動推進委員会 

 各職場から選任された委員により、季刊誌「Fujisawa MIRAI.net」

の編集、発行や財団ホームページの運用に関することの他、財団の広

報及びCI活動の推進に関する取組等、本財団の存在や実施事業等につ

いて、効果的なPR手法や価値を高めるための活動について検討し、管

理運営会議へ提案した。 

 また、委員会の下に季刊誌編集部会を設置し、読者に有益な情報を

提供するとともに、事業PRができるよう内容を検討した。 

◆季刊誌「Fujisawa MIRAI.net」の発行(季刊誌編集部会)

本財団で実施している事業の予定、報告、その他特集を中心に掲載

した季刊誌を藤沢市内各所で配布することにより、多くの市民に本財

団事業、本財団運営施設等の情報提供と利用の拡大を促すことができ

た。 

◆主な取組み

・「みらぞう」着ぐるみの新調について

財団マスコットキャラクター「みらぞう」の着ぐるみの新調につい

て、発注に向けた仕様内容等の検討を進めた。 

・インスタグラムの運用について

職員の広報活動に対する意識の向上及び実践のための研修を企画

し、写真スキルアップ研修を実施した。 

◆ホームページの運用、拡充と各種広報媒体の活用

本財団のホームページを活用して、管理施設の基本情報やイベント

事業に関する情報など、市民の利便性向上を図ることを目的にリアル

タイムな情報提供を行った。また、各事業部門の主要事業等を重点的

に周知するクローズアップコーナーを半月毎に更新し、事業周知など

効果的な広報活動に努めた。 

発行月 内 容 配布先 発行部数 

年4回 

(4月、7月、10月、1月) 

事業開催情

報・報告他 

藤沢市内公共施

設、小・中学校、

関係団体他 

各号 

5,000部 
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 【人材育成】 
1 各種研修等の実施 

(1) 基本研修

① 階層別研修

ア 自主開催

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年4月23日(日) 

藤沢青少年会館 

総務課 

財団新規採用職員研修 

新採用(任期付

含む)職員 
10人 

R5年6月～R6年 3月 

各事業課・施設 

総務課 

事業課間研修 

新規採用職員及

び採用2～4年

目職員 

14人 

R5年9月26日(火) 

秩父宮記念体育館 

総務課 

主任級研修 

キャリアアップ研修 

主任級の職員

(事務職) 
14人 

①R5年9月29日(金) 

秩父宮記念体育館 

②R5年11月30日(木)～12

月 12日(火) 

藤沢青少年会館 

総務課 

主査級研修 

①リーダーシップ研修 

②コーチング面談 

主査級の職員

(事務職) 
9人 

R5年10月20日(金) 

秩父宮記念体育館 

総務課 

上級主査級研修 

リーダーシップ研修 

上級主査級の職

員(事務職) 
15人 

R5年10月27日(金) 

藤沢青少年会館 

総務課 

管理職研修 

人事評価研修 

参事、課長、主

幹、課長補佐の

職員 

20人 

イ 外部主催

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年4月～5月 
藤沢市職員研修プログラムの

内、集合研修及び資料研修を

受講 
(動画研修は未受講) 

藤沢市職員課 

新採用職員 前期研修 
新採用事務職員 2人 

R5年10月～11月 

藤沢市職員研修プログラムの

全内容を受講 

藤沢市職員課 

新採用職員 後期研修 
新採用事務職員 2人 

R5年9月～10月 

藤沢市職員研修プログラムの

内、集合研修及び資料研修を

受講 
(動画研修は未受講) 

藤沢市職員課 

一般職員一部研修 

採用3年目事務

職員 
2人 

R5年10月～11月 

藤沢市職員研修プログラムの

内、集合研修及び資料研修を

受講 
(動画研修は未受講) 

藤沢市職員課 

一般職員二部研修 

採用5～6年目 

事務職員 
1人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年6月～8月 

藤沢市職員研修プログラムの

全内容を受講 

藤沢市職員課 

監督者一部研修 
主査昇任者 6人 

R5年5月～6月 

藤沢市職員研修プログラムの

全内容を受講 

藤沢市職員課 

監督者二部研修 
上級主査昇任者 5人 

R5年7月～R5年 11月 

オンデマンド視聴 

株式会社 manebi 

e ラーニング 

1 指定講座 

(1)部長級 

①管理監督者として,②コンプライアン

ス,③労務管理,④マネジメント・リーダ

ーシップ 

(2)課長、課長補佐級 

①管理監督者として,②コンプライアン

ス,③労務管理,④マネジメント・リーダ

ーシップ 

(3)上級主査・主査級 

①職場のリーダーとして,②コンプライ

アンス,③ビジネススキル,④労務管理 

(4)新採用職員 

①社会人として,②ビジネスマナー,③セ

ルフマネジメント,④コンプライアンス 

部長、課長、課

長補佐、上級主

査、主査昇任者 

新採用職員 

22人 

  ②合同研修 

ア 自主開催

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年7月5日(水) 

   7月7日(金) 

オンライン講習会 

総括管理員会フィジカルヘルス分科会 

「正しいラジオ体操第2」講習会 
全職員 142人 

R5年8月15日(火)～ 
9月 14日(木) 

オンデマンド視聴 

公益財団法人公益法人協会 
公益法人・一般法人会計「入門編」 

希望者 19人 

R5年12月13日(水) 

藤沢青少年会館 

総務課 

会計・財務研修 

複式簿記と公益法人会計 

上級主査 

主査 
23人 

R6年1月11日(木) 

R6年2月1日(木) 

R6年2月15日(木) 3日間 

秩父宮記念体育館 

広報・CI活動推進委員会主催 

写真撮影スキルアップ研修 

「外部に対する効果的な CI 活動を目指

して」 

各課広報担当者

他 
12人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

①R6年2月5日(月) 

秋葉台文化体育館 

②R6年2月6日(火) 

秩父宮記念体育館 

総括管理委員会主催 

衛生管理全体研修 

「コミュニケーション術向研修」 

①コミュニケーションカードを用いた

コミュニケーション術 

②具体的な応対方法 

正規職員及び 

、非常勤職員・

臨時職員 

正規職員

124人 

非常勤職

員・臨時

職員 

28人 

①R6年2月8日(木) 午前 

②R6年2月8日(木) 午後 

秩父宮記念体育館 

コンプライアンス委員会主催 

令和5年度パワーハラスメント対策研修 

～「心理的安全性の高い組織」を築くポ

イントを得る～ 

主査級以上の職

員 

①29人 

②25人 

③ 職場研修

ア 青少年事業課

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年6月28日(水) 

藤沢青少年会館 

児童館新人研修 

児童館について 
児童館指導員 12人 

R5年6月28日(水) 

藤沢青少年会館 

第1回 児童館スタッフ研修 

「自己紹介と出し物」 
児童館指導員 29人 

R5年9月23日(土祝) 

足柄PAA21 

青少年事業課課内研修(ﾘｰﾀﾞｰｽｸｰﾙ) 

「PAA21プログラム(野外体験活動)」 

講師：株式会社アグサ 

青少年事業施設

担当職員 
3人 

R5年9月26日(火) 

藤沢青少年会館 

第2回 児童館スタッフ研修 

「ありのままの自分を味わう喜び」 

講師：イ・イエジャ氏 

児童館指導員 30人 

R5年12月12日(火) 

藤沢商工会館 

青少年事業課 

「個人情報保護」 

講師：藤沢市 市民相談情報課 

増田 祐輝 氏 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

青少年会館指導

員、児童館指導

員及び他事業課

希望者 

36人 

R5年12月19日(火) 

藤沢青少年会館 

第3回 児童館スタッフ研修 

紙芝居ワークショップ 

講師：半田 タクヤ氏 

児童館指導員 30人 

R6年2月14日(水) 

藤沢青少年会館 

青少年事業課課内研修(団体交流事業) 

「犯罪はこんなところから･･･～若者に

関する幅広い犯罪(巧妙な手口)～」 

講師：藤沢警察署 生活安全課少年係 

橋本 篤輝 氏 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

児童館指導員 

9人 

R6年3月5日(火) 

藤沢青少年会館 

児童館館長研修 

「児童館指導員マニュアル」 

「事務マニュアル」 

青少年事業課職

員 

児童館指導員 

5人 
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イ 放課後児童育成課

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年5月29日(月) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第1回フォローアップ研修 

「戦略の階層」 

採用１年目 

児童クラブ長 

常勤指導員 

5人 

R5年6月2日(金) 

10月6日(金) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

ファシリテーション研修 

講師：彦田 美香子 氏 

主査以上の 

常勤職員 
15人 

R5年6月28日(水) 

少年の森 

児童クラブ研修担当 

第2回フォローアップ研修 

「自然体験活動」 

採用１年目 

児童クラブ長 

常勤指導員 

6人 

R5年7月11日(火) 

労働会館ホール 

児童クラブ研修担当 

課題別研修 

「スクールハラスメント」 

児童クラブ長 

常勤指導員 

本課支援担当 

80人 

R5年10月20日(金) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第3回フォローアップ研修 

「場面検討」 

採用１年目 

児童クラブ長 

常勤指導員 

6人 

R6年1月23日(火) 

2月20日(火) 

秩父宮記念体育館 

児童クラブ研修担当 

「実践検討会」 

講師：福田 敦志 氏 

採用3年目以上 

児童クラブ長 

常勤指導員 

本課支援担当 

60人 

R6年2月21日(水) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第4回フォローアップ研修 

「スピーチ」 

採用１年目 

児童クラブ長 

常勤指導員 

6人 

ウ スポーツ事業課

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年6月26日(月)～ 

 7月 23日(日) 

オンデマンド視聴 

接遇研修(eラーニング) 

「接客スキル」マインド編 

スポーツ事業課

従事者 
133人 

R6年2月20日(火) 

秋葉台文化体育館 
秋葉台安全衛生委員会 

「病気の症状・所見の現れ方」 

秋葉台運動施設

従事者 
18人 

(2) 専門研修

① 青少年事業課 放課後児童育成課他

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年5月11日(木) 

R5年5月17日(水) 

R5年5月22日(月) 

R5年5月26日(金) 

R5年6月1日(木) 

R5年6月5日(月) 

R5年6月15日(木) 

藤沢青少年会館 

放課後児童育成課 

普通救命講習Ⅰ 

｢心肺蘇生法、AEDの取扱い方｣ 

児童クラブ指導

員 

本課職員 

117人 
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実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年6月23日(金) 

R5年6月26日(月) 

R5年7月6日(木) 

R5年7月7日(金) 

藤沢青少年会館 

青少年事業課 

(地域子どもの家見守る人対象) 

普通救命講習Ⅰ 

｢心肺蘇生法、AEDの取扱い方｣ 

青少年事業施設

担当職員、青少

年会館指導員、

児童館指導員 

15人 

R5年10月7日(土) 

藤沢青少年会館 

青少年事業課(リーダースクール事業) 

普通救命講習Ⅰ 

「心肺蘇生法、AEDの取扱い方」 

青少年事業施設

担当職員 
3人 

ア 非常勤職員研修

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年5月23日(火) 

R5年7月5日(水) 

R5年9月14日(木) 

R5年11月9日(木) 

R6年１月25日(木) 

R6年3月4日(月) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

新採用非常勤研修 

「指導方法や業務内容等」 

非常勤指導員 37人 

R5年10月13日(金) 

R5年10月24日(火) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

非常勤研修 

「工作とゲーム」 

非常勤指導員 105人 

② スポーツ事業課

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年10月10日(火) 

石名坂温水プール 
プール監視担当職員合同研修 

スポーツ事業課

監視担当職員 
12人 

R5年11月13日(月) 

秩父宮記念体育館 

GIM＆FITNESS スキルアップ合同研修① 

実施方法及び運動処方についての共通理

解を深める 

スポーツ事業課

教室・事業担当

職員 

6人 

R5年11月24日(金) 

石名坂温水プール 
プール監視担当職員合同研修 

スポーツ事業課

監視担当職員 
14人 

R5年12月11日(月) 

秩父宮記念体育館 

GIM＆FITNESS スキルアップ合同研修② 

実施方法及び運動処方についての共通理

解を深める 

スポーツ事業課

教室・事業担当

職員 

6人 

R5年12月20日(水) 

藤沢市役所本庁舎 
介護予防事業に関する交流会 

スポーツ事業課

職員 
3人 

R6年1月9日(火) 

秋葉台文化体育館・秋葉台公

園プール 

監視担当・事業担当職員合同研修 

スポーツ事業課

監視担当・事業

担当職員 

19人 

R6年2月3日(土) 

藤沢市医師会館 

公益社団法人藤沢市医師会整形外科医会 

野球障害セミナー 

スポーツ事業課

職員 
1人 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6 年2月24日(土) 

秋葉台文化体育館 

藤沢市スポーツ推進課 

ボッチャ審判講習 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R6 年2月24日(土) 

秩父宮記念体育館 

公益財団法人日本財団ボランティアセン

ター 

スポーツボランティア研修 

スポーツ事業課

職員 
3人 

R6 年2月25日(日) 

秩父宮記念体育館 

インクルーシブスポーツ体験講習 

～ボッチャ＆モルックを体験しよう！～ 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R6年3月7日(木) 

オンライン開催 

慶應義塾大学スポーツマネジメント研究

科小熊研究室 

運動スポーツ施設のリスク管理研修会 

スポーツ事業課

職員 
3人 

R6 年3月9日(土) 

秩父宮記念体育館 

インクルーシブスポーツ体験講習 

～ブラインドウォーク＆車いす体験！～ 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年3月21日(木) 

石名坂温水プール 
プール監視担当職員合同研修 

スポーツ事業課

監視担当職員 
12人 

(3) 派遣研修

① 総務課

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年4月6日(木)、7日(金) 
全労連会館 

公益財団法人公益法人協会 
公益法人・一般法人会計「入門編」 

総務担当職員 1人 

R5年4月14日(金)～ 
R6年2月29日(木) 
オンデマンド視聴 

全国公益法人協会 
WEB 消費税インボイスセミナー 

総務担当職員 5人 

R5年 4月21日(金)、28日
(金)、5 月 12 日(金)、19
日(金)、26 日(金)、6 月 2
日(金)、9日(金)全7回 
藤沢商工会館ミナパーク 

藤沢商工会議所 
日商簿記3級講座 

総務担当職員 1人 

R5年6月15日(木) 
オンライン開催 

公益・一般法人のための給与に関する法
的知識と計算実務【令和5年度版】 

総務担当職員 1人 

R5年6月26日(月) 
オンライン開催 

全国公益法人協会 
消費税インボイス完全対策 

総務担当職員 5人 

R5年8月2日(水) 
オンライン開催 

精神障がい者の雇用・職場定着「はじめ
の一歩」 

各課管理職 
及び 
総務担当職員 

8名 

R5年10月26日(木) 
オンライン開催 

年末調整の基本実務講座 年末調整担当者 4名 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年12月12日(火) 
オンライン開催 又は 
R5年12月14日(木)～ 
R6年1月14日(日) 
オンデマンド視聴 

公益財団法人神奈川県労働福祉協会 
ハラスメント相談窓口実務対応講座 

ハラスメント相
談窓口担当者 

6名 

R6年1月15日(月)～ 

  2月14日(水) 
オンデマンド視聴 

公益財団法人公益法人協会 
公益法人・一般法人会計「実務編」 

総務担当職員 1人 

R6年1月17日(水) 
藤沢市役所 

藤沢市会計課 
令和5年度金融関連情報講習会 

総務担当職員 1人 

R6年2月19日(月) 
自動車会館 

公益財団法人公益法人協会 
公益法人・一般法人会計「決算編」 

総務担当職員 1人 

R6年3月1日(金)～ 

  3月31日(日) 
オンデマンド視聴 

公益財団法人公益法人協会 
公益法人・一般法人会計「実務編」 

総務担当職員 1人 

R6年3月4日(月) 
独立行政法人高齢・障
害・求職者雇用支援機構
神奈川支部 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支
援機構 
障害者雇用納付金制度事務説明会 

総務担当職員 1名 

R6年3月21日(木) 
神奈川県中小企業共済会館 

満喜株式会社 
決算実務セミナー 

総務担当職員 2人 

② 青少年事業課

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年5月12日(金) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

リードアップセミナー第1回 

「理論を自信に。青少年行政のこれまで」 

青少年事業施設

担当職員 
1人 

R5年5月22日(月)～ 

 5月 23日(火) 

県立愛川ふれあいの村 

神奈川県立青少年センター 

リードアップセミナー第2回 

「子どもに還ろう。仲間づくり、野外活

動を宿泊体験」 

青少年事業施設

担当職員、青少

年会館指導員 

5人 

R5年6月2日(金) 

Fプレイス 

藤沢市/藤沢市人権擁護委員会 

第38回藤沢市人権啓発講演会 

「ふじさわ人権文化をはぐくむまちづく

り～誰もが幸せに暮らせるために、私た

ちにできること～」 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

少年の森担当職

員、青少年会館

指導員 

7人 

R5年6月17日(土) 

川崎市黒川青少年野外活動

センター 

神奈川県立青少年センター 

自然体験活動指導者セミナー野外活動編 

「まるっと体験キャンプのいろは」 

青少年事業施設

担当職員 
2人 

R5年6月21日(水) 

オンライン研修 

横浜市青少年育成センター 

「発達障がいの理解」 

少年の森担当職

員 
1人 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年6月28日(水) 

オンライン研修 

横浜市青少年育成センター 

「ヤングケアラーのSOSに気付いたら」 

青少年会館指導

員 
1人 

R5年6月30日(金) 

藤沢市役所本庁舎 

発達障がい啓発研修 

「グレーゾーンではなく『虹色』で発達

障がいを考える」講師：星山 麻木 氏 

青少年事業施設

担当職員、青少

年会館指導員、

児童館指導員 

11人 

R5年7月11日(火) 

神奈川県立青少年センタ

ー 

子ども施設指導員セミナー(神奈川県) 

「”気になる子”の理解と支援」 

講師：県立青少年センター指導者育成課

職員 

児童館指導員 4人 

R5年7月12日(水) 

R5年10月11日(水) 

オンライン研修 

横浜市青少年育成センター 

「子どもの虐待被害と回復(前編)」 

「子どもの虐待被害と回復(後編)」 

青少年会館指導

員 
1人 

R5年9月8日(金) 

海老名市門沢橋コミュニ

ティセンター 

子ども施設指導員セミナー(神奈川県) 

「あらちゃんとあそぼう！」 

講師：荒巻 光子 氏 

児童館指導員 1人 

R5年9月21日(木) 

オンライン研修 

横浜市青少年育成センター 

「子どもの生きづらさに寄り添うこと」 

少年の森担当職

員、青少年会館

指導員 

2人 

R5年9月24日(日) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

「子ども・青少年との関わり方のコツ」 

青少年会館指導

員 
1人 

R5年10月23日(月) 

大和市市民交流拠点ポラ

リス 

子ども施設指導員セミナー(神奈川県) 

「”気になる子”の理解と支援」 

講師：県立青少年センター科学部科学支

援課職員 

児童館指導員 5人 

R5年10月31日(火) 

オンライン研修 

横浜市青少年育成センター 

「ユースワークの基礎」 

少年の森担当職

員、青少年会館

指導員 

2人 

R5年11月9日(木) 

小田原合同庁舎 

子ども施設指導員セミナー(神奈川県) 

「作って遊べる科学工作」 

講師：県立青少年センター指導者育成課

職員 

児童館指導員 5人 

R5年11月9日(木) 

横浜市岩間市民プラザ 

公益財団法人神奈川県暴力追放推進セン

ター 不当要求防止責任者講習 

青少年事業課職

員 
1人 

R5年12月15日(金) 

横須賀市役所 

子ども施設指導員セミナー(神奈川県) 

「あらちゃんとあそぼう！」 

講師：荒巻 光子 氏 

児童館指導員 4人 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年1月18日(木) 

国立オリンピック記念青少

年総合センター 

独立行政法人国立青少年教育振興機関 

第40回全国青少年相談研究集会 

「こどもまんなか社会」を実現するため

に 

少年の森担当職

員 
1人 

R6年1月18日(木) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

「性教育を学ぶ」 

青少年会館指導

員 
2人 

R6年1月22日(月) 

横浜市青少年育成センター 

横浜市青少年育成センター 

「性教育を学ぶ」 

青少年事業施設

担当職員、青少

年会館指導員 

2人 

R6年1月25日(木)～ 

2月 26日(月) 

動画配信講義 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

第40全国青少年相談研究集会 

「こどもまんなか社会」を実現するため

に ほか 

青少年事業課職

員、青少年事業

施設担当職員、

少年の森担当職

員、青少年会館

指導員 

8人 

③ 放課後児童育成課

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年6月3日(土) 

オンライン開催 

藤沢市子ども家庭課主催 

発達障がい啓発講座 

「発達障害かな？と思ったら…」 

児童クラブ指導

員 
5人 

R5年6月15日(木) 

オンライン開催 

神奈川県教育委員会主催 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース  

「配慮の必要な子どもへの対応」 

児童クラブ指導

員 
14人 

R5年6月21日(水) 

小田原合同庁舎 

神奈川県教育委員会主催 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース 

「子どもの安全」 

児童クラブ指導

員 
1人 

R5年6月29日（木） 

プロミティあつぎ 

R5年11月9日(木) 

小田原合同庁舎 

神奈川県主催 

子ども施設指導員セミナー 

「つくって遊べる科学工作」 

児童クラブ指導

員 
７人 

R5年6月30日(金) 

オンライン開催 

放課後NPOアフタースクール主催 

第4回放課後勉強会 

児童クラブ指導

員 
37人 

R5年7月11日(火) 

10月23日(月) 

県立青少年センター他 

神奈川県主催 

子ども施設指導員セミナー 

「気になる子の理解と支援」 

児童クラブ指導

員 
6人 

R5年9月8日(金) 

12月15日(金) 

横須賀市役所他 

神奈川県主催 

子ども施設指導員セミナー 

「あらちゃんとあそぼう！」 

児童クラブ指導

員 
6人 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年10月11日(水) 

オンライン開催 

神奈川県教育委員会主催 

生涯学習指導者研修 

放課後子ども教室推進コース 

「子どもの自尊感情を育む」 

児童クラブ指導

員 
3人 

R5年10月20日(金) 

オンライン開催 

放課後NPOアフタースクール主催 

第5回放課後勉強会 

児童クラブ指導

員 
27人 

R5年11月14日(火) 

オンライン開催 

放課後NPOアフタースクール主催 

オンラインフォーラム 

「こどもまんなかでつなぐ学校と放課

後」 

児童クラブ指導

員 
17人 

R5 年 11 月 21 日(火)、22

日(水) 

産業貿易センター浜松町館 

保育博実行委員会 

「保育博内セミナー」 

児童クラブ正副

ブロック長 

本課職員 

11人 

R5年11月28日(火) 

オンライン開催 

藤沢市子ども家庭課主催 

「一緒に探そう この子の居場所」 

児童クラブ指導

員 
2人 

R5年12月9日(土) 

オンライン研修 

神奈川県放課後児童支援員等資質向上研

修 

「保護者や学校、地域との連携」 

児童クラブ指導

員 
4人 

R5年12月15日(金) 

オンライン研修 

神奈川県放課後児童支援員等資質向上研

修 

「特別な配慮を必要とする児童への対

応」 

児童クラブ指導

員 
1人 

R6年1月19日(金) 

オンライン研修 

こども家庭庁 子ども・子育て支援調査

研究事業 

「教育・保育事故の予防に向けたセミナ

ー」 

児童クラブ指導

員 
6人 

R6年1月20日(土) 

オンライン研修 

神奈川県放課後児童支援員等資質向上研

修 

「支援員の資質とチーム作り」 

児童クラブ指導

員 
5人 

R6年1月23日(火) 

オンライン研修 

神奈川県放課後児童支援員等資質向上研

修 

「放課後児童クラブにおける事故防止」 

児童クラブ指導

員 
5人 

R6年1月25日(木) 

TKP ガ ー デ ン シ テ ィ

PREMIUM横浜西口 

神奈川県放課後児童支援員等資質向上研

修 

「支援員の資質とチーム作り」 

児童クラブ指導

員 
3人 

R6年1月26日(金) 

2月 29日(木) 

オンライン研修 

かながわ福祉サービス振興会主催 

「アレルギー疾患患者等の支援者研修

会」 

児童クラブ指導

員 
14人 

R6年2月2日(金) 

オンライン研修 

こども家庭庁、児童健全育成推進財団主

催 

「全国こどもの健全育成リーダー養成セ

ミナー」 

児童クラブ指導

員 
3人 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6年2月5日(月) 

オンライン研修 

放課後NPOアフタースクール主催 

オンラインフォーラム 

「子どものウェルビーイングを意識でき

る社会へ」 

児童クラブ指導

員 
7人 

R6年3月14日(木) 

オンライン開催 

放課後NPOアフタースクール主催 

「第6回放課後勉強会」 

児童クラブ指導

員 
13人 

④ スポーツ事業課

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年5月24(水) 

県立スポーツセンター 

スポーツ庁・神奈川県 

神奈川県水泳プール安全管理講習会 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年6月2日(金) 

Fプレイス 

藤沢市/藤沢市人権擁護委員会 

第38回藤沢市人権啓発講演会 

「ふじさわ人権文化をはぐくむまちづく

り～誰もが幸せに暮らせるために、私た

ちにできること～」 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年7月13日(木)～ 

 7月 14日(金) 

砧区民会館成城ホール 

日本公共スポーツ施策推進協議会 

公共団体としてのスポーツによる地域活

性化策～組織の持続的な成長に向けて～ 

スポーツ事業課

職員 
3人 

R5年8月2日(水)・4日(金) 

東京ビックサイト東展示棟 

SPORTEEC2023実行委員会  

日本最大のスポーツ・健康まちづくり総

合展 SPORTEC2023 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R5年11月9日(木) 

横浜市岩間市民プラザ 

公益財団法人神奈川県暴力追放推進セン

ター 不当要求防止責任者講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年12月5日(火)～ 

   12月11日(月) 

オンデマンド視聴 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

令和5年度スポーツ施設管理者のための

障がい者対応講習会 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年2月21日(水)～ 

 2月 22日(木) 

砧区民会館成城ホール 

日本公共スポーツ施策推進協議会 

好事例にみる指定管理者の効果的な提案

戦略2024～組織の持続的な成長に向け

て～ 

スポーツ事業課

職員 
5人 

⑤ 芸術文化事業課

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年9月14日(木) 

南足柄市文化会館 

南足柄市文化会館レセプショニスト講座

2023 

芸術文化事業課

職員 
1人 

R5年10月20日(金) 

オンライン講座 

昭和音楽大学 

「実演舞台芸術のこれからの姿と社会実

装」「実演舞台芸術のこれからと社会実

装」 

芸術文化事業課

職員 
1人 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年11月30日(木) 

オンライン講座 

昭和音楽大学 

「実演舞台芸術のこれからの姿と社会実

装」「芸術活動をデジタルで記録する～

オン白活動のアーカイブ制作の実例から

～」 

芸術文化事業課

職員 
1人 

R6年2月1日(木)  

東京都中小企業会館 

公益社団法人公立文化施設協会 

劇場・音楽堂等における適正な契約に基

づく事業実施のための研修会 

芸術文化事業課

職員 
2人 

R6年2月27日(火)  

R6年2月29日(木) 

オンライン研修 

公益社団法人公立文化施設協会 

劇場・音楽堂等における適正な契約に基

づく事業実施のための研修会 

芸術文化事業課

職員 
6人 

(4) 資格取得

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年5月12日(金) 

貸会議室「内海」 

一般社団法人日本スイミングクラブ協会 

泳力認定員資格取得講習会・試験 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R5年6月20日(火)～ 

   6月23日(金)  

国立オリンピック記念青少

年総合センター 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

「公認スポーツ施設管理士資格認定講

習・試験」 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年6月25(日) 

オンライン研修 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

公認トレーニング指導士更新web研修 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年6月29(木) 

藤沢市建設会館 

神奈川労務安全衛生協会藤沢支部 

衛生推進者養成講習会 

労働安全衛生担

当職員 
4人 

R5年8月24日(木) 

12月21日(木) 

藤沢商工会館ミナパーク 

神奈川県衛生協会 

「食品衛生責任者養成講習会」 

正規採用児童ク

ラブ長 
3人 

R5年9月5日(火)～ 

 9月 8日(金) 

秋葉台文化体育館、秋葉台

公園プール 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

「日本赤十字社水上安全法救助員Ⅰ養成

講習会」 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R5 年 9 月 12 日(火)、19 日

(火)、26日(火)、29日(金) 

12月4日(月)、6日(水)、11

日(月)、15日(金) 

R6年2月7日(水) 

横浜市技能文化会館 

神奈川県主催 

「放課後児童支援員認定資格研修」 

児童クラブ指導

員 
37人 

R5年12月20日(水) 

オンライン研修 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

公認水泳指導管理士・スポーツ施設管理

士更新web研修 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年12月22日(金) 

オンライン研修 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

公認スポーツ施設管理士更新web研修 

スポーツ事業課

職員 
1人 
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受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R6 年1月24日(水) 

ユニコムプラザさがみはら 

一般社団法人日本防火防災協会 

甲種防火管理者再講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年3月2日(土) 

R6年3月3日(日) 

R6年3月10日(日) 3日間 

高砂コミュニティセンター 

日本赤十字社神奈川県支部 

「日本赤十字社救急法救急員養成講習

会」 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R6年3月14日(木)・15日(金) 

藤沢市民会館第1展示ホール 

一般社団法人日本防火防災協会 

甲種防火管理者新規講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

【財務運営】 

1 業務の効率化による財務基盤の確立 

区 分 内 容 

事業の再評価と見直し 

【成果】 
 公益財団法人という社会的役割を果たすには、現状の限られたマン
パワーと財源を正しく認識し、将来に向けて本財団の健全経営を進め
ていく必要があり、各部門で行う事業やサービスも量から質への転換
など、少ない費用で大きな効果を目指していくことが求められてい
る。このため、「費用対効果」や「利用者満足度」等の視点から事業
の再評価を行い、実施内容の見直しや業務の効率化へ繋げることを目
的として実施した。 

【令和5年度の事業評価取組実績】 
青少年事業部門 11事業 
スポーツ事業部門   40事業 
芸術文化事業部門   31事業 

【共通的な評価のポイント】 
①参加者  集客目標数に対する参加実績の割合評価 
②収入確保 収入予算の達成度 
③満足度  実施アンケートによる満足度評価の割合 
④その他  藤沢市の重点施策 藤沢市スポーツ推進計画2029や 

文化芸術振興計画、財団経営計画等の実現、財団のCI 
効果、関係団体等との連携、前年度の課題解決などの 
ポイントから加点をする。 

 4つの項目から、総合評価を算出し、この評価結果(得点の高低) 
を参考に、継続すべき事業、スクラップすべき事業、検討を要する事 
業など、客観的な判断の根拠とする。 
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区  分 内 容 

デジタル技術の導入・積極的
活用による事務の効率化 

【成果】 
 デジタル技術の積極的導入・ICT の活用により各種事務手続きを簡
素化し、職員の人的負担を軽減するとともに経費の節減を図った。 

① Web会議の導入
新型コロナウイルス感染防止対策として、導入したWeb会議につい

て、会議の内容を精査し、令和5年度も継続的に取入れ、業務の効率
化を図った。 

② AI音声文字起こしシステムの導入
会議録、議事録の作成について、これまで IC レコーダー等に録音

した音声を聴き取りながら作成していたため、業務負担が高く、作業
時間が多くかかっていた。AI音声文字起こしシステムを導入したこと
で、会議録作成に係る作業時間を大幅に削減でき、業務の効率化が図
られた。 

③ 全職員共通のイントラネット(グループウェア)の積極的利用
風通しの良い職場を目指し、現在導入している全職員共通のイント

ラネットついて、使用方法の周知及び、使用ルールを共有するととも
に、各課及び個人のスケジュール登録を徹底し、情報の共有化を図っ
た。 

④ 電子決裁の導入
デジタル化推進の取組として、現在一部の課で導入した労務管理に

係る電子決裁に加え、その他電子決裁についても、導入拡大に向けた
検証を行った。 

⑤ 児童クラブ新規入所の電子申請の導入
児童クラブ継続申請に続き、新規入所についても電子申請を導入し

た。これにより、申込期間内 24 時間、個人の端末で入所申請を行う
ことができ、保護者の利便性を向上させることができた。また、申請
の取込や反映についてもシステムを連携させることで事務量の軽減
に繋げることができた。 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

1 関係団体等交流事業 

(1) 財団関係団体等の交流事業

事  業  名 内 容 

新春のつどい 

 本財団事業に係わる関係者や関係団体等が一堂に会し、新年を祝う

とともに、本財団の活動報告や各団体の指導者間の情報交換、親睦を

深めることを目的に開催した。 

*対象  青少年･スポーツ･芸術文化の関係者や関係団体 
*開催日 2024年 1月16日(火)
*場所  藤沢市民会館第1展示集会ホール 
*参加人数 166人 
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2 みらい応援プロジェクト 

事  業  名 内 容 

みらい応援プロ
グラム 

 みらい応援プロジェクトは、財団設立10周年を迎える2020年に、本財団がこれま
で築き上げてきた成果を生かし、これからの 10 年その先の未来に向けた持続可能な
組織の運営と事業の展開を図るために取り組む“みらい応援プログラム”を検討･実
施することを目的とする。 
 本プログラムの事業実施に向け、柔軟かつ新たな発想での事業企画及び、財団のス
ケールメリットを生かした横断的な事業展開を行うとともに、職員相互の交流、多角
的な視野を持つ職員の育成を目的に、令和4年度から発足した「未来プログラム実行
委員会」について、令和5年度についても精力的に活動を行った。 

事 業 名 内 容 

未来プログラム実行委員
会の取組について 

新規ホームページ 
「みらいキッズイベント＆スクー
ル」の運用 
 ホームページにおける各種事業案
内について、これまで事業部門毎で
の周知から、見やすさ、親しみやす
さを提供することを目的として、「年
齢別」に各種事業を横断的に検索で
きるよう、リニューアルを行った。 

みらいサマースクールの実施 
 藤沢市が実施するサマースクール
に運営事業者として応募し、事業を
実施した。 
 本事業は、財団の特色である青少
年、放課後、スポーツ、芸術の専門
性を生かし、財団全体で取り組む事
業として、開設している児童クラブ
運営のノウハウを最大限に発揮し、
子どもたちに安全・安心な居場所を
提供するとともに、スポーツ、青少
年、芸術文化、放課後の専門性の高
い４課がそれぞれ培ってきたスポー
ツ指導、自然体験活動、児童保育等
様々な分野において知識と経験を生
かした特色のあるイベントやプログ
ラムを提供する事業内容で提案し
た。(令和6年度事業)

「みらい横断ウルトラスタンプラリ
ー」の企画(令和6年度実施) 
 マスコットキャラクターのみらぞ
うを全面的に活用し、未就学児から
中学生を対象とした各事業課による
特色あるイベントの参加を促すよう
企画した。指定の事業参加毎にスタ
ンプを押し、スタンプの数により景
品と交換する。 
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事  業  名 内 容 

みらいサマース
クール 

【成果】 

 小学4年生から小学6年生までの藤沢市内、北は御所見小、南は片瀬小からの児童

35名が参加。夏休みの期間、安心・安全な生活の場の提供と共に、財団の専門性を生

かした活動を実施した。参加者のうち 23 名は夏休みの預かり場所として保護者が希

望、概ね財団児童クラブ待機児童であった。「①仲間とチャレンジ、②世界が繋がっ

ている事を知ろう」という目標を掲げ、取り組んだ各課の特性を生かした活動は、そ

の幅広さから、子どもたちが輝く場所を見つける事ができた。また、財団が進めるSDGs

について、「SDGｓフカボリデー」という学びの機会を 5 回実施、世界との繋がりを

感じる体験となった。記録的猛暑の影響で、予定していた戸外遊びが難しい中でも秩

父宮記念体育館内での臨機応変な場所の提供を受け、熱中症対策をとりながら環境面

での安全に配慮し活動する事ができた。参加者、保護者から事業実施後のアンケート

調査を行なう中で、満足度も高く、特に「様々な体験活動ができた」「安心して楽し

く過ごせた」という部分では高評価を頂いた。 

＊保護者の所得等による減額措置を実施：対象者3人 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R5年7月21日(金)～ 

8月 31日(木) 

秩父宮記念体育館他 

藤沢市との協働事業。夏

休みの期間子どもたちに

安全、安心な居場所を提

供するとともに、各課の

専門性を生かした活動を

実施。 

小学校4年

～6年生 

35人 

20,000円 

(減額措置対

象者は 

7,000円) 
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青少年事業
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Ⅰ 事 業 総 括 

 青少年健全育成事業では、藤沢・辻堂青少年会館、少年の森、５児童館、１８地域子どもの家の青

少年施設を拠点として、地域、青少年団体、またボランティアの方々との連携・協力のもと、子ども

たちの自立性と社会参加への体験を支援するとともに、子育て中の保護者が交流できる機会提供とし

て、幼児や保護者を対象とした子育て支援事業を実施しました。 

 特に、令和５年度は新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行されたことにより、開館時間や

利用人数等の制限を撤廃し、コロナ禍前のように子どものための居場所や体験を提供することができ、

その結果、全施設において利用者は前年度より増加しました。 

 また、「みらい子どもフェスタin少年の森」、「青少年会館まつり」では、地域や青少年団体の協

力はもとより、各リーダースクールが企画・物品購入・調理等を行った手作り模擬店、障がい者就労

支援や民間業者のキッチンカー等による飲食の販売提供も４年ぶりに行うことができました。 

 「経営計画２０２４」の取組では、学習支援ボランティア等による長期休みの学習支援に加え、藤

沢市社会福祉協議会と連携のもと、子ども食堂を運営する企業より学習支援後にお弁当を提供しても

らい、子どもの生活支援の取組も行いました。また、藤沢青少年会館５階の第３談話室を、若者運営

委員会がコーディネートし、青少年が気軽に利用できる自習室としての運用を３月より開始し、学生

に学習の場を提供することができました。 

 少年の森では、「ナラ枯れ」被害により園内のコナラやクヌギ等が枯れ、倒木の危険があるものに

ついては伐採し、利用者の安全を確保しつつ、藤沢市内唯一の青少年野外活動施設として、自然豊か

な環境を守るため適切な間伐を行い、１００年後も愛される森を目指して次代を担う子どもたちや地

域の方々と植樹会を実施しました。 

 青少年の自立と社会参加を支援する体験活動として、本市の歴史を学びながらお寺での宿泊体験を

する「ふじさわ文化体験事業～遊行寺に泊まろう～」、自然の中で多様な体験を行う「自然体験活動

事業～わくわく大自然～」、地理的特性を活かした「ヨット教室」、「海とあそぼう」を実施するこ

とができました。なお、これら事業においては、就学援助世帯について参加費の２／３を減額し、幅

広く体験活動の機会提供を行いました。 

 令和５年度は、３年間の指定管理期間の初年度であり、新規提案である各取組も始動しました。児

童館では、藤沢市の施策である「藤沢市子どもの居場所づくり推進計画」を踏まえ、「ランドセル来

館の実施」を新規提案し、学校から直接ランドセルを持ったまま安全・安心な児童館で過ごすことが

できるよう、令和７年度の全５館実施に向け、藤沢市との検討・調整を行いました。また、少年の森

では、芸術文化事業課と連携して「森の音楽会」の開催や、７月・８月のキャンプ期間に合わせて、

休園日である毎月曜日を開園するとともに閉園時間の延長等、新規事業を展開し施設利用の促進に努

めた結果、昭和５５年の開園以降、最多の年間来園者数になりました。 

 今後、こども家庭庁が打ち出している「こどもまんなか社会」の実現に向け、地域や青少年団体、

ボランティアと連携しながら学校や家庭とは違う環境での経験を通して、子どもたちにとって安全・

安心な居場所として、また子どもたちの「社会性」、「協調性」、自己肯定感を持った活力ある「生

きる力」を育む施設としての役割を果たしてまいります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【青少年の健全な育成を目的とする事業(定款第4条第1項第1号)】 

１ 青少年健全育成活動の展開と基盤・環境づくりの推進 

(1) 青少年の多文化理解・共生への支援

事 業 名 内 容 

青少年国際化

推進事業 

【成果】 

 令和5年度は実行委員会が中心となって企画・運営を行い、全4イベントを実

施した。新型コロナの5類移行の影響もあり、参加者も少しずつ戻り、「ホーム

パーティ」では定員を超えるほどの申し込みがあった。また、令和4年度に続き、

令和5年度も「多文化共生ワークショップ～デジタル・ストーリーテリング～」

において、慶應義塾大学白頭研究室と連携し、本事業の可能性を広げることがで

きた。 

＊委託先 青少年国際化推進事業実行委員会 

＊協働先 慶應義塾大学白頭研究室 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

多文化共生ワークショッ

プ 

～デジタル・ストーリー

テリング～ 

①R5年7月23日(日) 

慶應義塾大学湘南藤沢キ

ャンパス(SFC) 

②R6年2月3日(土) 

藤沢青少年会館 

DST(デジタル・ストーリーテリン

グ)上映会と対話会。参加者それぞ

れの経験や想いを語り合い、多文化

共生について考えた。 

① 11人

② 8人

第20回ふじさわ国際交

流フェスティバル 

R5年10月29日(日) 

藤沢駅北口サンパール広

場 

青少年国際化推進事業実行委員会

の活動の紹介を行った。ポップコー

ンの出店も行い、実行委員会の活動

を知ってもらうきっかけを作った。 

7人 
(外国人2人) 

ホームパーティ 

R5年12月17日(日) 

藤沢青少年会館 

文化や歴史に関するクイズや、外国

のお菓子等を飲食しながらのホー

ムパーティ形式で交流を深めた。 

21人 

(外国人4人) 
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(2) 青少年の自立と社会参加を支援する体験活動の推進

事 業 名 内 容 

小学生リーダ

ースクール 

【成果】 

 小学生が仲間とともに協働することを通じて、協調性や自主性、社会性などリ

ーダーとして必要な要素を学ぶことを目的に活動を行った。グループワークやキ

ャンプなどの野外活動を行う中で、協調性や自主性が育まれた。特に中高生リー

ダースクールと合同で開催したキャンプでは、中・高校生と一緒に行動したこと

により、協調性と大きな達成感を得ることができた。 

 なお、参加者の指導、見守りについては、藤沢市青少年活動リーダーバンクか

らボランティアスタッフを派遣してもらうことで、ボランティアとの協働による

事業運営を行うことができた。 

＊協力 藤沢市青少年活動リーダーバンク 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R5年6月 4日(日)～ 

R6年3月17日(日) 

藤沢青少年会館他 

オリエンテーション 

ウォークラリー 

小中高合同キャンプ 

秋の祭典 

修了式 

等 

小学校 

5、6年生 

30人 

3,000円 

育成指導者研

修 

【成果】 

 地域における青少年の育成活動を推進するために、青少年団体の育成者・指導

者を対象とした研修会を実施し、各地域で中心的に活動できる人材の育成を行っ

た。 

＊委託先 藤沢市子ども会連絡協議会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R5年6月17日(土) 

藤沢商工会館 

全員協議会・育成者研修 

「子ども会を楽しむ 

レクリエーション」 

52人 

(スタッフ含む) 

R5年12月3日(日) 

秩父宮記念体育館 

育成者研修 

「親子で遊ぶバルーン教室」 

25名 

(スタッフ含む) 

R6年2月24日(土) 

藤沢商工会館 

育成者研修 

「はじめましてレクをやって

みよう」 

58人 

(スタッフ含む) 
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事 業 名 内 容 

中学生・高校生

リーダースク

ール

【成果】 

(中学生) 

 参加者については、定員(25 人)を超える 45 人の応募があったため、職員間で

調整した結果、定員枠を広げ 30 人で実施した。活動時期については、計画どお

り6月から通年での開催とした。活動内容は、足柄ふれあいの村デイキャンプや

秋の祭典での出店等、様々な活動・体験を通じて人と人の繋がりを大切にすると

ともに、自主性・主体性を学ぶ場を提供できた。 

(高校生) 

 参加者については、定員(25人)で募集したが、定員以上の応募があり職員間で

調整した結果、31人で実施した。活動内容については、小中高合同キャンプ、秋

の祭典参加、マラソンボランティアなど事業内容の企画から当日の実施・ふりか

えりまで行い、責任感や自主性等を育むことができた。 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

中学生 

R5年6月11日(日)～ 

R6年3月17日(日) 

藤沢青少年会館他 

高校生 

R5年6月18日(日)～ 

R6年3月20日(水祝) 

藤沢青少年会館他 

オリエンテーション(中・高) 

小中高合同キャンプ(中・高) 

秋の祭典(中・高) 

マラソンボランティア(高) 

少年の森デイキャンプ(中) 

中学生 

30人 

高校生 

31人 

中学生 

2,500円 

高校生 

3,000円 

海とあそぼう 【成果】 

 令和5年度はコロナ禍で中止していたカッターボートの漕艇体験を再開させる

プログラムとしたが、延期日も含めて荒天のため、事業は中止となった。これま

で同様に青少年団体と海上保安庁湘南海上保安署の協力をいただき、シーカヤッ

クの漕艇体験、磯の生物観察、海の安全教室を行う予定であった。申込みは定員

40人のところ148人と4倍近くであり、需要の高さがうかがえた。 

 藤沢の特徴である海を子どもたちが楽しみながら体験・学習ができる、貴重な

経験の場を提供するため、引き続き関連団体と連携して事業の継続を図る。 

＊協力 藤沢海洋少年団、藤沢市科学少年団、海上保安庁湘南海上保安署、 

青少年ボランティアステーション 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R5年7月1日(土) 

延期日７月15日(土) 

江の島湘南港周辺及び

江の島ヨットハウス 

(荒天のため中止) 

シーカヤック漕艇体験 

磯の生物観察 

海の安全教室 

小学校 

5、6年生 

48人 

(調整によ

り増員) 

1,500円 

(就学援助対

象者は500円) 
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事 業 名 内 容 

ヨットスクー

ル 

【成果】 

 実施場所は東京オリンピック 2020 セーリング大会会場となった江の島ヨット

ハーバーで、藤沢市ヨット協会と連携して中・高校生を対象に漕艇体験を行った。

市内に住む青少年にとっても地元を知る良い機会となり、ヨットの楽しさ、海の

危険性について学ぶなど、ヨットを通じた自然体験活動を行うことができた。本

事業は中・高生を対象とした数少ない事業であるため、藤沢の地理的特性を生か

しながら今後も継続していきたい。 

＊協力 藤沢市ヨット協会 

＊保護者の所得等による減額措置を実施：対象者2人 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R5年7月22日(土) 

江の島湘南港周辺 

海の安全教室 

ヨット漕艇体験 

中学生 

高校生 

11人 

3,000円 

(減額措置対

象者は 

1,000円) 

ふじさわ文化

体験事業 

～遊行寺に泊

まろう～ 

【成果】 

 藤沢宿の歴史を学ぶことで藤沢への愛着心を育むとともに、お寺での活動、宿

泊体験を通じて規律、社会性を学ぶことができた。また、当日初めて顔を合わせ

た者同士が、1泊2日の様々な活動を通して協調性を育むことができた。 

 応募については、定員36人に対し、161人の申し込みがあった。スタッフにつ

いては、ボランティアの4人に加え、班のリーダーとして、藤嶺学園藤沢中学校

の生徒6人が参加者と一緒に活動した。参加者だけでなく同校生徒にとっても、

貴重な経験を提供することができた。 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者7人 

＊委託先 ふじさわ文化体験事業実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R5年8月 18日(金)～ 

 19日(土) 

藤嶺学園藤沢中学校 

及び遊行寺、ふじさわ

宿交流館 

ふじさわの歴史を学ぶ 

お寺の生活体験 

茶道体験 

写経体験 

小学校 

4～6年生 

36人 

4,000円 

(就学援助対

象者は 

1,500円) 
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事 業 名 内 容 

自然体験活動

～わくわく大

自然～ 

【成果】 

 自然の中で発育段階に応じた多様な体験活動として「自然散策・キャンドルフ

ァイヤー・天文レクチャー・魚のつかみ取り・レクリエーション」など様々な体

験、活動を通じて他者と関わり、積極性や協調性を育むことができた。応募につ

いては、定員 40 人に対し 171 人の申し込みがあり、自然体験活動に関する関心

は非常に高かった。 

 当事業を開催するにあたり、ボランティアの 10 人に協力をいただき、事業の

企画・運営や班のリーダーとして、子どもたちと様々な形で活動し交流すること

ができた。 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者4人 

＊委託先 自然体験活動わくわく大自然実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R5年9月16日(土)～ 

17日(日)1泊2日 

星ふる学校「くまの木」 

栃木県塩谷郡塩谷町熊ノ

木802 

事前研修9月10日(日) 

事後研修10月1日(日) 

藤沢青少年会館 

仲間づくり 

レクリエーション 

様々な自然体験活動 

･自然散策 

･キャンドルファイヤ

ー 

･魚のつかみ取りなど 

小学校 

3、4年生 

40人 

8,500円 

(就学援助対

象者は3,000

円) 

子ども・若者 

自立支援事業 

【成果】 

 藤沢・辻堂青少年会館にコーディネーターを配置し、フリースペース等に遊び

に来る子どもたちの活動を見守るだけではなく、一緒に卓球などを行ないながら

コミュニケーションを深め、子どもたち同士の交流を促進できた。また、若者の

支援窓口である「ユースワークふじさわ」と連携し、コーディネーターを配置し

ている日に、自立を目指す若者をフリースペースサポーター(ボランティア)とし

て受け入れ、社会体験・就労体験等を通じた支援を行った。 

【フリースペースコーディネーター】 

  (藤沢青少年会館) 月12回    年間144日 

  (辻堂青少年会館) 基本週2回  年間 90日 

【フリースペースサポーター】(ユースワークからのボランティア) 

  (藤沢青少年会館) 

実施日等：午後3時から午後5時まで  8月から9月までの4日間 
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(3) 青少年の健やかな成長を支えるための環境整備

事 業 名 内 容 

青少年活動指

導者養成講座

(リーダースク

ール) 

【成果】 

 青少年に関わる指導者(リーダー)を養成するため、年間の講座を通じて必要な

知識や技術を習得すると同時に、様々な年代、職業の参加者同士がひとつのイベ

ントを創りあげることを通じて協力し、やり遂げる中で大きな達成感を感じ、今

後の活動に繋がる人間関係を築くことができた。また、全国体験活動指導者認定

委員会が発行する自然体験活動指導者(NEAL)リーダーの資格取得については、12

人が履修科目を全て受講し、資格を取得した。 

 本来は NEAL リーダー講習会との隔年開催のところ、新型コロナウイルス感染

症の影響により、平成31年度から令和4年度の4年間は短期開催が可能なNEAL

リーダー講習会の実施となったため、5年ぶりのリーダースクールであった。 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R5年9月12日(火)

～R6年2月9日(金) 

全7回 

(他 企画会議4回) 

藤沢青少年会館・ 

少年の森他 

① オリエンテーション

② チームビルディングを学ぶ

③ 子どもを守る救急法

④ 自然体験活動指導者

に必要なスキル

（NEAL認定試験）

⑤ レクリエーション技術を

学ぶ

⑥ 自主企画体験

⑦ 半年間のふりかえり

18歳以上

の方 

14人 

6,000円 

みらい子ども

フェスタ 

(青少年) 

【成果】 

 辻堂青少年会館のまんがまつりでは子ども実行委員会を組織し、実行委員の子

どもたちがアニメ上映会等のイベントを企画し、おまつりの運営に関わった。 

 みらい子どもフェスタ in 少年の森は、青少年団体及び青少年育成団体の代表

からなる実行委員会を組織し各団体が催しの企画をし実施した。 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

プレーパーク特別編 

①R5年4月29日(土祝) 

② 4月30日(日)

少年の森

学習水田場を使用して「どろん

こ」遊び、廃材を使ったクラフト、

棒パン焼き等、少年の森ならでは

の遊びを行った。 

プレーパーク 

① 602人

② 81人

②は雨天開催 

みらい子どもフェスタ 

in 少年の森 

R5年5月5日(金祝) 

少年の森 

青少年団体・青少年育成団体企画

の事業、参加団体共同による事業 

＊委託先 

みらい子どもフェスタin 

少年の森実行委員会 

2,561人 

まんがまつり 

R5年5月6日(土) 

辻堂青少年会館 

子ども実行委員が企画から運

営・片付けまでを担い、16ｍｍア

ニメ上映会、ゲームコーナー、N

ゲージ展示、似顔絵コーナー、工

作コーナー、チャリティバザー等

を行う。 

289人 
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事 業 名 内 容 

青少年団体・青

少年育成団体

交流事業 

【成果】 

 R6 年 2月 14 日(水)に青少年団体及び青少年育成団体による「犯罪はこんなと

ころから･･･ ～若者に関する幅広い犯罪(巧妙な手口)～」をテーマに研修会・グ

ループディスカッション及び情報交換を実施。内容は、最近の青少年が関係する

多様な犯罪(ＳＮＳ等により知らない間に加害者や被害者になり得ること)や全

国的な傾向から藤沢市内の現状を藤沢警察署生活安全課少年係の警察官よりご

講義いただいた。また、市内各団体(青少年団体、青少年育成団体)の指導者が一

堂に会し、情報交換することで、今後の各団体の活動の参考とすることができた。 

  実行委員会開催数：4回(研修会含まず) 

  研修会参加者数：17人 

青少年ボラン
ティアステー
ション

【成果】 

 市内在住、在学、在勤の15歳(高校生)から概ね30歳までの青少年にボランテ

ィア機会を提供するため、青少年ボランティア登録制度として、広く登録を周知

した。単発事業や宿泊事業等、様々な形式のボランティア活動の機会を提供する

ことができた。 

令和5年度登録者数  61人 

主な受け入れ事業 

  青少年国際化推進事業、自然体験活動事業、ふじさわ文化体験事業、 

  海とあそぼう、あそびスタジオ 等 

41



(4) 青少年施設の活用

事 業 名 内 容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(青少年会館) 

(少年の森) 

(児童館) 

【成果】 

 本財団が指定管理者として管理運営する青少年施設において、それぞれの施設

の設置目的や地域の特性に沿った社会参加活動事業、自然体験活動事業及び子育

て支援事業等を実施した。 

① 青少年会館

【藤沢青少年会館】 

【辻堂青少年会館】 

② 少年の森

③ 児童館

【大鋸児童館】 

【辻堂児童館】 

【鵠洋児童館】 

事業名 延べ参加者数 

あそびスタジオ・こども体験クラブ 他 

全23事業 
13,001人 

事業名 延べ参加者数 

LGBTQ～自分を大切にする生き方～他 

全72事業(うち1事業中止) 
14,551人 

事業名 延べ参加者数 

親子キャンプ塾 他  

全 45事業(うち2事業中止) 
7,392人 

事業名 延べ参加者数 

ぎりっこ星まつり 他 

全16事業 
2,664人 

事業名 延べ参加者数 

つじリーチ 他 

全12事業 
3,406人 

事業名 延べ参加者数 

入学進級おめでとうウィーク 他 

全12事業 
4,512人 
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事 業 名 内 容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(児童館) 

(地域子どもの

家) 

【辻堂砂山児童館】 

【石川児童館】 

④ 地域子どもの家

【湘南台子どもの家】 

【片瀬子どもの家】 

【羽鳥子どもの家】 

【中里子どもの家】 

【藤沢子どもの家】 

【鵠沼子どもの家】 

事業名 延べ参加者数 

あいのたねプロジェクト 他 

全11事業 
5,136人 

事業名 延べ参加者数 

夏休みのお楽しみ＊音楽会 他 

全15事業 
2,422人 

事業名 延べ参加者数 

丸太小屋まつり 他 

全5事業 
1,345人 

事業名 延べ参加者数 

片瀬こどもらんどまつり 他 

全9事業 
615人 

事業名 延べ参加者数 

はとりんぼ大会 他 

全7事業 
573人 

事業名 延べ参加者数 

ギネス大会 他 

全8事業 
1,341人 

事業名 延べ参加者数 

Fプレイスまつり 他 

全8事業 
1,800人 

事業名 延べ参加者数 

鵠っ子まつり 他 

全4事業 
461人 
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事 業 名 内 容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(地域子どもの

家) 

【大越子どもの家】 

【大庭子どもの家】 

【六会子どもの家】 

【長後子どもの家】 

【鵠南子どもの家】 

【八松子どもの家】 

【本町子どもの家】 

【秋葉台子どもの家】 

【高谷子どもの家】 

事業名 延べ参加者数 

ギネスチャレンジ大会 他 

全7事業 
454人 

事業名 延べ参加者数 

子どもの家まつり 他 

全6事業 
474人 

事業名 延べ参加者数 

子どもの家まつり 他 

全7事業 
360人 

事業名 延べ参加者数 

わんぱく城まつり 他 

全5事業 
418人 

事業名 延べ参加者数 

七夕まつり 他 

全5事業 
474人 

事業名 延べ参加者数 

クリスマス会 他 

全4事業 
340人 

事業名 延べ参加者数 

季節のクラフト工作キット配布 他 

全6事業 
421人 

事業名 延べ参加者数 

ちびパラまつり 他 

全5事業 
575人 

事業名 延べ参加者数 

ゆうゆうランドまつり 他 

全8事業 
583人 
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事 業 名 内 容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(地域子どもの

家) 

【俣野子どもの家】 

【村岡子どもの家】 

【大道子どもの家】 

事業名 延べ参加者数 

お楽しみ会 他 

全8事業 
546人 

事業名 延べ参加者数 

のびランまつり 他 

全8事業 
507人 

事業名 延べ参加者数 

わくわくランドまつり 他 

全8事業 
1,887人 
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2 青少年施設の管理運営 

(1) 指定管理施設(青少年施設)管理運営

事 業 名 内 容 

藤沢市青少年

会館管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 青少年健全育成の市内での中心的な施設として、体験活動を始めとする多種多

様な事業を展開し、体験の機会を提供した。また、より多くの青少年が居場所と

して利用できるよう、当日団体利用の無い部屋の貸出し等を行った。 

① 令和5年度の主な取組内容

取組 取組内容 

中学生の居場所づくり 

居場所コーディネーターを週に2～3回配置、指
導員が毎日定期的に声掛けを行い、安心できる
雰囲気づくりと子どもたち同士の交流の促進を
図った。 

若者運営委員会の開催 

7月～3月までに計6回実施。高校生と大学生で
構成され、「青少年が学習しやすい環境」につ
いて協議した。実際に藤沢青少年会館の自習室
に関する運用のコーディネートを図った。 

もったいないネット 
～食品ロスZero～ 

小・中学生が、主体的なアクションとしてフー
ドロスや貧困に取り組む「もったいない」を合
言葉にした賞味期限が近い食料品を子育て世代
家庭への無料配布を実施した。 

学習支援事業 

夏休み・冬休みの長期休業期間に自習室開放を
行い青少年に勉強できる場を提供。また、新た
に第3談話室を活用し、学習できる環境(プリン
ター・Wi-Fi設置、コンセント追加)を整えた。 

子どもの生活支援への
取組 

藤沢市社会福祉協議会、子ども食堂を運営する
企業と連携し、食事の提供を加えた宿題応援事
業を実施。さらに夏休み期間の学習・生活習慣
の継続的な習慣化を図った。 

② 利用者総数

■ 藤沢青少年会館 32,761人(令和4年度27,530人) 

区 分 人 数 区 分 人 数 区 分 人 数 

個
人
・
団
体
別 

個 人 6,456人 
居
住
別 

市 内 30,113人 

階
層
別 

大学生 704人 

市 外 2,648人 勤労青少年 564人 

団 体 26,305人 
階
層
別 

小学生 7,500人 指導者 2,122人 

中学生 2,746人 その他
(一般含む) 16,663人 

高校生 2,462人 

■ 辻堂青少年会館 18,141人(令和4年度14,216人) 

区 分 人 数 区 分 人 数 区 分 人 数 

個
人
・
団
体
別 

個 人 7,218人 
居
住
別 

市 内 16,488人 

階
層
別 

大学生 137人 

市 外 1,653人 勤労青少年 61人 

団 体 10,923人 
階
層
別 

小学生 7,485人 指導者 1,000人 

中学生 3,394人 その他 
(一般含む) 5,561人 

高校生 503人 
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事 業 名 内 容 

藤沢市少年の

森管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 青少年団体や家族が野外活動を通して様々な体験活動ができる場や、青少年が

自然の中で自然体験や遊びができる居場所となるよう、藤沢市内唯一の野外活動

施設として、その役割を果たすべく施設運営を行った。また、青少年の健全育成

を推進するため、野外という環境を最大限に生かして青少年に体験活動の機会の

提供に努めた。 
 年々利用者が増加傾向にある中で、R5 年度は開園以降最多の利用者数であっ

た。中でも一般利用(家族)の人数が多くあった。少年の森の利用案内については

既存の財団 HP やブログの他に、新たに Instagram・X(旧 Twitter)でも情報発信

を行い、より多くの市民の方に利用していただけるよう呼びかけた。 

① 令和5年度の主な取組内容

取組 取組内容 

供用時間の拡大 
7月、8月のキャンプ期間に合わせて、閉園時間
を17時まで延長することにより、施設利用の促
進に努めることができた。 

都市緑化の推進 

少年の森の間伐を行い「森のよみがえらせ」を
目的に、「森の再生（植樹会）や森林体験学習、
木のおもちゃ作り(4回)、森のお仕事(3回)」な
ど様々な事業を実施し、森のサイクルを念頭に
都市緑化の推進に努めることができた。 

物品販売及びレンタル品
目等の充実 

物品販売では、新たに「マシュマロ（たき火で
使用）やカップ麺、お菓子など」の販売を見直
し品物を充実したことによって売上増に繋がっ
た。レンタルについては、一定数のニーズはあ
ったが目標を達成するまでには至らなかった。
引き続き、周知して利用促進に繋げたい。 

新規事業への取組 

①遠藤笹久保谷公園 開園1周年記念祭へブース
参加、②スケールメリットを生かした他事業課
との連携、③少年の森写真展をゴールデンウィ
ークと冬に開催、④フリースクール及び青空保
育と物づくりの実施、⑤植樹会、⑥森林体験学
習など様々な事業を開催し多くの方に参加して
いただいた。また、関係団体とも連携を図るこ
とができた。 

② 利用者総数 70,651人(令和4年度67,577人) 

ﾃﾞｲｷｬﾝﾌﾟ キャンプ 一般利用 多目的広場 宿泊研修施設 主催事業 

4,191人 414人 38,612人 18,469人 1,573人 7,392人 
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事 業 名 内 容 

藤沢市立児童

館管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 児童館では、児童福祉法に基づく児童厚生施設としての役割に基づく事業や地

域の方々と協働・連携し、子どもたちの遊びの場や子育て支援の活動などの事業

展開を行った。 

 令和5年度については、計画していた事業はほぼ実施することができた。利用

者総数については新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行したため増加傾

向となった。 

① 令和5年度の主な取組内容

取組 内容 

新規事業への取組 
時代や地域のニーズを考慮した新しい事業

展開を令和6年度に向けて検討した。 

ランドセル来館の実施 

放課後の居場所を必要としている子ども

が、学校から直接児童館に来て過ごすこと

ができるようにするため、令和6年度の2

館試行に向けて実施方法の検討・調整を藤

沢市と行った。 

施設内での飲食の実施 

子どもの孤食等の対策として、夏休み期間

の平日 12 時から 13 時までの間で昼食を食

べる機会を提供した。5館合計257人。 

学習支援事業 

地域ボランティアの協力のもと、学校の宿

題などに対する子どもの学習支援を実施し

た。 

② 利用者総数 140,981人(令和4年度 133,069人) 

■ 大鋸児童館  22,322人(令和4年度 20,715人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

817 

人 

12,035

人 

5,153

人 

2,891

人 

61 

人 

1,365 

人 

7,290

人 

15,032 

人 

22,322 

人 

■ 辻堂児童館 36,842人(令和4年度 33,108人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

4,042

人 

17,774

人 

7,542

人 

1,326

人 

214 

人 

5,944 

人 

18,886

人 

17,956

人 

36,842

人 
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事 業 名 内 容 

藤沢市立児童

館管理運営 

(指定管理者) 

■ 鵠洋児童館 26,465人(令和4年度 20,450人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,556

人 

11,390

人 

6,063

人 

809 

人 

234 

人 

4,413 

人 

14,705

人 

11,760 

人 

26,465 

人 

■ 辻堂砂山児童館 33,675人(令和4年度 32,766人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

4,567 

人 

15,295

人 

5,717

人 

2,281 

人 

265 

人 

5,550

人 

18,582

人 

15,093

人 

33,675 

人 

■ 石川児童館 21,677人(令和4年度 26,030人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,492 

人 

7,051

人 

5,312

人 

1,733 

人 

411 

人 

3,678 

人 

14,928

人 

6,749 

人 

21,677

人 
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事 業 名 内 容 

藤沢市地域子

どもの家管理

運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 地域子どもの家は、「地域市民との協働による管理運営」、「地域の子どもは

地域で見守り育てる」を基本理念のもと、地域のボランティアである運営委員会

や見守る人と連携・協力し、子どもたちの安全・安心な遊びの拠点、居場所を提

供した。新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的に、利用時間・人数に制限を

設けての開所としたが、新型コロナウイルス感染症が5類感染症へ移行したこと

もあり、令和4年度よりも利用者数は増加した。 

① 令和5年度の主な取組内容

取組 取組内容 

ホームページのコンテ
ンツの充実及び「見守
る人」募集での活用 

「見守る人」の募集をホームページ上で周知した
ことで、応募があり採用した。 

施設内での飲食 

小学校の長期休暇期間において、片瀬、中里、鵠
沼、大越、大庭、村岡の各子どもの家において、
普段は禁止されている利用者の館内飲食を試行し
た。 

支援を必要とする子ど
もたちの理解と連携強
化 

障がい、児童虐待等に関する関係団体と連携し、
子どもの家関係者へ障がい者対応、児童虐待に関
する理解普及に努めた。 

② 利用者総数 239,985人(令和4年度185,831人)

施設名 湘南台 片 瀬 羽 鳥 中 里 藤 沢 鵠 沼 

人 数 14,702人 13,169人 11,410人 13,788人 27,126人 15,751人 

施設名 大 越 大 庭 六 会 長 後 鵠 南 八 松 

人 数 6,690人 9,871人 10,022人 12,766人 11,392人 11,832人 

施設名 本 町 秋葉台 高 谷 俣 野 村 岡 大 道 

人 数 10,595人 5,259人 13,881人 10,344人 16,288人 25,099人 

施設名 合 計 

人 数 239,985人 
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(2) SL広場管理運営

事 業 名 内 容 

SL広場管理運

営 

【成果】 

 SL 広場では蒸気機関車として走っていた SL「しおかぜ号」の屋外展示の他、

毎月ミニSL運転会を開催し、多くの子どもたちがSLを通して普段は体験するこ

とができない機会を提供することができた。 

 SLまつりではSL「しおかぜ号」の運転室開放やミニSL乗車体験を計画してい

たが、雨天により中止とした。 

① ミニSL運転会の開催

② SLまつりの開催

実施日 内 容 延べ参加者数 

通年(原則毎月1回) 

SL広場 
ミニSL・ミニ鉄道の乗車会 11，031人 

実施日 内 容 延べ参加者数 

R5年10月9日(月祝) 

ミニSL・ミニ鉄道の乗車会 

SL「しおかぜ号」運転室開放 

(午前10時～午後4時) 

0人 

※雨天により中止 

(３) 少年の森宿泊研修施設管理運営

事 業 名 内 容 

藤沢市少年の

森宿泊研修施

設管理運営 

 少年の森での宿泊を伴う青少年の自然体験活動、青少年指導者等の研修のた
め、本財団が所有する宿泊研修施設「かわせみハウス」の管理運営を行った。ま
た通年での利用者促進を図るため、利用者が減少する冬期には、小学生を対象と
したキャンプも実施した。 
 また、施設内の研修ホールを宿泊だけではなく、青少年の活動や研修等で活用
した。 

利用者総数   1,573人(令和4年度1,380人) 

団体数 幼 児 小学生 中学生 高校生 おとな 合 計 

95団体 166人 577人 74人 29人 727人 1,573人 

【施設概要】 

建物 木造 2 階建 

施設内容 研修ホール、シャワールーム、宿泊室 定員 40 人 

利用対象 18 歳以下の方で 10 人以上の団体やグループ 要指導者引率 

青少年健全育成を目的に研修を行う 10 人以上の団体やグループ 
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3 その他 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

(1) 青少年施設での自動販売機設置・物品販売事業

事 業 名 内 容 

自動販売機で

の清涼飲料水

等販売 

【成果】 

 藤沢・辻堂青少年会館、藤沢市少年の森、藤沢市立児童館(大鋸、辻堂、辻堂

砂山、石川)、藤沢市地域子どもの家(湘南台、鵠南、中里、村岡、片瀬、羽鳥、

大庭、長後、秋葉台)において、自動販売機での清涼飲料水等を販売し、施設利

用者へのサービス向上を図った。また、自動販売機業者から販売手数料を徴収し、

事業利益の一部は指定管理事業をはじめとする公益目的事業の実施にかかる費

用に充当し、その充実を図った。 

施設名 手数料収入額 自動販売機台数 

藤沢青少年会館 229,770円 2台 

辻堂青少年会館 143,004円 1台 

藤沢市少年の森 763,928円 4台 

藤沢市立児童館 230,223円 4台 

藤沢市地域子どもの家 946,593円 9台 

合 計 2,313,518円 20台 

レジャー用品

のレンタル

【成果】 

 手ぶらで来ても楽しんでもらえるよう、ワンタッチテントやレジャーシートを

はじめとする、レジャー用品等をレンタルし、利用者へのサービス向上を図った。 

施設名 区分 収入額 

少年の森 レンタル料 7,200円 

事 業 名 内 容 

広報・情報事業 【成果】 

 本財団のホームページにおいて、施設案内や事業の募集を随時更新し、情報提

供を行うことができた。SNSの活用については、藤沢市少年の森では、ブログ 

「もーりーブログ」・X(旧Twitter)・Instagram、青少年会館では、X(旧Twitter

「ふじさわみらいユース」)を活用し、施設や事業の情報をタイムリーに発信す

ることで、施設利用者や事業参加者の利便性の向上に努めた。 

 また、青少年会館と少年の森で実施する事業の情報を直接配信することができ

るLINE公式アカウント「ふじさわみらいユース」では約520人の登録者に対し、

事業開催の情報提供を行った。 
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事 業 名 内 容 

キャンプ活動

用消耗品等物

品販売

【成果】 

 藤沢市少年の森において、キャンプ活動に必要な消耗品等や野外炊事で使用す

る薪を販売し、施設利用者へのサービス向上を図るとともに、販売業者から販売

手数料を徴収した。 

施設名 区分 収入額 

藤沢市少年の森 

物品販売手数料 34,780円 

リネン手数料 18,053円 

合 計 52,833円 
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2 その他市受託事業 

(1) 藤沢市から受託する青少年健全育成事業

事 業 名 内 容 

藤沢市はたち

のつどい記念

事業 

【成果】 

 はたちのつどい実行委員会を設置し、実行委員 6 名が 6 月から月 1～2 回程度

集まり、第二部記念事業の企画や出演団体の調整、案内状の作成、SNS(X(旧

Twitter)、Instagram)での情報発信や当日パンフレットの作成等を行った。 

 新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行したことにより、令和5年度は

1 回開催とした。また当日参加できない方を対象に式典の様子をオンライン配信

した。 

＊委託先 2024年藤沢市はたちのつどい実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R6年1月8日(月祝) 

藤沢市民会館大ホー

ル他 

はたちを祝う集いを開催し、式典と記念

事業の実施 
2,485人 

親子ふれあい

コンサート 

【成果】 

 名曲を通して青少年の情操と共感する心を養うとともに、親子・異年齢の青少

年のふれあいの場を提供することを目的に実施した。 

 新型コロナウイルス感染症の影響による会場の収容人数の制限は撤廃された

が、参加者が外で並ぶ時間等を考慮し、事前申込制にしたところ、定員を大きく

超える1,844人の応募があった。また、子ども達がステージに上がって合唱する

ことは引き続き見送ったが、客席で体を動かし、声を出すことは再開し、コロナ

禍前のように体全体で音楽を楽しむ親子の姿を見ることができた。 

＊企画・運営 第25回藤沢市親子ふれあいコンサート実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R5年12月10日(日) 

藤沢市民会館大ホー

ル 

親子で楽しめる唱歌や器楽のコンサ

ート 
817人 

青少年体験学

習事業 

【成果】 

 委託先である青少年体験学習事業実行委員会の都合により、令和5年度は未実

施となった。 

＊委託先 青少年体験学習事業実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数

未実施 
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放課後児童健全育成事業
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Ⅰ 事 業 総 括 

 令和５年５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行され、市内５５施設の児童クラブは、

以前の日常に近い運営を取り戻しつつ、放課後の子どもたちの居場所づくりに取り組んできました。

子どもたちが楽しく生活できる居場所として、安全や快適性にも配慮した環境整備を進め、保護者が

より安心を得られるよう努めてきました。 

 令和５年度の入所業務においては、同一小学校区内での入所可否にかかわる公平性を目指し、令和

４年度入所対象者から鵠沼小学校区で試行している「隣接児童クラブ一括判定方式」を富士見台小学

校区のうさぎ・菜の花児童クラブ及び、鵠南小学校区のよつば・クローバー児童クラブに導入し、入

所順位付けの整理を行いました。併せて、うさぎ・菜の花児童クラブにおいては、隣接している施設

でありながら、ここ数年児童数の偏りが大きかったことから、住所区割りの見直しを行い、児童数の

平均化を図かりました。また、入所申込の電子申請を昨年度の継続入所者に続き、新規入所者につい

ても導入し、ＩＣＴの積極的活用により利用者の利便性向上と、職員の受付業務の効率化を図ること

ができました。今後も引き続き利便向上と業務の効率化に向けてＩＣＴの活用に取り組んでまいりま

す。 

 組織体制としては、エリアマネージャーを中心に各児童クラブへ積極的にフォローアップを行うこ

とで、クラブ長や非常勤職員がやりがいを持って業務に取り組み、子どもや保護者により良い支援が

できるよう人材育成に取り組みました。また、ブロック長がブロック内へのサポート体制を強化する

ため、エリアをこれまでの６ブロックから９ブロックへ細分化することやブロックミーティングや児

童クラブ運営会議など会議形態の見直しを検討するなど、令和６年度実践に向けて計画を図りました。 

 全体事業は「コロナ禍」を経て様々に変化したものの、新たな形式や手法へ積極的に取り組むこと

ができました。児童クラブ集会では、児童クラブ出身の若者が通所当時の体験や卒業後のクラブとの

繋がりについて振り返り、児童クラブの在り方を再認識することができました。また、「地域連携」

をテーマにしたパネルディスカッションでは、小学校の校長先生が児童クラブと連携した当時の事例

を紹介していただき議論を行うなど、有意義な時間となりました。当日は、会場にお越しいただけな

い方にも様子が分かるように、動画共有サイトで限定ライブ配信を行いました。 

 「オープンエア・コミュニティ」と題した児童クラブ交流会は２年目を迎え、神台公園と湘南台公

園を使用し、各日２，０００人を超える関係者、一般の来場者のもと盛大に実施することができまし

た。各児童クラブの子どもたちが趣向を凝らしたゲームや工作を用意、出店したほか、他事業課の出

店協力も得ることができ、財団としてのスケールメリットを生かすことができました。 

 自主事業の自然体験活動では、これまでと同様に子どもたちが自然に触れ親しむことを重視し、自

然との関わりを通して得た発見が感性を育み、日常生活をさらに豊かに感じられるように実施しまし

た。表現活動では、児童クラブ内のみならず、湘南台駅地下アートスクエアや藤沢駅北口ペデストリ

アンデッキ（サンパール広場）において、計１１クラブがけん玉やコマ、縄跳びや歌などの発表を行

い、保護者だけでなく、一般市民の方にも本財団の児童クラブの取り組みを知っていただく、良い機

会となりました。 

 このように、児童クラブでは様々な活動を実施していくとともに、引き続き子どもたちの誰もが、

安全で安心できる放課後児童クラブとなるように取り組んでまいります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【青少年の健全な育成を目的とする事業(定款第4条第1項第1号)】 

１ 放課後児童健全育成事業 

(1) 児童クラブの管理運営

事 業 名 内 容 

児童クラブの

管理運営 

【成果】 

 保護者が就労等の理由により、放課後等に家庭にいない児童のために、適切な

遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成を図るため、保護者や地域住民の積

極的な協力得て、児童クラブの管理運営を行った。 

 また、ICT の活用として、新規入所申請の電子化を導入し、24時間、個人の端

末で入所申請が可能となったことで、利用者の利便向上と事務処理の効率化が図

られた。 

① 対象

小学生1年生から6年生までの放課後児童

② 開設時間

区 分 開 設 時 間 

通常授業時(月曜日～金曜日) 午後0時30分から午後7時まで 

短縮授業時 午前10時30分から午後7時まで 

土曜日及び学級閉鎖時 

午前8時から午後7時まで 学校長期休業日(土曜日含む) 

学校行事等振替休日 

※午後6時から午後7時までは延長利用の申し込みが必要(別料金)

③ 活動内容

・児童の安全と健康を守り、豊かな心を育てる。

・遊びを通して自主性・社会性・協調性を培う。

・生活の場を提供し、生活習慣を身につける。

・家庭との日常的な連絡、情報交換を行う。

・地域活動への参加等、地域の特性を生かした活動を行う。

・その他、児童の健全な育成を助ける活動を行う。

④ 入所児童数 (単位：人) 

施設名 
期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 施設名 

期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 

どろんこ 70 62 -8 はすいけ 70 56 -14

風の子 62 52 -10 おおぞら 60 60 0 

杉の子 46 41 -5 なかさと 50 44 -6

竹の子 45 45 0 つばめ 51 51 0 

チンチロ 60 50 -10 はやぶさ 65 57 -8

芝の子 25 23 -2 いるか 75 66 -9

どんぐり 53 42 -11 てんとう虫 48 42 -6

コロリン 44 43 -1 麦の子 60 54 -6
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事 業 名 内 容 

児童クラブの

管理運営 

⑤ ICTの活用

新規入所電子申請導入

施設名 
期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 施設名 

期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 

浜 見 45 26 -19 はばたき 60 50 -10

わんぱく 38 28 -10 そよかぜ 60 60 0 

うさぎ 75 75 0 すまいる 70 60 -10

ありんこ 54 37 -17 やまびこ 57 50 -7

ひまわり 70 61 -9 かがやき 70 63 -7

つばさ 53 53 0 ひだまり 64 46 -18

ちびっこ 48 46 -2 こぐま 60 49 -11

なかよし 54 44 -10 キラリン 60 52 -8

さくらんぼ 65 57 -8 菜の花 70 58 -12

かもめ 38 38 0 虹の子 48 45 -3

ごしょみ 55 49 -6 かわせみ 60 56 -4

いちょう 56 49 -7 第2どろんこ 45 45 0 

小 羊 60 52 -8 あさがお 69 62 -7

めだか 60 45 -15 ほしのこ 34 27 -7

たんぽぽ 56 46 -10 海の子 60 55 -5

たいよう 60 58 -2 コスモス 60 53 -7

よつば 56 45 -11 森の子 53 47 -6

さわやか 70 57 -13 クローバー 54 53 -1

ぽてんこ 62 48 -14 はちみつ 48 40 -8

みつばち 48 33 -15 合計 3,109 2,706 -403

児童クラブ施

設 

【成果】 

 藤沢市放課後児童クラブ整備計画により、次の施設において、開設、閉鎖等を

行った。 

① 施設の開設

はちみつ児童クラブ(石川)

② 施設の閉鎖

竹の子児童クラブ(八松)

③ 移設及び、移管に伴う原状復帰工事

かめの子児童クラブ(亀井野)
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事 業 名 内 容 

児童クラブ施

設 

施設所在地・設置小学校区 

施設名 所在地 
設置 

小学校区 
施設名 所在地 

設置 

小学校区 

どろんこ 鵠沼桜が岡3-16-9 鵠 洋 はすいけ 鵠沼藤が谷4-16-3 鵠 洋 

風の子 辻堂西海岸2-1-14 高 砂 おおぞら 湘南台2-13-8-4F 六 会 

杉の子 大庭8323-5,6 善 行 なかさと 宮原3557-1 中 里 

竹の子 辻堂元町1-9-16 八 松 つばめ 川名256-13-202 新 林 

チンチロ 藤が岡2-3-5-2F 大 道 はやぶさ 湘南台6-5-18 湘南台 

芝の子 羽鳥4-10-7 明 治 いるか 片瀬5-18-18 片 瀬 

どんぐり 片瀬5-14-4 片 瀬 てんとう虫 遠藤641-3 滝の沢

コロリン 弥勒寺1-15-16 村 岡 麦の子 羽鳥1-1-70 明治・羽鳥

浜 見 辻堂西海岸2-1-14 浜 見 はばたき 辻堂東海岸2-6-18 辻 堂 

わんぱく 大鋸976 大 鋸 そよかぜ 亀井野865-3 天神・六会

うさぎ 下土棚524-1 富士見台 すまいる 長後707 長 後

ありんこ 遠藤641-3 滝の沢 やまびこ 大鋸976 大 鋸 

ひまわり 湘南台5-29-3-1F 湘南台 かがやき 本町1-12-7-4F 藤 沢 

つばさ 辻堂東海岸2-6-18 辻 堂 ひだまり 本鵠沼2-4-27 鵠 沼 

ちびっこ 石川646-9 駒 寄 こぐま 羽鳥3-17-16-2F 羽 鳥 

なかよし 西俣野2665-1 俣 野 キラリン 弥勒寺1-12-15 村 岡 

さくらんぼ 高倉2259-4 長 後 菜の花 下土棚524-1 富士見台

かもめ 川名181-25 新 林 虹の子 大庭8323-5,6 善 行 

ごしょみ 宮原3557-5 御所見 かわせみ 朝日町3-3 大 道 

いちょう 遠藤3096-2 秋葉台 第2どろんこ 鵠沼松が岡5-9-4 鵠 洋 

小 羊 羽鳥4-5-28 羽 鳥 あさがお 湘南台5-29-3-2F 湘南台 

めだか 白旗1-4-11 大清水 ほしのこ 石川646-8 駒 寄 

たんぽぽ 大庭5062-1 小 糸 海の子 辻堂6-16-9-1F 高 砂 

たいよう 亀井野495 六 会 コスモス 遠藤3096-2 秋葉台 

よつば 鵠沼海岸4-7-34-2F 鵠 南 森の子 羽鳥3-17-16-1F 明治・羽鳥

さわやか 本町1-9-1 藤 沢 クローバー 鵠沼海岸4-7-34-2F 鵠 南 

ぽてんこ 本鵠沼2-4-27 鵠 沼 はちみつ 遠藤2023-17-1F 石 川 

みつばち 石川1-1-21 石 川 

59



事 業 名 内 容 

全体事業 

児童クラブ集

会 

【成果】 

 「子どもが真ん中 育てあい」をテーマに、保護者、運営委員、市内児童クラ

ブ運営事業者等、児童クラブに関わる人たちが、一堂に集い、パネルディスカッ

ションを実施。その様子をオンラインで同時配信も行った。パネルディスカッシ

ョン後は参加者が小グループに分かれて、活発な意見交換をすることで、課題の

共有を図ることができた。 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R5年6月24日(土) 

藤沢市民会館 

【第一部】パネルディスカッション 

「わたしにとっての児童クラブ」 

登壇者：児童クラブ出身の若者たち 

【第二部】パネルディスカッション 

「児童クラブ活動報告～地域とともに～」 

登壇者：田中 香里 氏 

(善行小学校校長) 

立川 菜穂 

（杉の子児童クラブ前クラブ長） 

【第三部】意見交換会 

小グループに分かれて意見交換 

会場：78人 

動画視聴者

数：26人 

全体事業 

児童クラブ交

流会 

【成果】 

 運動会形式の交流会から、「オープンエア・コミュニティ」と題した親子・地

域の交流事業という形式に変わって2年目となった。令和5年度も市内2カ所の

公園にて、各児童クラブが趣向を凝らしたゲームや工作を用意し、保護者やご家

族、地域の方々に楽しんでいただき、財団が運営する児童クラブの紹介と子ども

たちの様子をご覧いただくことができた。また、市内児童クラブ運営事業者にも

ご案内し、藤沢市の児童クラブとして交流を図った。 

 令和5年度開催後のアンケートで運営委員等から「児童クラブ集会」と名称が

区別しづらいとの意見も上がっており、ネーミングの変更を検討するなど、交流

という目的を意識して、更なる発展に向けて、今後も趣向を凝らしていく。 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R5年11月11日(土) 

湘南台公園 リズムけん玉の発表、ゲーム、

工作など 

2,661人 

R5年11月25日(土) 

神台（シークロス）公園 
2,380人 
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事 業 名 内 容 

全体事業 

広報活動 

【成果】 

 各児童クラブより、毎月保護者に向けて、日頃の児童の活動の様子や今後の予

定等をお知らせするために児童クラブだよりを発行した。 

 児童クラブの機関紙「みんなあつまれ」は、保護者だけでなく関係者にも配付

し、児童クラブで大切にしている思いや願いを伝え、児童クラブへの理解を図る

ことを目的に発行した。 

 ホームページではこれから入所する児童の保護者を含め、広く児童クラブの存

在や活動内容を知ってもらうために、児童クラブでの遊びや生活について特集を

行った。 

区分・発行時期 内 容 発行部数 

各児童クラブだより 

月1回以上 

児童の様子や行事についてお知らせ及び

報告等 

各児童クラ

ブの約

3,000世帯 

児童クラブ機関紙 

年3回 

(7月、12月、3月) 

「みんなあつまれ」 

第108号「発見！児童クラブの○○博士・

○○名人」

第109号「動画共有サービスの視聴につ

いて」 

第110号「子どもを取り巻く環境と遊び

～今と昔とこれからと～」 

配付先 保護者、理事、評議員、 

運営委員、小学校 他 

延べ

12,000部 

ホームページの更新 

児童クラブの紹介等 

 4月 児童クラブの一日を紹介 

 5月 児童クラブの入所歓迎会の様子 

 7月 児童クラブ集会の報告 

 9月 児童クラブの夏休み活動報告 

10月 児童クラブ交流会の告知 

12月 児童クラブ交流会の報告 

 3月 児童クラブまつりの報告 

児童クラブ入所申込の案内 

 9月 入所受付期間の案内 

10月 入所案内配付開始のご案内 

11月 一次入所受付の案内 

12月 二次入所受付の案内 

 1月 三次入所受付の案内 
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事 業 名 内 容 

自主事業 

自然体験活動 

【成果】 

 児童クラブごとに企画、実施。「地域にある資源とその価値の掘り起こしを行

う日常における活動」と「豊かな自然の中で子どもの好奇心をくすぐるような、

非日常における活動」を実施し、自然と親しむことで新たな発見や感性を育み、

豊かな成長を促すための取り組みを行うことができた。 

実施日・場所 内 容 

年間を通して、市内外

の各地で実施 

デイキャンプ、野外炊事、野菜や花の栽培、ネイチャー

ゲーム、ビーチクリーン、地引網、ウォークラリー、ワ

ークショップ、川遊びなど 

自主事業 

クラブまつり 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行されたことにより、ほぼ感染拡

大以前の状況に戻り、保護者と運営委員、地域の方々を招待して開催することが

できた。中止していた保護者会のブースも出店し始め、以前と変わらないまつり

の形が戻ってきた。 

 児童クラブ交流会と近い時期に開催する児童クラブが多数あり、慌ただしさは

あったものの、子どもたちは集中して準備や練習に取り組むことができた。 

実施日・場所 内 容 

R5年9月～ 

R6年1月 
ゲームや工作、生活発表 

自主事業 

クラブ間 

交流会等 

【成果】 

 近隣の児童クラブがいくつか集まって、スポーツ交流やけん玉交流などを行っ

た。(オンラインの行事も含む) 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R5年8月23日(水) 

秩父宮記念体育館 
サマースクール手打ち野球 

4児童クラブ 

160人 

R5年8月29日(火) 

各児童クラブ 
けん玉リモート交流（オンライン） 

10児童クラブ 

450人 

R6年1月5日(金) 

各児童クラブ 
フットベース、ドッジボール交流 

4児童クラブ 

100人 

R6年1月9日(火) 

羽鳥小学校 
明治・羽鳥学区交流 

5児童クラブ 

200人 

R6年2月3日(土) ① 

   2月4日(日) ② 

サンパール広場 

ストリートパフォーマンス 

① 5児童クラブ

220人

② 4児童クラブ

200人
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事 業 名 内 容 

その他 

自主事業 事業名 内 容 

入所歓迎会 

 2年生以上が計画、準備を進め、当日は児童クラブの
生活の中で培った、けん玉の技やダンスなどを披露し、
手作りのプレゼントを用意して、新しい仲間を歓迎し
た。 

遠足 

 公共交通機関を使って市内外へ出かけた。博物館や科
学館、プラネタリウム、防災センター、警察署などの見
学や、公園、スケート場、野外活動広場などで、さまざ
まな体験をするとともに、子どもたちが公共交通機関の
ルールやマナーを学ぶ機会となった。 

節目としての行事 

 子どもたちの児童クラブの生活がより豊かなものと
なることを目的に実施した。 
 体験を通して子どもたちが日本の伝統的な文化に触
れ、季節感を感じることのできる機会となった。 
七夕飾り、大掃除、節分豆まき、ひなまつり工作 等 

地域と交流する活動 

 昨年度に引き続き、地域から花の苗をいただいて育て
たり、畑を借りて野菜を育てたりするなど、自然体験活
動として新たな交流や連携の機会を得た。 
 地域の催しに参加したり、幼稚園や保育園を訪問して
けん玉を披露するなど、表現活動の機会として積極的に
取り組んだ。 

防  災 
事業名 実施日・場所 内 容 

防災防火訓練 

随時(年3回以上) 

各児童クラブ  

児童館と併設クラブは児童

館と合同開催 

 災害について学ぶ機会

とするとともに、災害が

発生した際に適切な行動

がとれるよう避難訓練を

行った。また、今年度は9

月に全児童クラブで一斉

に避難訓練を実施した。 

防災体験事業 

消防訓練 
各児童クラブ 

消火器の使い方や 119

番通報の仕方を学んだ。

(参加希望クラブ) 

防災体験事業 

起震車体験 
各児童クラブ 

地域ごとにまとまり、

年間を通して実施した。 
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事 業 名 内 容 

会  議 
会議名 内 容 

職 員 会 議 

 本課職員及び全クラブ長が、事業及び会議の報告
や本課からの事務連絡、課全体の予定の確認など情
報共有を図った。 
※4 月、9 月、1 月、3 月を対面、他をオンラインと
対面の併用で開催した。

ブ ロ ッ ク 長 会 議 

 管理職と本課児童支援担当、ブロック長により、
児童クラブにおける重要事項について協議するとと
もに、組織的な課題について検討した。 
原則 毎月2回開催 

ブ ロ ッ ク 会 議 
 市内55クラブを6つのブロックに分け、ブロック
長が中心となって、円滑な児童クラブ運営のための
意見交換と情報共有を図った。 

本 課 会 議 
 管理職と本課職員により、児童クラブにおける事
務執行上の課題や重要事項について検討した。 

クラブミーティング

 児童クラブごとに、活動や児童指導、保護者対応
等について検討するとともに、各種会議の報告をし
情報共有を図った。 
原則 毎月2回開催 その他必要に応じ随時開催。 

運 営 委 員 会 

 「地域の子どもは地域で見守り育てる」を基本に、自
治会長、民生委員、青少年指導員、学校長、保護者等の
方々で構成さる運営委員会にて、行事の計画や報告等を
行い、助言や活動への支援をいただいた。 
原則 年3回開催 

運 営 委 員 長 会 議 

 各児童クラブの運営委員長へ、児童クラブの事業や研
修、収支予算等について説明及び報告を行った。また、
藤沢市職員にも出席いただき、児童クラブ整備計画の説
明や各児童クラブの状況等を報告していだき、情報共有
を図った。 

保 護 者 懇 談 会 

 各児童クラブにて子どもたちの様子の報告や活動の
予定を説明し、保護者からの意見、感想などを「伝え、
聞く場」として開催した。 原則 年4回開催 
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【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

(1) 児童クラブにおける活動風景の写真販売等

事 業 名 内 容 

児童クラブに

おける写真販

売 

【成果】 

 児童クラブでの活動風景を撮影した写真を販売し、利用者へのサービス向上を

図るとともに、販売手数料を収入として財源確保に努めた。 

施設名 手数料収入額 

各児童クラブ 1,140,781円 

折込広告 【成果】 

 各児童クラブの在籍児童の保護者向けにチラシ配布を希望する業者を募集し、

利用者へクラブ以外の情報の提供を行うとともに、配布手数料を収益事業とし

て、財源確保に取り組んだ。 

施設名 手数料収入額 

児童クラブ事務局 142,864円 
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スポーツ事業
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Ⅰ 事 業 総 括 

 令和５年度は、新型コロナウイルス感染症による施設利用制限等を全て解除し、市民の方が以前の

ように活発にスポーツに親しみ、笑顔になっていただけるよう、藤沢市及び関係団体等と連携し、「藤

沢市スポーツ都市宣言」及び「藤沢市スポーツ推進計画２０２９」に基づいた施策に取り組みました。

また、市民一人ひとりが「いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも」スポーツを楽しめる環境づ

くりを推進し、スポーツ実施率及び施設利用者数の回復に努めました。 

 事業については、子どもから高齢者まで幅広い世代のニーズに応えられるよう、多種多様なスポー

ツ教室を実施し、市民の体力向上・健康増進を図りました。また、みらい子どもフェスタや地域感謝

祭等のお祭り的要素の高いイベントを実施し、スポーツに関心がない方にも施設に来ていただける工

夫をするとともに、藤沢市に活動基盤を置くプロスポーツチームと協働した教室事業や体験会などを

開催し、トップアスリートとの連携により、スポーツの魅力発信に努めました。 

 藤沢市が課題の一つとしている、学校プール集約化に伴う校外水泳授業については、施設の休館日

を利用し、秋葉台小学校の授業を秋葉台公園プールで試行的に実施しました。また、中学校部活動の

地域移行への取り組みについては、滝の沢中学校の陸上競技部をモデルケースとして、土・日曜日の

部活動を本財団の管理下において指導者を派遣するとともに、研修会や指導者間の情報交換会を行う

など、新たな部活動のあり方を検証してまいりました。今後、これらの検証結果をもとに、受け入れ

校数や実施形態等の検討内容も含め、引き続き、藤沢市教育委員会と協働してまいります。 

 市民及び地域との連携については、鵠沼運動施設事務所と秩父宮記念体育館が合同で施設運営委員

会を新設し、新たに地域の方々の意見を取り入れる体制を整えました。また、秋葉台運動施設事務所

は藤沢北警察署警備課と施設運営協力会を構成し、日常の管理をはじめ、興行開催時の警備や地域の

防犯について情報の共有を図り、安全管理に努めました。 

 関係団体等との連携については、新たに日本体育大学と包括連携協定を締結し、地域社会の発展と

研究・教育活動の推進の礎を構築したとともに、藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会の事務局を藤沢

市から引き継ぎ、団体の自主的で円滑な運営に努めるなか、ふれあいスポーツ交流会（ローリングバ

レー・ボッチャ・卓球）やパラスポーツフェスタを実施し、共生社会の実現に向けたインクルーシブ

スポーツを推進しました。 

 地域特性を生かしたスポーツ活動の推進について、全国中学生ビーチバレー大会では、８０チーム

の参加のもと熱中症防止対策を講じたうえで盛況に実施することができました。また、湘南藤沢市民

マラソンでは、募集期間を例年より早めるなど様々な工夫を図ったことにより定員を達成することが

でき、こちらも盛況に実施することができました。次回、第１５回大会については、公認ハーフマラ

ソンの実施を含め、更なる地域経済の活性化、地域交流の促進に努め、藤沢市を全国に向けてＰＲし

てまいります。 

 施設管理運営については、より安全性・専門性を高められるよう新たに専任職を施設に配置し、組

織体制の強化を図りました。また、各スポーツ施設の老朽化に伴う施設の修繕や機器の更新について

は、藤沢市と連携し適切に実施しました。 

 最後に、令和５年度は指定管理期間の中間年度として、指定管理者第三者評価が実施されたことを

踏まえ、いただいた評価内容を今後の施設運営に生かし、施設の管理運営と公共サービスの向上に努

めてまいります。また、令和６年度も施設の老朽化や物価高騰が懸念されますが、全スタッフが情報

を共有し様々な工夫により課題解決を図り、藤沢市のスポーツ推進を着実に実施し、市民が健康で豊

かなスポーツライフを実現できるよう努めてまいります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【市民の健康づくりと生涯スポーツの推進を目的とする事業(定款第4条第1項第2号)】 

１ 各種スポーツ教室・大会等の開催 

(1) 各種スポーツ教室の開催

事 業 名 内 容 

スポーツ教室 【成果】 

 幅広い年齢層の方と障がいのある方も参加できる市民の多様なニーズに対応し

た教室及び講習を実施した。 

合計287教室実施 

■秩父宮記念体育館

■鵠沼運動施設

■秋葉台運動施設

■石名坂温水プール

■全施設合計

＊就学援助応援プログラム(保護者の所得等による減額措置) 

70教室にて実施計画 

51教室実施：対象者 106人(全参加者1,420人中 7.46％) 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

ゆったりシニアヨガ 他 

全66教室 
10,167人 14,155人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

個人スイムレッスン他 

全74教室 
8,923人 15,406人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

湘南ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ BC ﾊﾞｽｹｯﾄ 他 

全84教室(ｻｲｸﾙｵｰﾌﾟﾝ､ﾗﾝﾊﾞｲｸ含む)
9,599人 16,140人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

小学生年間教室2023 他 

全63教室 
2,900人 12,380人 

教室数 受講者数 延べ受講者数 

287教室 31,589人 58,081人 

秩父宮 就学援助対象 12教室   対象者受講  10教室16人/286人 

鵠沼 〃  25教室  〃 17教室39人/639人 

秋葉台 〃  27教室  〃 18教室34人/397人 

石名坂    〃  6教室  〃  6教室17人/ 98人 
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事 業 名 内 容 

開放事業 

(有料) 

個人使用 

【成果】 

 多様な市民ニーズに対応した個人種目の日時を設定し、有料開放を実施した。気

軽にスポーツに親しむことができるよう、定期的な活動の場を提供することで、市

民のスポーツ実施率の向上及び生涯スポーツの推進が図られた。 

■秩父宮記念体育館(主に9種目)

■秋葉台文化体育館(主に6種目)

 駐車場スペースを有効活用し、子どもたちのコミュニケーションを図る場と自転

車の交通安全意識の向上を図る場として開放を実施した。(秋葉台運動施設) 

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

バドミントン 41回 958人 

1回 

大人 

200円 

子ども 

100円 

ソフトテニス 21回 134人 

バスケットボール 21回 479人 

バウンドテニス 20回 261人 

卓球 41回 904人 

弓道 24回 297人 

太極拳 21回 163人 

剣道 21回 77人 

武道全般 中止 0人 

アーチェリー 11回 29人 

武道室臨時 113回 187人 

合 計 3,489人 

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

ソフトテニス 29回 204人 

1回 

大人 

200円 

子ども 

100円 

バドミントン 22回 931人 

卓球 56回 2,380人 

弓道 23回 203人 

アーチェリー 23回 57人 

バスケットボール 24回 437人 

柔剣道場(臨時使用) 67回 103人 

合 計 4,315人 

開放事業(有料)合計 8,277人 

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

サイクルオープンDay 5回 455人 1回 

子ども 

200円 ランバイク体験 5回 18人 

合 計 473人 
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事 業 名 内 容 

開放事業 

(無料) 

【成果】 

 ユニバーサルスポーツ、パラスポーツの普及等を目的に、ローリングバレーボー

ル、パラバドミントン、ボッチャに今年度よりパラ卓球を加えた4種目の会場とし

て定期的な開放を実施した。(秩父宮記念体育館) 

 スポーツを通じて身体機能の活性化を図る場として、障がいのある方を対象に、

月2回(7月を除く)テニスコート1面の無料開放を実施した。(八部公園) 

 子どもたちの体力低下が著しく社会問題となっている昨今、遊びを通じて体力向

上を目的に毎月第2日曜日(7・8月除く)を「子どもプール無料開放日」とした。 

 小中学生のスポーツ教室参加者を対象に、教室を欠席した日数分を「施設利用券」

として還元する「一般遊泳振替制度」を設け、施設利用の促進と子どもの体力向上

に努めた。 

実施種目 施設名 実施回数 利用者数 

ローリングバレーボール 秩父宮記念体育館 12回 193人 

パラバドミントン 秩父宮記念体育館 12回 147人 

ボッチャ 秩父宮記念体育館 12回 133人 

パラ卓球 秩父宮記念体育館 12回 78人 

ふれあいテニス開放 
八部公園 

人工芝テニスコート 
22回 174人 

合 計 725人 

緑の卓球台(屋外) 
秩父宮記念体育館 346日 

随時利用可能 

秋葉台公園 346日 

施設名 実施回数 利用者数 

八部公園プール 8回 1,053人 

秋葉台公園プール 10回 914人 

石名坂温水プール 10回 595人 

合 計 28回 2,562人 

施設名 振替制度利用者数 

八部公園プール 81人 

秋葉台公園プール 106人 

石名坂温水プール 45人 

合 計 232人 

71



事 業 名 内 容 

ベビースイム

Day 

【成果】 

 水の入替え清掃前の休館日を活用し、一般開放時には遊泳することができない乳

幼児を対象にプール開放を実施した。 

実施日・場所 参加者数 

R5年9月11日(月) 
秋葉台公園プール 

乳幼児82人、保護者99人 
計181人 

R5年9月19日(火) 
石名坂温水プール 

乳幼児56人、保護者88人 
計144人 

R6年3月11日(月) 
秋葉台公園プール 

乳幼児70人、保護者76人 
計146人 

合 計 471人 

敬老の日・スポ

ーツの日無料開

放 

【成果】 

 敬老の日には60歳以上の利用者を対象に、また、スポーツの日には全利用者を

対象に、各施設の個人使用を無料開放とし、市民がより運動に親しめる環境づくり

に努めた。 

※八部公園は、10/2(月)～11/17(金)まで受水槽工事のため、トレーニングのみ開

放

施設名 
敬老の日

利用者数 

スポーツの日 

利用者数 

秩父宮記念体育館トレーニング室 86人 171人 

八部公園トレーニングルーム・プール・サウナ 221人 ※ 146人

秋葉台公園トレーニングルーム・プール・サウナ 234人 322人 

石名坂温水プール 78人 302人 

合 計 619人 941人 

障がい者プール

開放 

(プール障がい

者無料開放) 

【成果】 

 プールを通じたインクルーシブスポーツの推進として、障がいがある方の多様な

スポーツ活動や身体運動の促進を目的に企画し、水に親しむ機会を提供した。 

実施日・場所 参加者数 

R6年2月12日(月祝) 
石名坂温水プール 

障がい者5人、付添い5人 
 計10人 

合 計 10人 
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事 業 名 内 容 

関連団体等との

連携による健康

づくり事業 

■藤沢市保健医療財団・慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科・スポーツ医

学研究センター及び日本体育大学との事業連携 

【成果】 

 藤沢市における健康寿命の延伸と健康格差の縮小を図るため、相互協力のうえ、

身体活動促進によるQOLの向上及び、健康増進に寄与することを目的に令和5年度

も『事業連携に関する覚書』を藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学健康マネジメン

ト研究科・慶應義塾大学スポーツ医学研究センターと締結した。 

 具体的には相互の事業連携による組織強化とそれぞれの専門性を共有し、幅広い

見識を持った職員の人材育成を推進することで地域の健康づくりに寄与すること

を目的に情報交換や連携事業を行った。また、慶應義塾大学スポーツ医学研究セン

ターが中心となって取組んでいる『慶應スポーツSDGs』との協働事業として藤沢オ

ンラインラジオ体操を実施して、自宅に居ながら気軽に実践できる継続的なラジオ

体操の機会を多くの市民に提供し、大きな反響を得ることができた。 

 さらに令和5年度は日本体育大学との包括連携協定を締結し、相互の人的資源の

活用を通じて生涯スポーツ推進のマネジメント実習を受入れ、次世代の育成に寄与

した。 

実施日 事業名 参加者数 

R5年8月1日(火) 

～8月5日(土) 

藤沢市オンラインラジオ体操 

※ 〃 対面開催 8/3(木)

Zoom：  112人 

YouTube： 239人 

※ 対面：  21人

①R5年 10月15日(日) 

②R6年1月28日(日) 

③R6年2月18日(日) 

日本体育大学実習生受入 

①FUJISAWA SPORTS PARK 

②湘南藤沢市民マラソン 

③ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾚﾝｼﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

① 1人

② 15人

③ 4人(教員1人)

①R5年 10月19日(木) 

②R5年 12月13日(水) 

日本体育大学指導者派遣 

スポーツ・健康マネジメン

ト研究室ゼミ 

「生涯スポーツ論」 

①1人 
(健志台キャンパス) 

②1人 
(オンデマンド配信) 

介護予防推進事

業 
■藤沢市保健医療財団連携協定 受託事業支援（秩父宮記念体育館）

■藤沢市いきいきシニアセンター『健康づくり運動講座』への指導者派遣

施設名 回 数 派遣期間 派遣指導者数 

やすらぎ荘 6回 

4月～3月実施 

延べ6人 

湘南なぎさ荘 6回 延べ6人 

こぶし荘 6回 延べ6人 

合 計 18回 延べ18人 

実施日 支援事業名 

R5年6月22日(木) 

R5年11月1日(水) 

藤沢市ラジオ体操指導者講習会 

(藤沢市保健医療財団健康づくり課受託事業) 

R5年8月9日(水) 
藤沢市親子で体力づくり教室 

(藤沢市保健医療財団健康づくり課受託事業) 

R6年1月24日(水) 
ふじさわオリジナル体操講習会 

(藤沢市保健医療財団健康づくり課受託事業) 

73



事 業 名 内 容 

トレーニングル

ームの運営 

① 登録講座

【成果】
 利用者が安全に正しいトレーニングを実施し、快適に施設を利用できるように努め
た。また、3施設での登録カードの共通化及び登録データの共有化も定着し、さらに
安定的で効率的な管理運営が図られた。 

施設名 回 数 実施期間 参加者数 

秩父宮記念体育館 91回 

4月～3月実施 

906人 

鵠沼運動施設 108回 1,260人 

秋葉台文化体育館 107回 893人 

合 計 306回 3,059人 

② プログラムの提供

【成果】 

 トレーニング登録者を対象とし、トレーニングルームの継続使用を促進するた
め、幅広い講座内容と効率的なトレーニング方法を提供し、市民の健康ライフをサ
ポートした。 

■秩父宮記念体育館

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

体成分測定・印刷 145回 
4月～3月 

随時 
145人 100円 

合 計 145人 14,500円 

■鵠沼運動施設

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

パーソナルトレーニング 627回 
4月～3月 

随時予約制 
627人 3,000円 

体成分測定・印刷 22回 
4月～3月 

随時 
22人 100円 

合 計 649人 1,883,200円 

■秋葉台運動施設

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

健康づくりトレーニング

講座 
2回 

10月 

予約制 
28人 300円 

体成分測定・印刷 88回 
4月～3月 

随時 
88人 100円 

合 計 116人 17,200円 

■トレーニングルーム年間利用者数

施設名 利用者数 

秩父宮記念体育館 43,317人 

鵠沼運動施設 45,298人 

秋葉台文化体育館 40,070人 

合 計 128,685人 
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事 業 名 内 容 

地域プロスポー

ツチームとの協

働教室事業 

【成果】 

 藤沢市を拠点とするプロスポーツチームと各種教室等を協働で開催し、次世代を

担う子どもたちに、トップアスリートと触れ合う機会を提供することで、スポーツ

への関心を高めるとともに、スポーツ推進に努めた。 

■湘南ユナイテッドBC バスケットボールスクール

※第1期から第3期までで期毎に開催しており、参加者数は3期の合計人数。

■神奈川フューチャードリームス公式チアパフォーマンスチーム「Dream Girls」

チアダンススクール(市受託事業)

※7月上旬から10月下旬までの週1回の開催で参加者数は全14回の合計人数。

■神奈川フューチャードリームス ベースボールスクール(小1年～3年)

※10月末から12月上旬までの週1回開催し、参加者数は全6回の合計人数。

実施期間 回数 場 所 参加者数 

R5年4月～R6年 3月 3期36回 秩父宮記念体育館 参加者111人 

R5年4月～R6年 3月 3期30回 秋葉台文化体育館 参加者 74人 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

R5年7月～10月 全14回 
秩父宮記念体育館 

4階 軽体育室 
112人 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

R5年10月～11月 6回 八部公園野球場 参加者103人 

スポーツ講演

会・クリニック

の開催 

■湘南ユナイテッドBCバスケットボールクリニック(市受託事業)

【成果】 

市内の小学生がプロバスケットボールチーム「湘南ユナイテッドBC」のトップア

スリートから、直接指導が受けられる機会を提供した。 

＊主催：藤沢市バスケットボール協会、本財団 

協賛：スポーツデポ、アイスコ 

講師：湘南ユナイテッドBC 所属選手 

■小田急ビーチバレーボールクリニック(講師：森川太一氏、鬼頭幸子氏)

【成果】 

 全国大会出場の中学生選手を対象にインドアバレーとの違いやビーチバレー特

有のルールについて指導いただいた。 

主催：全国中学生ビーチバレー大会実行委員会 

協賛：小田急財団 

実施日・場所 事業名 参加者数 

R5年8月1日(火) 

秩父宮記念体育館 
バスケットボールクリニック 106人 

実施日 施設名 参加者数 

R5年8月17日(木) 鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｿﾞｰﾝ 65チーム378人 
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事 業 名 内 容 

スポーツ講演

会・クリニック

の開催 

■湘南ベルマーレフットサルクリニック＆エキシビションマッチ㏌秋葉台

＊主催：本財団 

協力：株式会社小田原スポーツマーケティング 

■スポーツ人の集い(講師：上田誠氏)

【成果】 

 慶應義塾高等学校野球部における『エンジョイベースボール』の基盤を創った前

監督の上田 誠氏を招き、『エンジョイスポーツ』をテーマに講演いただき、好評

だった。 

主催：藤沢市体育協会、藤沢市 

共催：本財団 

実施日 事業名 参加者数 

R5年10月9日(月祝) 
秋葉台文化体育館 

湘南ベルマーレフットサル 
エキシビションマッチ in秋葉台 

約800人 

湘南ベルマーレフットサル 
クリニック 

49人 

実施日 場 所 参加者数 

R6年2月24日(土) 藤沢市民会館 小ホール 270人 

日本赤十字社正

規講習会 

【成果】 

 日本赤十字社が普及事業として展開している各正規講習会を、本財団が主催事業

として開催した。 実施場所：秋葉台運動施設 

実施日 講習内容 参加人数 参加費 

R5年9月5日(火)～8日(金) 水上安全法 25人 3,900円 
(財団分 1,700円) 

R6年2月17日(土)、18日(日)、
24日(土) 

救急法 
藤沢市長選挙のため 

中止 

合 計 25人 42,500円 

ジュニアのため

のスポーツ栄養

講座 

(市受託事業) 

■ジュニアのためのスポーツ栄養講座

【成果】 

 ジュニアアスリートとその指導者や保護者を対象にケガの予防や身体づくりの

基礎となる栄養の知識を専門のスポーツ栄養士から学ぶ機会を提供し、東京2020

オリンピック・パラリンピック競技大会からのレガシー事業のひとつとして開催し

た。コロナ禍ではオンライン講座として実施してきたが、4年ぶりの対面開催とし、

スポーツドリンクの試作と試飲などのミニ実習を交えて実施し、参加者からも好評

だった。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会 

共催：特定非営利活動法人湘南栄養指導センター、本財団 

実施日 場 所 参加者数 

R6年3 月 23日(土) 秩父宮記念体育館 研修室 22人 
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(2) スポーツ大会・イベント等の開催

事 業 名 内 容 

興行的イベント ■2023年春巡業第28回大相撲藤沢場所

【成果】 

 日本の国技である大相撲を「みるスポーツ」として市民に提供するため、興行の

開催に協力した。新型コロナウイルス感染症の影響により3年ぶりの開催となった。

また、日本赤十字社による献血キャンペーンも実施され、社会貢献活動の一環とし

て全面的に協力した。(献血者数：約400人) 

＊主催：大相撲藤沢場所実行委員会 

後援：神奈川県、藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団等 

■湘南ユナイテッドBC 2023-2024シーズンB3リーグ公式戦

【成果】

 湘南ユナイテッドBCのホームタウンとしてホームゲームを開催し、地元プロチ

ームをサポートしながら、まちのにぎわい創出に寄与した。 

■新日本プロレス藤沢市愛の輪福祉基金チャリティー藤沢大会

実施日・場所 事業名 観覧者数 

R5年4月15日(土) 
秋葉台文化体育館 

第28回春巡業 
大相撲藤沢場所 

5,247人 

実施日 開催試合数 観覧者数 

R5年10月6日(金)～ 
R6年3月16日(土) 

秋葉台文化体育館  8試合 
秩父宮記念体育館  8試合 

秋葉台 4,957人 
秩父宮 5,122人 
計 10,079人 

実施日 場所 観覧者数 

R5年11月25日(土) 秋葉台文化体育館 1,342人 

ビーチバレー 

ボール３大会 

【成果】 

 ビーチバレー国内発祥の地として藤沢市の特性を生かしたローカル大会を開催

した。新型コロナウイルス感染症の影響もなくなり、市外からも多くの申込みがあ

り、特に初心者を中心に楽しみながらビーチスポーツに親しむ機会を提供できた。

鵠沼海岸の夏の風物詩としてにぎわいを創出した。 

＊主催：藤沢市バレーボール協会、公益社団法人藤沢市観光協会、本財団 

後援：藤沢市 

実施日 大会名 参加者数 

R5年5月3日(水祝) 第29回常設コートオープン記念大会 89組320人 

R5年7月22日(土)、 

23日(日) 
第29回海の日記念大会 165組626人 

R5年8月5日(土)、 

6日(日) 
第31回ビーチバレー湘南 174組660人 
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事 業 名 内 容 

みらい子どもフ

ェスタ 

【成果】 

 カラダ健康フェスタと同時開催にしたことで、様々なスポーツを体験するだけで

なく、健康について考える契機になるイベントとなった。 

実施日 場 所 主な内容 参加者数 

R5年5月3日(水祝) 石名坂温水プール 
水上ｱｽﾚﾁｯｸ、ｱｰﾃｨｽ

ﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ公演等 
2,101人 

R5年5月3日(水祝) 鵠沼運動施設 野球場開放等 10,808人 

R5年5月4日(木祝) 秩父宮記念体育館 
赤ちゃんﾀﾞｰﾋﾞｰ・ｶ

ﾗﾀﾞ健康ﾌｪｽﾀ等 
3,162人 

R5年5月5日(金祝) 秋葉台運動施設 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ体験等 11,003人 

合 計 27,074人 

カラダ健康フェ

スタ  

～体力年齢を知

ろう～ 

【成果】 

 新たな試みとして本財団における主力事業「みらい子どもフェスタ」開催日に合

わせて実施し、相乗効果を得ることができた。特にこれまで課題だった子育て世代

にアプローチでき、健康寿命の延伸に寄与するイベントとして、藤沢市ならびに保

健医療財団、健康づくり普及推進団体健康ふじさわと連携しながら多くの市民への

働きかけに寄与できた。 

＊主催：本財団 

共催：藤沢市健康づくり課、公益財団法人藤沢市保健医療財団 

協力：健康づくり普及推進団体健康ふじさわ 

後援：藤沢市 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R5年5月4日(木祝) 

秩父宮記念体育館 

新体力テスト 67人 

19歳以下 28人 

20～64歳 26人 

65～79歳 11人 

80歳以上 2人 

健康相談 131人 

体組成測定・血管年齢測定 140人 

足趾力測定 153人 

合 計（延べ人数） 491人 
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事 業 名 内 容 

ふじさわ市民 

ウオーク2023 

【成果】 

 2022年 7月に新たに開設された「遠藤笹窪谷公園」と藤沢宿「旧桔梗屋」の紹介

と見学も兼ねてコースを設定した。残念ながら前日から当日午前中まで降雨悪天候に

より、参加者は前年度をかなり下回ってしまった。 

＊主催：ふじさわ市民ウオーク実行委員会 

(構成：藤沢市、湘南ふじさわウオーキング協会、健康づくり普及推進団体健康 

ふじさわ、株式会社ジェイコム湘南・神奈川、合資会社関水スポーツ、本財

団) 

協力：株式会社大塚製薬工場 

協賛：株式会社ジェイコム湘南・神奈川、合資会社関水ポーツ 

特別協賛：株式会社宝製菓 

実施日 コース スタート・経由地・ゴール 参加者数 

R5年5月 20日(土) 

20㎞ 

湘南台公園～湘南台大橋～遠藤笹

窪谷公園～二番構公園～引地川親

水公園～引地橋～藤沢宿旧桔梗屋

～秩父宮記念体育館 

43人 

9㎞ 

奥田公園～皇大神宮～養命寺～ 

眞源寺～白旗神社～常光寺～藤沢

宿旧桔梗屋～ふじさわ交流会館 

遊行寺～秩父宮記念体育館 

99人 

合 計 142人 

ノルディック 

ウォーキング 

【成果】 

 年間3回のウォーキングを企画し、藤沢や近隣地域の豊かな自然を満喫しながら歩

くことができた。各回に80歳を超える参加者の応募もあり、高齢者が気軽に参加で

きるイベントとして成長させたい。 

■秋葉台運動施設

ノルディックウォーキングⅠ ～境川遊歩道散策コース

ノルディックウォーキングⅡ ～秋の江の島散策コース～ 

ノルディックウォーキングⅢ ～小出七福神めぐり散策コース～ 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R5年6月 7日(水) 

湘南台公園～御殿辺公園 
4人 800円 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R5年10月24日(火) 

奥田公園～江の島 
9人 800円 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R6年1月 16日(火) 

茅ヶ崎里山公園周辺 
8人 800円 
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事 業 名 内 容 

救急の日 【成果】 

 プール施設における普及啓発イベントとして実施した。AEDを用いた心肺蘇生法や
着衣泳、救助法のデモンストレーションを中心に、楽しみながら自分自身や身近な人
の命を守る知識を紹介した。 

実施日・場所 事業名 参加者数 

R5年6月 18日(日) 

石名坂温水プール 
夏目前！石名坂救急豆知識 528人 

R5年7月 16日(日) 

八部公園プール 
藤沢市八部公園『夏の救急フェア』 510人 

合 計 1,038人 

地域感謝イベン

ト 

【成果】 

 普段なかなかスポーツ施設を利用しない方にも足を運んでいただくため、誰もが楽

しめるお祭りや飲食ブースの要素を盛り込んだ催しを企画し、家族や親子で楽しみな

がら絆を育むイベントを開催した。 

■秋葉台公園プール夏期各種イベントDay

■SLまつり

■地域感謝祭 in 秩父宮記念体育館

■アキバ☆マルシェ＆元気祭

実施日 内 容 参加者数 

R5年12月10日(日) 
MASTGOLF、餅つき等 1,097人 

フリーマーケット、キッチンカー等 34店舗出店 

■石名坂地域感謝祭

実施日 内 容 参加者数 

R5年12月17日(日) 
野菜・お米即売会、パン販売、ボッ

チャ体験、当てくじ、模擬店販売等 
2,007人 

■アキバ☆マルシェ

実施日 内 容 参加者数 

R6年3月16日(土) フリーマーケット、キッチンカー等 40店舗出店 

実施日 内 容 参加者数 

R5年7月15日(土) 

～8月31日(木) 

ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ、秋葉台ﾄﾚｼﾞｬｰ、○×ｸｲｽﾞ 

ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ公演等 
1,581人 

実施日 内 容 参加者数 

R5年10月9日(月祝) 
はたらくクルマ乗車体験・展示 

フリーマーケット 
雨天中止 

実施日 内 容 参加者数 

R5年11月26日(日) 
射的等6つの催し物、消防署探検ツ

アー、フリーマーケット 
891人 
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事 業 名 内 容 

おはよう！キュ

ンとするまち。

藤沢 ラジオ体

操2023 

～めざそう健康

寿命日本一～ 

(市受託事業) 

【成果】 

 本財団と藤沢市で「健康寿命日本一」を目指した取組の一環として、藤沢市独自の

ラジオ体操会「おはよう！キュンとするまち。藤沢 ラジオ体操会」を多数の市内企

業等の協力のもとで実施し、早朝にも関わらず多くの市民に参加していただいた。ラ

ジオ体操を正しく理解することにより、心身の健康づくりに役立つその効果を実感す

ることで、市民の健康維持・増進を図る良い機会となった。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団 

協力：藤沢市スポーツ推進委員協議会、株式会社かんぽ生命保険藤沢支店、株式会

社ジェイコム湘南・神奈川(湘南・鎌倉局)、株式会社大塚製薬工場、朝日生

命保険相互会社湘南支社藤沢営業所湘南台営業所、住友生命保険相互会社湘

南支社、第一生命保険株式会社湘南支社、明治安田生命大船支社湘南営業

所・辻堂営業所・藤沢営業所、公益財団法人藤沢市保健医療財団 

実施日・場所 内  容 参加者数 

R5年7月 23日(日) 

秋葉台公園球技場 

・ラジオ体操ワンポイントレッスン

・ラジオ体操第1・第2

体操講師： 家根本 織永 氏

330人 

神奈川県及び 

湘南藤沢カップ

全国中学生ビー

チバレー大会 

【成果】 

 日本のビーチバレー発祥の地、鵠沼海岸にて中学生の県大会と全国大会を開催し

た。全国大会では台風7号接近のため、公共交通機関の遅延や運休が発生し、開会式

に間に合わなかったチームもあったが、参加チームの協力を得ながら試合時間を変更

し、何とか大きな混乱なく無事に開催できた。また、全国大会の開会式前には4年ぶ

りにオリンピアンによるビーチバレークリニックが開催でき、全国の中学生にビーチ

バレー特有のルールや動きを伝達し、競技における次世代育成と発展に寄与した。 

＊主催：公益財団法人日本バレーボール協会、一般社団法人日本ビーチバレーボール

連盟、藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団 

主管：神奈川県中学生ビーチバレー大会実行委員会 

湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会実行委員会 

(構成：一般社団法人神奈川県バレーボール協会、藤沢市バレーボール協会、

公益社団法人藤沢市観光協会) 

後援：スポーツ庁、一般社団法人地域活性化センター、神奈川県、神奈川県教育委

員会、神奈川県ビーチバレーボール連盟、藤沢市体育協会、藤沢市中学校体

育連盟バレーボール専門部、公益財団法人小田急財団 

協力：公益社団法人藤沢市観光協会 

実施日・場所 内  容 参加者数 

R5年8月 1日(火) 

鵠沼海岸 

第17回神奈川県中学生 

ビーチバレー大会 

男子38チーム 

女子41チーム 

合計79チーム432人 

R5年8月 17日(木)、 

18日(金) 

鵠沼海岸 

第14回湘南藤沢カップ 

全国中学生ビーチバレー大会 

男子39チーム 

女子41チーム 

合計80チーム430人 

R5年8月 17日(木) 

鵠沼海岸 

小田急ビーチバレークリニッ

ク 
65チーム378人 
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事 業 名 内 容 

秋葉台カヌー 

Day 

【成果】 

 河川や湖に比べ、安全に操船できるプール(秋葉台公園・流水プール)でカヌー体験

を楽しむ機会を提供した。 

実施日・時間 参加者数 実施日・時間 参加者数 

R5年8月 8日(火) 中止 R5年8月22日(火) 27人 

R5年8月 9日(水) 14人 R5年8月23日(水) 14人 

R5年8月 10日(木) 24人 R5年8月24日(木) 15人 

R5年8月 11日(金祝) 17人 R5年8月25日(金) 27人 

合 計 138人 

車いすバスケッ

トボール体験 
【成果】 

  市バスケットボール協会と協働し、市内の小学生がパラアスリートとふれあいな

がら車いすのチェアワーク体験と選手から直接車いすバスケットボールのハンド

リング指導が受けられる貴重な機会を提供するとともに、パラスポーツに対する理

解を深めることができた。 

主催：藤沢市バスケットボール協会、本財団 

協力：湘南スポーツクラブ 

実施日・場所 事業名 参加者数 

R5年8月 11日(金祝) 

秋葉台文化体育館 
車いすバスケットボール体験 

午前：47人 

午後：39人 

第37回ビーチ

バレージャパン 

【成果】 

 ビーチバレーにおける国内最高峰の全日本選手権大会の開催を施設管理者として

側面的にサポートし、選手の熱中症対策等のリスク管理も図りながら、安全な大会運

営に携わり、藤沢の地域特性を踏まえた「みるスポーツ」を提供できた。 

※台風7号の影響のため大会スケジュールを短縮し2日間で開催した。

主催：公益財団法人日本バレーボール協会、藤沢市

共催：一般財団法人日本ビーチバレーボール連盟

後援：本財団

実施日 場 所 参加者数 

R5年8月 11日(金祝)～ 

8月 12日(土) 
鵠沼海岸ﾋﾞｰﾁﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｿﾞｰﾝ 

56チーム 

112人 
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事 業 名 内 容 

泳力認定進級テ

スト及びみらい

水泳大会 

【成果】 

 泳力認定進級テストについては、本財団のオリジナル泳力認定制度として実施して

おり、日頃の練習成果を確認できる機会として、市民が泳法技術・体力の向上を目指

すモチベーションの一助となっている。 

泳力認定進級テスト 

みらい水泳大会 

実施日 施設名 参加者数 参加費 

R5年8月 21日(月) 秋葉台公園プール 91人 500円 

R6年3月 26日(火) 石名坂温水プール 109人 500円 

合 計 200人 100,000円 

実施日 施設名 参加者数 参加費 

R5年8月 28日(月) 八部公園プール 103人 1,000円 

合 計 103人 103,000円 

湘南オープンウ

ォータースイミ

ング2023 

～江の島スイム

ツアー～ 

【成果】 

 NPO法人湘南マリンオーガニゼーションが主催し、本財団も実行委員会に参画する

オープンウォータースイミングの大会において、江の島を会場に行う800ｍ集団泳

『江の島スイムツアー』の運営を担う予定であったが、台風13号接近の影響により

中止となった。逗子会場の2.5Kmの部と10㎞代替2.5㎞のみ開催。 

＊主催：特定非営利活動法人湘南マリンオーガニゼーション、湘南オープンウォータ

ースイミング実行委員会 

共催：本財団 

実施日・場所   参加者数 

R5年9月 9日(土) 

片瀬東浜・逗子海岸 

江の島スイムツアー 《中止》 

(10km代替2.5㎞短縮：179人、2.5km：560人、 

ﾌｨﾝ 2.5km：82人) 

第 15回秋葉台

キッズアクアス

ロン 

【成果】 

 小学生を対象とした水泳とランニングで競う競技会。小学生向けの個人競技大会が

少ない中、競技スポーツの楽しさを体感でき、身近に家族が子どもたちを応援できる

大会として企画した。 

実施日 場 所 参加者数 

R5年9月 17日(日) 
秋葉台公園屋外プール 

秋葉台文化体育館外周路 
71人 
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事 業 名 内 容 

第7回ふじさわ

セーリングフェ

スタ2023in江

の島 

(市受託事業) 

【成果】 

 東京2020オリンピック競技大会セーリング競技会場の江の島ヨットハーバーに

て、オリンピック・レガシーを未来に繋ぐイベントとして、誰でも安心して乗船でき

るユニバーサル艇(ハンザクラス)を用いたセーリング体験イベントを実施した。定員

100人に対して、423人の申込があり、本事業の人気とニーズの高さを実感した。短

い時間ではあるが、実際に自らの手で操船でき、普段体験できないセーリングの魅力

と楽しさを体感できることが事業の人気と評価の高さの大きな要因となっている。 

＊主催：藤沢市、特定非営利活動法人セイラビリティ江の島、本財団 

実施日 場 所 参加者数 参加費 

①R5年 10月7日(土) 

②R5年 10月8日(日) 

江の島ヨット 

ハーバー 

湘南港 

① 44人

① ② 45人

合計89人

一般(中学生以上) 

700円 

小学生 200円 

障がい者 無料 

藤沢市八部公園

野球フェスティ

バルWith フュ

ーチャードリー

ムス 

(市受託事業) 

【成果】 

 神奈川県を本拠地とする神奈川フューチャードリームスの感謝祭を兼ねたフェス

ティバルを開催し、選手と市民がふれあえる機会を創出した。 

＊主催：神奈川県民球団神奈川フューチャードリームス 

共催：本財団 

実施日 場  所 参加者数 

R5年10月28日(土) 八部公園野球場 160人 

第7回ふじさ

わ・えのしま観

光ロゲイニング 

【成果】 

 地図をもとに、市内のチェックポイントを回り、時間内に得点を集めるロゲイニン

グを企画した。7回目となった今回は、藤沢再発見と題し藤沢市北部を中心にポイン

トを設定し、藤沢市北部の魅力を発信した。 

＊主催：本財団 主管：一般社団法人ポジティブスポーツ振興協会(かまくRUN) 

後援：藤沢市、藤沢市教育委員会 

協力：公益社団法人藤沢市観光協会、藤沢商工会議所、ウスイホーム株式会社 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R5年11月5日(日) 

秋葉台文化体育館 

及び藤沢市内 

38組 107人 
大人3,000円 

小・中学生500円 
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事 業 名 内 容 

ふれあいスポー

ツ交流会 

【成果】 

 障がいのある方と健常者が同じフィールドでスポーツを楽しみ、スポーツにおける

バリアフリーを考える機会を提供することができ、インクルーシブスポーツの推進に

も着実に寄与することができた。 

＊主催：本財団 

共催：藤沢市中学校体育連盟卓球専門部(卓球)  

後援：藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会(ローリングバレーボール・卓球) 

協力：神奈川県ローリングバレーボール協会、藤沢市ローリングバレーボール協会、

慶應義塾大学 SFC 体育(ローリングバレーボール)、神奈川湘南卓球クラブ

（卓球） 

協賛：ナショナルベンディング株式会社、日本卓球株式会社(卓球) 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R5年11月11日(土) 

秋葉台文化体育館 

ローリングバレ

ーボール・ボッ

チャ交流会 

障がい者  18人 

一般参加   8人 

ボランティア  10人 

協会  3人 

合計39人 

無料 

R5年12月23日(土) 

秩父宮記念体育館 

卓球交流会 

(＊中学生交流) 

障がい者  18人 

中学生   24人 

卓球部顧問  5人 

合計47人 

無料 

スポーツまつり

ふじさわ2023 

【成果】 

 藤沢市(スポーツ推進課)が主導する生涯スポーツを推進する事業に、本財団も関係

団体とともに実行委員会に参画し、市民の健康増進とスポーツを気軽に楽しめる環境

づくりを目的に開催した。悪天候のため来場者数が伸び悩んだ。 

＊主催：藤沢市、スポーツまつりふじさわ実行委員会 

(構成：藤沢市地区社会体育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、 

藤沢市体育協会、藤沢市レクリエーション協会、藤沢市スポーツ少年 

団本部、本財団) 

実施日 内 容(場 所) 参加者数 

R5年11月12日(日) 

ニュースポーツ・パラスポーツ等 

(秩父宮記念体育館) 
312人 

スポーツクライミング・トランポリ

ン等(秋葉台運動施設) 
740人 

合 計    1,052人 
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事 業 名 内 容 

第7回ふじさわ

パラスポーツフ

ェスタ2023 

(市受託事業) 

【成果】 

 障がい者の社会参加促進とパラスポーツの紹介を目的に市内の関係団体と実行委

員会を組織し、感染防止対策等の協議を重ね、万全な対策を講じてイベントを開催し

た。 

＊主催：藤沢市、ふじさわパラスポーツフェスタ実行委員会 

(構成：藤沢市肢体障害者協会、神奈川県障がい者スポーツ指導者協議会、光友会、

東京ガス神奈川西支店、RVCハッスルかわせみ、神奈川湘南卓球クラブ、 

藤沢市アーチェリー協会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、一般社団法人善行 

大越スポーツクラブ、本財団) 

実施日 場 所 参加者数 

R5年11月23 日(木祝) 秋葉台文化体育館 
※ﾌ゙ ﾗｲﾝﾄ゙ ｸﾗｲﾐﾝｸ゙ 体験のみ 

※ 参加者30人

R5年11月26日(日) 秩父宮記念体育館 
来場者計432人 

参加者延べ2,684人 
※秋葉台含む

第14回サイク

ルチャレンジ藤

沢in秋葉台 

【成果】 

 健康の維持増進や、家族・仲間と手軽に楽しむことができるサイクルスポーツは

年々愛好者が増加している。本事業では自転車を楽しむ方法だけでなく、公道を安全

に走るための技術や知識を学ぶ機会を提供し、交通マナーの向上にも寄与した。 

＊主催：本財団 共催：ウィーラースクール・ジャパン 

協力：株式会社コーエイ企画、メリダジャパン株式会社、WAKO`S、 

Bicycle SHOP K-Base、Team Masamichi/Team BFY Racing 

※ 実施日・場所 ※ 参加者数 ※ 参加費

R5年11月23日(木祝) 

秋葉台運動施設 
86人 500円 

湘南ベルマーレ

Presents 湘南

スポーツキッズ

フェスタ 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市もホームタウンの一つとなっているプロサッカーチームの湘南ベルマーレ

と協働し、湘南広域都市行政協議会（藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町）の事業として本イ

ベントを開催した。参加者の方々にはチームグッズを配布し、Jリーグレギュラーシ

ーズンにおいてもスタジアムに足を運んでいただき、身近な地元チームとして応援し

てもらえるよう関係性構築に寄与した。 

＊主催：藤沢市(湘南広域都市行政協議会)、本財団 

協力：株式会社湘南ベルマーレ 

実施日 場  所 参加者数 

R5年12月17日(日) 秋葉台公園球技場 120人 
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事 業 名 内 容 

第69回藤沢市

駅伝競走大会 

(市受託事業) 

【成果】 

 第69回藤沢市駅伝競走大会を藤沢市陸上競技協会との協働で開催した。コロナ禍

以降、地区対抗の部のエントリーチームが少なくなったため、今回から廃止にしたが

特に問題なく、各団体の協力により無事に開催できた。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団  主管：藤沢市陸上競技協会 

協力：藤沢北警察署、藤沢市地区社会体育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ 

推進委員協議会、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス、藤沢北交通安全協 

会、一般社団法人藤沢市建設業協会 

実施日 場 所 参加者数 

R5年12月24日(日) 
慶応義塾大学湘南藤沢キ

ャンパス周辺コース 

42チーム 210人 

(1チーム棄権) 

プレス工業 

陸上競技部 

ランニングクリ

ニック 

【成果】 

 全日本実業団対抗駅伝競走大会(ニューイヤー駅伝)に出場した経歴を持ち、箱根駅

伝で活躍した選手も在籍する地元実業団の強豪チーム「プレス工業陸上部」のトップ

アスリートから直接指導をいただける人気のランニング教室では多くの参加者が走

りを楽しんだ。 

＊主催：本財団  協力：プレス工業株式会社陸上競技部 

実施日 参加者数 参加費 

R6年1月 8日(月祝) 

R6年3月 20日(水祝) 

秋葉台運動施設 

30人 
1,000円 

26人 
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事業名 内 容 

第14回湘南藤

沢市民マラソン

2024 

【成果】 

 アフターコロナにおいて、全国各地のマラソン大会の集客には、どの大会も苦戦す

るなか、関係各所の協力もあり、10マイル・親子ランの部では定員を超えるエント

リー数を集めることができた。(10マイル8,303人、親子ラン881組、チャレンジラ

ン31組)

また、協賛金等も前回大会を上回る実績となり、過去最高額を更新している。本事

業では、収入増を実現するために引き続き協賛金の予算比率を現在の6％から10％に

引き上げることを目指しており、今後10年の課題としている。 

 第14回大会では、最終的に黒字決算とすることができ、第12回大会以降は、大会

公式HPにて収支決算書を公開している。 

＊主催：湘南藤沢市民マラソン実行委員会 

  (構成：藤沢市、藤沢市教育委員会、藤沢市体育協会、藤沢市地区社会体 

育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、藤沢市スポーツ 

少年団本部、藤沢市レクリエーション協会、藤沢商工会議所、(公社)藤 

沢市観光協会、(一社)藤沢市商店会連合会、(一社)藤沢青年会議所、 

(公社)藤沢市医師会、藤沢市交通安全協会、江の島片瀬漁業協同組合、 

藤沢市漁業協同組合、神奈川県湘南地域県政総合センター、神奈川県 

藤沢土木事務所、神奈川県スポーツ局スポーツ課、（公財)神奈川県公園協

会、(株)湘南なぎさパーク、(株)新江ノ島水族館、東日本旅客鉄道(株)、小

田急電鉄(株)、江ノ島電鉄(株)、湘南モノレール(株)、神奈川中央交通東(株)

藤沢営業所、京浜急行バス(株)鎌倉営業所、 

(株)ジェイコム湘南・神奈川 湘南・鎌倉局、藤沢エフエム放送(株)、 

国際ロータリー第2780地区、ライオンズクラブ国際協会330-B地区1 

ゾーン、(一社)湘南読売会、(株)江ノ電バス、藤沢市障がい者スポーツ 

連絡協議会、市民代表、本財団） 

主管：藤沢市陸上競技協会 

協力：藤沢警察署、茅ヶ崎警察署、茅ヶ崎市、海上自衛隊厚木上級海曹会、 

藤沢市交通指導員、(公社)藤沢市医師会、藤沢市赤十字奉仕団、ふじさ 

わ救命普及推進会、鎌倉市陸上競技協会、茅ヶ崎市陸上競技協会、寒川 

町陸上競技協会、綾瀬市陸上競技協会、大和市陸上競技協会、藤沢市放 

課後支援事業者連絡会、藤沢市障がい児者ヘルパー事業所連絡会 

後援：神奈川県、神奈川県教育委員会 

事務局：本財団 

実施日・場所 出場者数 参加費 

R6年1月 28日(日) 

江の島・湘南海岸 

10マイル  ：7,011人 

親子ラン   ：772組 

チャレンジラン ： 28組 

10マイル  ：7,000円 

親子ラン  ：5,000円 

チャレンジラン：5,000円 
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事業名 内 容 

スポーツチャレ

ンジフェスティ

バルVOL19 

(市受託事業) 

【成果】 

 子どもから大人までが楽しめる、本財団オリジナルスポーツにチャレンジする機

会を提供することで、スポーツをより身近なものへと導くことができた。19 回目

となる今回も盛況に開催することができた。 

＊主催：藤沢市、本財団 

協賛：宝製菓株式会社、コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社、 

合資会社関水スポーツ 

協力：日本体育大学スポーツマネジメント学部 

実施日・場所 参加人数 参加費 

R6年2月18日(日) 

秩父宮記念体育館 

80組 大人 134人 

子ども148人 

合計282人 

大人500円 

子ども300円 

他団体等とのイ

ベント・大会・

教室 

【成果】 

 他団体や企業との共同開催や、スポーツイベントの招致・共催・後援等により、

地域性や環境を生かしたビーチスポーツやトップレベルの大会を開催した。また、

トップアスリートと市民がふれあい、参加することのできる機会等を提供し、市民

のスポーツ活動への関心を高めるとともに、広くスポーツの推進に努めた。 

◎主な共催・後援事業 ■共催・後援事業合計29件

実施日 事業名 参加者数 

R5年11月9日(木)～ 

R6年3月3日(日) 

秋葉台文化体育館ほか 

やまゆり杯小田急旗争奪第

47回神奈川県 

家庭婦人バレーボール大会 

後援 
313チーム延

べ6,000人 

R6年2月24日(土) 

藤沢市民会館小ホール 

令和5年度 

第39回スポーツ人の集い 
共催 270人 

オリンピック・

パラリンピック

関連事業 

(市受託事業) 

■第7回ふじさわセーリングフェスタ2023㏌江の島(再掲)

【成果】

 東京2020オリンピック競技大会セーリング競技会場の江の島ヨットハーバーに

て、オリンピック・レガシーを未来に繋ぐイベントとして、誰でも安心して乗船で

きるユニバーサル艇(ハンザクラス)を用いたセーリング体験イベントを実施した。

定員100人に対して、423人の申込があり、本事業の人気とニーズの高さを実感し

た。短い時間ではあるが、実際に自らの手で操船でき、普段体験できないセーリン

グの魅力と楽しさを体感できることが事業の人気と評価の高さの大きな要因とな

っている。 

＊主催：藤沢市、特定非営利活動法人セイラビリティ江の島、本財団 

実施日 場 所 参加者数 参加費 

①R5年 10月7日(土) 

②R5年 10月8日(日) 

江の島ヨット 

ハーバー 

湘南港 

① 44人

② ② 45人

合計89人

一般(中学生以上) 

700円 

小学生 200円 

障がい者 無料 
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事 業 名 内 容 

オリンピック・

パラリンピック

関連事業 

(市受託事業) 

■第7回ふじさわパラスポーツフェスタ2023(再掲)

【成果】

 障がい者の社会参加促進とパラスポーツの紹介を目的に市内の関係団体と実行

委員会を組織し、感染防止対策等の協議を重ね、万全な対策を講じてイベントを開

催した。 

＊主催：藤沢市、ふじさわパラスポーツフェスタ実行委員会 

(構成：藤沢市肢体障害者協会、神奈川県障がい者スポーツ指導者協議会、光友会、

東京ガス神奈川西支店、RVCハッスルかわせみ、神奈川湘南卓球クラブ、 

藤沢市アーチェリー協会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、一般社団法人善行 

大越スポーツクラブ、本財団) 

■第７回ふじさわボッチャ競技大会

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行されたことにより、一般の部には

予想を超える73チームの応募があり、抽選により参加チームを決定。障がいの有

無にかかわらず多くの参加者が集い、多様性を包括するインクルーシブスポーツの

代名詞となるボッチャ大会が盛況に開催できた。 

＊主催：藤沢市、横浜ボッチャ協会 

共催：本財団 

協力：藤沢市スポーツ推進委員協議会、一般社団法人藤沢市鍼灸マッサージ師会 

■ジュニアのためのスポーツ栄養講座(再掲)

【成果】 

 ジュニアアスリートとその指導者や保護者を対象にケガの予防や身体づくりの

基礎となる栄養の知識を専門のスポーツ栄養士から学ぶ機会を提供し、東京2020

オリンピック・パラリンピック競技大会からのレガシー事業のひとつとして開催し

た。コロナ禍ではオンライン講座として実施してきたが、4年ぶりの対面開催とし、

スポーツドリンクの試作と試飲などのミニ実習を交えて実施し、参加者からも好評

だった。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会 

共催：NPO法人湘南栄養指導センター、本財団 

実施日 場 所 参加者数 

R5年11月23 日(木祝) 秋葉台文化体育館 
※ﾌ゙ ﾗｲﾝﾄ゙ ｸﾗｲﾐﾝｸ゙ 体験のみ 

※ 参加者30人

R5年11月26日(日) 秩父宮記念体育館 
来場者計432人 

参加者延べ2,684人 
※秋葉台含む

実施日 場 所 参加チーム 

R6年3月17日(日) 秋葉台文化体育館 

51チーム 173人 

一般の部：47チーム 159人 

レクの部：4チーム 14人 

実施日 場 所 参加者数 

R6年3 月 23日(土) 秩父宮記念体育館 研修室 22人 
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2 指導者・ボランティア組織の充実 

(1) 指導者養成・派遣

事 業 名 内 容 

指導者養成・派遣

事業 

◆指導者派遣

【成果】 

 藤沢市役所各課・公民館等の関係機関や、藤沢市内小・中学校PTAからの依頼

による応急手当講習会・体操教室等の各種講習及び、藤沢市商店会連合会主催事

業のラジオ体操へ財団職員を派遣し、市民のスポーツ活動支援や市民の健康増進

を図るとともに、応急手当の普及・推進に努めた。また、慶應義塾大学SFC体育

科からの依頼により、非常勤職員として職員を派遣し、前期14回×2コマ、後

期14回×2コマでユニバーサルスポーツの体験機会を提供し、共生社会の実現

に向けて寄与した。また、地域総合型スポーツクラブである善行大越スポーツク

ラブから、専門的な見地に基づきアドバイスを行う相談役への派遣依頼があり、

本財団職員がクラブの事業運営に関わった。 

区 分 実 績 主な依頼元 

指導講師派遣 
43件76日 

116人 

市消防職員採用試験・市職員採用試験、

高齢者福祉センター、大学等 

実習等受入 10件32人 
中学校職場体験、県立高校インターンシ

ップ・公立学校教諭等研修 

大学非常勤講師 28回56時限 
慶應義塾大学SFC体育 

「体育１」・「ユニバーサルスポーツ」 

大学特任講師 2回2時限 

日本体育大学 

「生涯スポーツ論」（体育学部） 

「地方自治体にけるスポーツ推進の取

組」(スポーツ健康マネジメント研究室) 

インクルーシブス

ポーツ推進事業 

(市受託事業) 

■スポーツボランティア人材育成研修及びインクルーシブスポーツ体験講習

【成果】 

 地域のスポーツイベントを支えていただける方々を対象にスポーツボランテ

ィア基礎研修とボランティアリーダー研修を開催した。また、障がい者や高齢者

も同じフィールドで楽しめるインクルーシブスポーツを体験してもらい、多様性

を理解した人材を育成し、地域での共生社会の実現を目指した講習会を実施し

た。 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R6年2月24日(土) 

秩父宮記念体育館 
スポーツボランティア研修 22人 

R6年2月25日(日) 

秩父宮記念体育館 
ボッチャ・モルックを体験しよう！ 10人 

R6年3月9日(土) 

秩父宮記念体育館 
ブラインドウォーク・車いす体験！ 6人 

R6年3月20日(水祝) 

秩父宮記念体育館 
スポーツボランティアリーダー研修 24人 

合 計 62人 
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(2) ボランティア組織の運営

事 業 名 内 容 

｢スポーツサポー

ターバンク｣の管

理運営 

（成果） 

 市民のスポーツ・レクリエーション活動として、以下の13の事業をボランテ

ィアに協力いただき実施した。令和5年度は新たに33人の新規登録があり、年

度末のスポーツチャレンジフェスティバルには15人、ふじさわボッチャ競技大

会には8人のサポーターの協力があり、市民ボランティアを交えて盛り上がりの

ある大会を提供できた。 

令和5年度末 登録者数 令和5年度 延べ協力人数 

150人 13事業 79人 

◎協力依頼事業

①みらい子どもフェスタ

②おはよう！キュンとするまち。藤沢ラジオ体操（新規）

③湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会（新規）

④秋葉台キッズアクアスロン

⑤ふじさわセーリングフェスタ（新規）

⑥FUJISAWA SPORTS PARK（新規）

⑦ふじさわ観光ロゲイニング（新規）

⑧ふれあいスポーツ交流会(ローリングバレーボール＆ボッチャ)

⑨地域感謝祭㏌秩父宮記念体育館

⑩ふじさわパラスポーツフェスタ

⑪石名坂地域感謝祭

⑫スポーツチャレンジフェスティバル

⑬ふじさわボッチャ競技大会

障がい者スポーツ

関係団体の情報収

集・管理、活動の

場の提供 

(その他受託事業) 

【成果】 

 令和5年7月以降、藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会の事務局機能を本財団

が受任し、臨時総会をはじめ運営委員会やパラスポーツフェスタ専門部会など各

種会議を主体的に実施し、藤沢市における障がい者スポーツの課題や問題点を藤

沢市に要望書という形で共有し、環境整備や利用者の促進に寄与した。本財団の

生涯スポーツ推進委員会や各種会議に障がい者スポーツ連絡協議会からも委員

に就任していただき、障がい者の意見を反映させた施設管理、事業運営に努めた。

東京2020パラリンピック競技大会レガシーの一環として地域における共生社会

の実現促進のために開催した「パラスポーツフェスタ」を継続開催し、藤沢市独

自のパラスポーツイベントとして各関係団体とふじさわパラスポーツフェスタ

専門部会を構築し、パラスポーツ体験イベントを継続して企画した。 

■会議関係

■刊行物

・ 障がい者スポーツカレンダー

・ 機関誌『やってみ』第5号

実施日・場所 内 容 参加者数 

R5年4月～R6年 3月 

秩父宮記念体育館 
総会（全3回） 29人 

R5年4月～R6年 3月 

秩父宮記念体育館 
運営委員会（全5回） 45人 

R5年4月～R6年 3月 

秩父宮記念体育館 

パラスポーツフェスタ2023 

専門部会（全7回） 
63人 
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事 業 名 内 容 

チーム

FUJISAWA2020との

連携及び支援 

【成果】 

 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会のシティーキャストが主要

メンバーとなるチームFUJISAWA2020に登録している約2,000人のボランティア

協力者を対象にスポーツボランティアの基礎や心構えとなるスポーツボランテ

ィア養成研修会及びボラティアリーダー養成研修会とスポーツの多様性を体験

するインクルーシブスポーツ体験講習会を開催し、学習の機会を提供しながら、

ボランティアの人材育成に寄与した。 

 また、本財団のサポーターバンク登録を紹介し、地域での様々なスポーツイベ

ントにも携わっていただけるよう活動を促進した。 

(３) ユースワークふじさわ連携事業

事 業 名 内 容 

ユースワークふじ

さわ連携事業 

【成果】 

 「ユースサポート・ユースワークふじさわ」と連携し、不就労・不登校、ひき

こもりなど社会活動等に困難を有する若者に就労体験等社会体験の機会を提供

し、若者の自立支援に取り組むことができた。 

実施日 提供施設 受入事業 人数 

R5年12月10日(日) 秋葉台公園プール 元気祭 1人 

R6年2月18日(日) 秩父宮記念体育館 
スポーツチャレンジフェ

スティバルVOL.19 
2人 

＊連携先：ユースサポート・ユースワークふじさわ(特定非営利活動法人ユース

ポート横濱) 
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3 スポーツ施設の管理運営 

事 業 名 内 容 

藤沢市スポーツ

施設管理運営 

(指定管理業務) 

・秩父宮記念体育館 

・秋葉台公園
(秋葉台運動施設)

・八部公園
(鵠沼運動施設)

・石名坂温水プール 

【成果】 

 指定管理者として指定を受けた藤沢市内スポーツ施設並びに管理委託を受けた 

スポーツ広場の特性や利用者のニーズを反映し、安全・快適・効率性等に配慮し

た健全な管理運営業務を行い、市民サービスの向上に努めた。 

《体育館》 
■秩父宮記念体育館

 

 

■秋葉台文化体育館
R4 44,001件 214,444人 31,339,450円 

R4 57,275件 219,573人 26,344,652円 

開館日数 利用件数 利用者数 収入額

第１体育室 346日 1,401件 78,541人 11,030,988円

第２体育室 346日 1,291件 28,795人 3,783,312円

第３体育室 346日 1,478件 27,761人 2,028,260円

弓道場 346日 669件 7,807人 515,520円

大会議室 346日 340件 11,500人 553,800円

小会議室 346日 218件 7,976人 201,760円

和室 346日 91件 660人 157,280円

小計 …… 5,488件 163,040人 18,270,920円

第１体育室 99日 3,515件 3,515人 617,600円

第２体育室 52日 437件 437人 72,700円

第３体育室 91日 103件 103人 17,800円

弓道場 71日 260件 260人 26,700円

トレーニングルーム 333日 40,070件 40,070人 8,519,920円

サウナ・浴室 320日 17,028件 17,028人 5,140,600円

小計 …… 61,413件 61,413人 14,395,320円

66,901件 224,453人 32,666,240円

施設名

計

団
体

個
人

開館日数 利用件数 利用者数 収入額

メインアリーナ 346日 1,777件 65,121人 9,375,440円

サブアリーナ 346日 1,428件 31,123人 4,090,282円

武道場 346日 2,716件 35,131人 3,418,280円

軽体育室 346日 1,651件 20,488人 1,430,580円

弓道場 346日 749件 17,005人 1,361,640円

ミーテイングルーム 346日 232件 2,488人 51,000円

会議室A 346日 596件 9,405人 446,320円

会議室B 346日 315件 2,510人 105,120円

研修室 346日 460件 6,802人 248,760円

小計 …… 9,924件 190,073人 20,527,422円

メインアリーナ 54日 3,094件 3,094人 489,400円

サブアリーナ 12日 193件 193人 0円

武道室 126日 427件 427人 79,900円

弓道場 48日 521件 521人 59,800円

トレーニング室 334日 43,317件 43,317人 16,321,850円

小計 …… 47,552件 47,552人 16,950,950円

57,476件 237,625人 37,478,372円

施設名

団
体

個
人

計
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事 業 名 内 容 

藤沢市スポーツ

施設管理運営 

(指定管理業務) 

《テニスコート》 

《野球場》 

《球技場》 

《プール》 

 

 

 

※秋葉台公園プールの貸切等分は、プール利用料金とは別途、体育館で収納。(貸切等)件数はプール

利用件数に含まれません。 

《トレーニングルーム》 

 

※秩父宮記念体育館・秋葉台文化体育館のトレーニングの実績は個人使用と重複

《サウナ(浴室)》 

 

 

※秋葉台文化体育館のサウナ・浴室の実績は個人使用と重複

※秩父宮トレーニング室、秋葉台トレーニングルーム、秋葉台サウナ・浴室 重複分を除く実数

総合計
利用件数 利用者数 収入額 

494,147件 992,603人 165,694,690円 

R4 10,447件 54,755人 10,751,700円 

R4 465件 21,664人 2,033,286円 

R4 1,273件 76,573人 5,948,094円 

R4 255,340件 255,340人 49,281,410円 

R4 94,985件 94,985人 25,247,320円 

R4 38,745件 38,745人 12,363,950円 

R4 423,926件 897,474人 140,603,552円 

開館日数 利用件数 利用者数 収入額

八部テニスコート(北側) 337日 7,287件 44,841人 7,521,240円

八部テニスコート(南側) 337日 3,131件 16,581人 3,232,440円

10,418件 61,422人 10,753,680円

施設名

計

開館日数 利用件数 利用者数 収入額

282日 462件 35,047人 1,901,498円

462件 35,047人 1,901,498円計

施設名

八部公園野球場

開館日数 利用件数 利用者数 収入額

秋葉台公園球技場 346日 1,312件 76,478人 6,265,820円

1,312件 76,478人 6,265,820円

施設名

計

開館日数 利用件数 利用者数 収入額

八部公園プール 267日 109,337件 109,337人 21,583,900円

2件 0円

秋葉台公園プール 303日 111,608件 111,608人 24,130,760円

13件 857,500円

石名坂温水プール 295日 67,298件 67,298人 11,325,280円

288,243件 288,243人 57,897,440円

施設名

(貸切等)

(貸切等)

計

開館日数 利用件数 利用者数 収入額

秩父宮トレーニング室 334日 43,317件 43,317人 16,321,850円

334日 45,298件 45,298人 10,406,440円

333日 40,070件 40,070人 8,519,920円

128,685件 128,685人 35,248,210円

八部トレーニングルーム

秋葉台トレーニングルーム

施設名

計

開館日数 利用件数 利用者数 収入額

八部サウナ・浴室 290日 24,037件 24,037人 8,325,200円

秋葉台サウナ・浴室 320日 17,028件 17,028人 5,140,600円

41,065件 41,065人 13,465,800円計

施設名
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事 業 名 内 容 

ビーチレクリエ

ーションゾーン

の管理運営 

(市受託業務) 

 日本のビーチバレー発祥の地である鵠沼海岸常設コートの管理運営と安全管

理、美化啓発を関係団体と調整を執りながら効率的に行った。また、利用者が気

軽に利用いただけるようビーチバレーボールの貸し出しを行い、施設の利用促進

を図るとともに、コート状況を随時 X(旧 Twitter)にて発信し、利用者の利便性

向上とビーチスポーツの普及・推進に努めた。 

開場日数 ビーチバレーボール貸出件数 

333日 667件 

秋葉台公園のス

ケートボード広

場の管理 

令和4年度に開設されたスケートボード広場を市民が安全・安心・快適に利用

できるよう、藤沢市と協力し、管理運営を行った。 

開場日数 会場時間 

346日 
4月～9月 8：30～18：00 

10月～3月 8：30～16：30 

施設運営委員会

の開催 

地域に密着した施設運営を行うため、鵠沼地区に所在する秩父宮記念体育館と

鵠沼運動施設事務所が合同で同地区内の自治会等の地域関係者に参画を依頼した 

「施設運営委員会」を設置し、委員会を開催した。 

開催日 開催場所 参加委員数 

R5年10月18日(水) 秩父宮記念体育館 7人 

スポーツコンシ

ェルジュの運用 

市民がスポーツ・運動のコンテンツを検索できるWebシステム(スポーツコンシ

ェルジュ)を引き続き運用し、利便性の向上に努めた。ホームページをご覧いただ

いた方からお電話や対面でも運動相談等のお問い合わせをいただき、ご案内する

ことができた。 

R5年度 HPアクセス数：489件 
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４ その他 

事 業 名 内 容 

広報・情報事業 ① ホームページの拡充

【成果】 

 財団のホームページで、施設案内や教室・大会等の案内、各事業の募集を定期

的に更新するだけでなく、見だし機能を充実させ定期的に情報提供をすることで、

より目に付きやすく、わかりやすい情報提供を行いスポーツに関する情報につい

て幅広く提供し、市民の関心を深めることができた。 

② 施設における情報案内

【成果】 

 各施設にラグビーワールドカップ2023フランス大会の情報コーナー等を設置

し、気運醸成に寄与した。スポーツに関するイベント・大会等の情報を提供する

とともに、コーナーの一部を市内スポーツサークルや施設利用登録団体等に活用

していただき、市民のスポーツ活動を支援した。 

 また、様々な関連情報をタイムリーに掲示し、お客様が見やすく、確認しやす

い環境づくりを図り、施設利用者の利便向上に努めた。 

 市民マラソンのFacebookやスポーツ事業課のX(旧Twitter)、Instagramなど

SNSや動画サイトを活用した情報発信を本格的にスタートさせて、さらなる拡充に

努めた。 

③ マスコットキャラクター「みらぞう」の活用

【成果】

 協力依頼があったイベントや動画配信へ本財団のキャラクター「みらぞう」を

派遣し、財団のPR活動に努めた。 

④ スポーツ事業課YouTubeチャンネルの開設

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症の影響もなくなり、施設利用者もコロナ禍前の活気

を取り戻してきたが、HPを活用したトレーニング動画の配信は引き続き行い、施

設に来ることが困難な方々にも運動の機会が提供できるよう努めた。また、市民

マラソンのPR動画を新たに作成し、集客に努めた。掲載動画：計46本 

※チャンネル登録者 1,022人(287人増2024年 3月31日現在)

主な派遣事業派遣日 参加事業名・内容(場所) 

R5年7月23日(日) 
おはよう！キュンとするまち。藤沢ラジオ体操 

秋葉台公園球技場 

R6年2月18日(日) 
スポーツチャレンジフェスティバルVOL.19 

秩父宮記念体育館 

配信日 動 画 テーマ(作成本数) R5年間視聴回数 

R2年5月中旬～ おうちでエクササイズ関連動画 10,108回 

R2年8月上旬～ ラジオ体操関連動画(10本) 1,238回 

R2年9月下旬～ セーリング体験動画(1本) 354回 

R2年11月上旬～ 水中ウォーキング関連動画(4本) 59,212回 

R5年5月中旬～ 湘南藤沢市民マラソン関連（4本） 5,045回 

合 計 75,957回 
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事 業 名 内 容 

スポーツ施設マ

ップ作成・配布 

【成果】 

 藤沢市が管理するスポーツ施設の位置や利用種目等を、地図上に視覚的にわか

りやすく紹介するとともに、市内のウォーキング・ジョギング・サイクリング推

奨コースを紹介した「藤沢市スポーツ施設マップ」を2,000部作成し、市民がよ

りスポーツ活動に親しめるよう配慮した。 

スポーツ青少年

等奨励事業 

【成果】 

 藤沢市・藤沢市教育委員会及び藤沢市体育協会主催の「第39回スポーツ人の

集い」を共催し、次世代を担うスポーツ青少年の奨励事業やトップアスリートを

招いた講演会の支援をし、慶應義塾高等学校野球部前監督の上田 誠氏を招き、

『エンジョイスポーツ』をテーマに講演いただいた。 

実施日 場 所 参加者数 

R6年2月24日(土) 藤沢市民会館 小ホール 270人 

スポーツ用品等

貸し出し 

【成果】 

 気軽に施設を利用していただけるよう、ロッカーの期間レンタルや開放種目の

スポーツ用具・プール用品・ドライヤーの貸し出しを行った。また雨傘の貸し出

しを行い、お客様の利便性の向上を図った。 

施設名 主なレンタル品目 収入額 

秩父宮記念体育館 

ボール・ラケット・シュー

ズ・ロッカー・ダンスパネ

ル・ボッチャセット等 

391,350円 

鵠沼運動施設 
ロッカー・シューズ・プー

ル用品等  
97,900円 

秋葉台運動施設 

ボール・ラケット・シュー

ズ・ビブス・デジタイマー・

アクアヌードル等  

263,100円 
(内プール124,800円) 

石名坂温水プール 
卓球ラケット・アーム浮

輪・マルチボード等  
88,300円 

合 計 840,650円 

※ビート板、度付ゴーグル、ドライヤー、雨傘は、無料貸し出し。

常設ボッチャコ

ートの設置 

【成果】 

 秩父宮記念体育館軽体育室にラインテープによるライン設計を施した。開放事

業のボッチャ利用者がサークルを設立して定期的に活動を開始したため、少しず

つ利用件数が伸びてきている。また、ブルーシートを使った簡易コートも作成し、

他の部屋や屋外でのイベントに貸し出した。 

  R5年度 秩父宮記念体育館 軽体育室  ボッチャ使用件数 15件 
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事 業 名 内 容 

藤沢市スポーツ

施設使用料収納

及び支出事務 

桐原公園他5公

園施設使用料収

納及び支出事務 

【成果】 

 藤沢市から受託した藤沢市学校屋外運動場夜間照明設備使用料収納及び藤沢市

スポーツ施設使用料支出事務、並びに、他の指定管理者が管理する有料施設の予

約受付事務について貸出業務協定を締結し、適正かつ円滑に予約・収納・支出事

務を執行した。これにより、管理者が別々のスポーツ施設の事務を一本化するこ

とができ、利用者の混乱を防ぐとともに利便性の向上が図られた。 

■各施設窓口での収納及び支出事務状況(藤沢市分)

受付窓口名 取扱件数 取扱金額 
現年度 

還付件数 
金 額 

過年度 

還付件数 
金 額 

秩父宮窓口 348件 558,200円 44件 88,800円 6件 9,300円 

鵠沼窓口 318件 331,800円 45件 35,690円 5件 3,600円 

秋葉台窓口 821件 990,700円 113件 161,300円 6件 8,000円 

石名坂窓口 105件 135,200円 7件 12,240円 4件 5,600円 

合 計 1,592件 2,015,900円 209件 298,030円 21件 26,500円 

■他団体指定管理者管理施設の窓口での取扱状況

施設名 取扱件数 手数料収入 

秩父宮記念体育館窓口 3,194件 638,800円 

鵠沼運動施設窓口 6,415件 1,283,000円 

秋葉台運動施設窓口 6,048件 1,209,600円 

石名坂温水プール窓口 562件 112,400円 

合 計 16,219件 3,243,800円 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号）】 

１ 物品販売事業及び駐車場管理運営事業 

(1) スポーツ施設での自動販売機設置、物品販売

事 業 名 内 容 

自動販売機での

飲料水等販売及

び 

スポーツ用品等

物品販売 

【成果】 

 施設でのスポーツ用品の販売や自動販売機による飲料水等を販売することによ

り、お客様へのサービスを向上させた。また、藤沢市から継承した「JOCオリンピ

ック自動販売機」については、オリンピック･パラリンピックレガシーとして引き

続き設置し、施設利用者へのサービス向上並びに自主財源の確保に努めた。全て

の手数料において昨年度実績を上回ることができた。 

区 分 収入額 

自動販売機手数料 11,214,196円 

区 分 収入額 

物品販売手数料 2,997,968円 

臨時販売行為手数料 1,664,320円 

合 計 4,662,288円 
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(2) スポーツ施設に付帯する駐車場の管理運営

事 業 名 内 容 

駐車場管理運営 【成果】 

 スポーツ施設を利用するにあたり、多くの用具を持参する利用者等への利便性

の向上のため、スポーツ施設付帯の駐車場の管理運営を安全かつ適正に行った。 

施設名 開場日数 利用台数 収入額 

八部公園駐車場 337日 113,518台 7,794,960円 

秋葉台公園駐車場 346日 228,236台 23,226,050円 

石名坂温水プール 

駐車場 
301日 18,419台 745,440円 

合 計 360,173台 31,766,450円 

2 その他市受託事業 

(1) 藤沢市から受託するスポーツ広場の管理運営

事 業 名 内 容 

スポーツ広場管

理運営 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市から受託したスポーツ広場の管理について、市民の安全なスポーツ活動

の場として提供し、グラウンド整備等の環境維持に努めるとともに施設案内・鍵

の貸出など、利便性の向上に努めた。 

施設名 開場日数 件数 人数 

女坂スポーツ広場球技場 335日 374件 15,624人 

女坂スポーツ広場野球場 335日 386件 8,615人 

葛原スポーツ広場 257日 292件 8,356人 

天神スポーツ広場 257日 308件 13,669人 

合 計 1,360件 46,264人 

(2) 藤沢市教育委員会から受託する校外水泳事業の実施

事 業 名 内 容 

校外水泳事業実

施業務 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市の「学校プール集約化に関する方針」に基づき、秋葉台小学校の水泳授

業を秋葉台公園プールの屋内温水プールを活用し実施した。実施にあたり、授業

が安全に行われるよう補助業務に努めた。 

学校名 期間 授業数 参加者数 

藤沢市立秋葉台小学校 
R5年5月22日(月)～ 

11月 27日(月) 
16回 1,392人 
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(３) 藤沢市から受託する地域プロスポーツ交流事業（再掲）

事 業 名 内 容 

地域プロスポー

ツ交流事業 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市から受託した地域プロスポーツ交流事業について、藤沢市を拠点として

いるプロスポーツチームと連携を図り、市民を対象としたスポーツ教室やクリニ

ック等を開催し市民の方がスポーツをする楽しさを感じ取ってもらうように努め

た。また、現役プロスポーツ選手と触れ合うことでチームの知名度を広められる

ように努めた。 

■みらい子どもフェスタin八部公園

・本財団イベントに選手派遣依頼をし、開催当日に各体験ブースを設置し、多く

の参加があった。

■みらい子どもフェスタin秩父宮記念体育館

・本財団イベントに選手派遣依頼をし、シュートチャレンジ体験ブースと３×３

エキシビションマッチを設置し、多くの参加があった。

■みらい子どもフェスタin 秋葉台公園

・本財団イベントに選手派遣依頼をし、サッカー体験コーナーを設置し、多くの

親子連れの参加があった。

■神奈川フューチャードリームス公式チアパフォーマンスチーム「Dream Girls」

チアダンススクール

※7月上旬から10月下旬までの週1回の開催で参加者数は全14回の合計人数。

実施日 協力チーム名 参加者数 

R5年5月3日(水祝) 

神奈川フューチャードリームス 

(野球:スピードガンコンテスト 選手3人)
770人 

湘南ユナイデットBC 

(シュートチャレンジ 選手4人) 
709人 

実施日 協力チーム名 参加者数 

R5年5月4日(木祝) 

湘南ユナイテッドBC 

(３×３ エキシビションマッチ 選手4人)
284人 

湘南ユナイデットBC 

(シュートチャレンジ 選手4人) 
615人 

実施日 協力チーム名 参加者数 

R5年5月5日(金祝) 
湘南ベルマーレ×サッカーコーナー 

(キックターゲット他)
228人 

実施日 回数 場所 参加者数 

R5年7月～10月 全14回 
秩父宮記念体育館 

4階 軽体育室 
112人 
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事 業 名 内 容 

地域プロスポー

ツ交流事業 

(市受託事業) 

■湘南ユナイテッドBCバスケットボールクリニック

【成果】 

市内の小学生がプロバスケットボールチーム「湘南ユナイテッドBC」のトップ

アスリートから、直接指導が受けられる機会を提供した。 

＊主催：藤沢市バスケットボール協会、本財団 

協賛：スポーツデポ、アイスコ 

講師：湘南ユナイテッドBC 所属選手 

■藤沢市八部公園野球フェスティバルWith フューチャードリームス

■湘南ユナイテッドBC公式戦ホームゲーム エスコートキッズ

■湘南ユナイテッドBC公式戦ホームゲーム 小学生フロアーワイパー

■湘南ベルマーレPresents 湘南スポーツキッズフェスタ

＊主催：藤沢市(湘南広域都市行政協議会)、本財団 

協力：株式会社湘南ベルマーレ 

実施日・場所 事業名 参加者数 

R5年8月1日(火) 

秩父宮記念体育館 
バスケットボールクリニック 106人 

実施日 場  所 参加者数 

R5年10月28日(土) 八部公園野球場 160人 

実施日 場  所 参加者数 

R5年11月4日(土) 

山口パッツファイブ戦 
秋葉台文化体育館 

10人 

R6年3月16日(土) 

金沢武士団戦 
10人 

実施日 場  所 参加者数 

R5年11月4日(土) 

山口パッツファイブ戦 
秋葉台文化体育館 

7人 

R6年3月16日(土) 

金沢武士団戦 
8人 

実施日 場  所 参加者数 

R5年12月17日(日) 秋葉台公園球技場 120人 
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(４) 藤沢市から受託するインクルーシブスポーツ推進事業(再掲)

事 業 名 内 容 

インクルーシブ

スポーツ推進事

業 

(市受託事業) 

■ボランティア人材育成とインクルーシブスポーツ啓発事業
【成果】
 地域のスポーツイベントを支えていただける方々を対象にスポーツボランティ

ア基礎研修と障がい者や高齢者も同じフィールドで楽しめるインクルーシブスポ

ーツを体験してもらい、多様性を理解した人材を育成し、地域での共生社会の実現

を目指した講習会を実施した。 

＊主催：藤沢市、公益財団法人日本財団ボランティアセンター、本財団 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R6年2月24日(土) 

秩父宮記念体育館 
スポーツボランティア研修 22人 

R6年2月25日(日) 

秩父宮記念体育館 
ボッチャ・モルックを体験しよう！ 10人 

R6年3月9日(土) 

秩父宮記念体育館 
ブラインドウォーク・車いす体験！ 6人 

R6年3月20日(水祝) 

秩父宮記念体育館 
スポーツボランティアリーダー研修 24人 

合 計 62人 

(５) 藤沢市教育委員会から受託する中学校部活動地域移行推進業務

事 業 名 内 容 

中学校部活動地

域移行推進業務 

(市受託事業) 

【成果】 

 藤沢市教育委員会から受託した中学校地域移行推進業務について、モデルケー

スとなる活動実践のなかから課題や問題点を共有し、未来のより良い部活動のあ

り方や環境を整備するために、意見交換会や指導者研修を実施し、藤沢市におけ

る部活動地域移行のあり方を探求し、情報共有した。 

■滝の沢中学校陸上競技部 土・日曜日実施管理運営業務

■意見交換会

■コンプライアンス研修

■安全管理研修

実施期間 回数 場所 参加者数 

R5年4月～R6年 3月 全26回 
滝の沢中学校

校庭 

指導者 7人 

生徒37人 

実施日 場  所 参加者数 

R5年8月7日(月) 

18:30～20：00 
秩父宮記念体育館 会議室Ａ 

指導者 4人 

部活動顧問1人 

教育指導課2人 

事務局3人 

実施日 場  所 参加者数 

R5年10月28日(土) 秩父宮記念体育館 研修室 指導者 3人 

実施日 場  所 参加者数 

R5年11月19日(日) 秩父宮記念体育館 武道室 指導者 3人 
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芸術文化事業
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Ⅰ 事 業 総 括 

 令和５年度の芸術文化事業は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したこともあり、計

画をしていたすべての事業を実施することができ、藤沢市における芸術文化の振興を図るとともに、

地域社会における文化交流の一翼を担うことができました。 

 事業の実施にあたっては、「経営計画２０２４」に掲げた「収益源の多様化による自主財源の確保

と拡大」、「社会環境の変化に対応した事業・サービスの展開」、「本財団のスケールメリットを生

かした事業や各部門の横断的事業」などに取り組むとともに藤沢市民会館の再整備に向けた様々な課

題に取り組みました。 

 まず、「収益源の多様化による自主財源の確保と拡大」では、「文芸ふじさわ」の個人協賛を開始

したほか、コロナ禍により減少傾向であったチケットの委託販売を積極的に受け入れるなど、様々な

収入源を確立し、安定的・継続的な事業運営に向けた自主財源の確保に努めました。 

 次に「社会環境の変化に対応した事業・サービスの展開」では、オンラインチケット販売システム

を導入し利用者の利便性を向上させる一方、デジタル化が進む社会の中で高齢者やインターネットが

苦手の方にも対応したサービスとして、コロナ禍により中止していた窓口でのチケット販売の再開や

公演チラシの郵送など、多方面からのアプローチによるサービスの展開に努めました。 

 「本財団のスケールメリットを生かした事業や各部門の横断的事業」においては、青少年事業課と

の協働により、藤沢市少年の森で「森の音楽会」を開催し、子どもからお年寄りまで幅広い年齢層の

方に鑑賞していただきました。少年の森をあまり利用しない市民にも施設を知ってもらう機会となっ

たとともに普段少年の森を利用している市民にも音楽の鑑賞機会を提供できました。 

 藤沢市民会館の再整備に向けては、再整備中の事業について検討したほか、藤沢市民オペラの現市

民会館最後の公演や休館中の市民オペラ公演等について、藤沢市民オペラ制作委員会で検討を行いま

した。 

 藤沢市民オペラは、２０２２-２０２４シーズン２年目の公演であるＧ．ロッシーニ作曲の「オテッ

ロ」を演奏会形式で上演しました。園田隆一郎芸術監督の指揮のもと、プロの実力派ソリストと市民

による合唱及びオーケストラの奏でるハーモニーに観客は引き込まれ、素晴らしい舞台を創り上げる

ことができました。また、市民オペラ５０周年記念事業として、昭和音楽大学舞台政策研究所との協

働により、連続講座「市民オペラの５０年」を開催し、直前にせまった「オテッロ」のＰＲ並びに芸

術家と制作者とのパネルディスカッションにより、市民オペラの本質について知識を広げる機会とな

りました。 

 芸術文化の創造の機会の提供としては、アウトリーチ事業(学校訪問事業)として、市内の小・中・

高等学校にアーティストや芸術家を派遣し、２１校延べ３,０００人近い子どもたちに鑑賞や体験を通

して芸術文化の素晴らしさを伝えることができました。また、本財団が初めて取り組んだサマースク

ールにおいて、藤沢市美術家協会の協力のもと、紙版画制作と絵画のアート体験を行ったほか、「こ

どもオペラ」の鑑賞体験を実施したことで、子どもたちが芸術にふれ、興味関心を持つきっかけを提

供することができました。 

 芸術文化の普及については、普段演奏会などに出かけにくい乳幼児とその保護者が、一緒に生の音

楽を楽しめる「ワンコイン・コンサート」、気軽に本格的な音楽に親しめる「ロビーコンサート」を

開催したほか、各団体との共催によりコンサートや合唱祭、落語など数多くの事業を実施しました。 

 今後も藤沢市の芸術文化の象徴である「藤沢市民オペラ」を軸に、多種多様なジャンルの事業を展

開するとともに、次世代を担う子どもたちに体験や鑑賞の機会を提供することで、藤沢市の芸術文化

の発展、市民の活き活きとした地域文化溢れる豊かな市民生活の形成に寄与してまいります。 
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Ⅱ 事業の実施状況 

【芸術文化の振興を目的とする事業(定款第4条第1項第3号）】 

１ 芸術文化事業の企画及び開催 

(1) 音楽・演劇鑑賞機会の提供

事 業 名 内 容 

こどもオペラ 

「3匹のこぶた」 
【成果】 

 オペラをキッズソングや手遊び歌なども交えて子ども向けにアレンジした「こ

どもオペラ」を開催した。午前の部・午後の部の2回公演とし、午前は未就学児

対象・午後は小学生以上を対象として開催したところ、午前の部はチケットが完

売する売れ行きとなった。アンケートの結果も大変好評であった。 

実施日・場所 R5年8月26日(土)  市民会館小ホール 

出演者等 金田秋果(ソプラノ)、市川泰明(テノール) 他 

入場料 
大人1,000円 子ども(3歳から中学生以下)500円 

全席指定 

来場者数 午前の部：404人／午後の部：301人 

入場券販売実績 773枚(2公演) 

松竹大歌舞伎 

藤沢公演 

【成果】 

 公文協大歌舞伎藤沢公演実行委員会と共催し、日本の代表的伝統芸能である歌

舞伎を開催した。低料金で身近に感じていただく良い機会となった。 

第1部「玩辞桜十二曲の内『土屋主税』」と第2部「長唄囃子連中『汐汲』」

を上演し、鑑賞された方からは歌舞伎を堪能したとの声を多くいただいた。 

実施日・場所 R5年9月14日(木) 市民会館大ホール 

出演者等 中村鴈治郎、中村亀鶴、上村吉弥 他 

入場料 
SS席6,500円 S席6,000円 A席5,000円 U-25（2階席） 

1,000円 全席指定 

来場者数 昼の部789人/夜の部365人 

入場券販売実績 853枚(2公演) 

＊主催：公文協大歌舞伎藤沢公演実行委員会 

(構成団体)藤沢市、本財団、藤沢商工会議所、公益社団法人藤沢市観光協会、

藤沢市民会館サービス・センター株式会社、一般社団法人藤沢市商店会連合会、 

公益財団法人湘南産業振興財団、江の島振興連絡協議会、江ノ島観光協会、一

般社団法人青年会議所 
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事 業 名 内 容 

Jazz Lounge vol.3

青木カレン・プレ

ミアム・ライヴ 

【成果】 

 多様な音楽事業を展開するため JAZZ ライブコンサートを開催した。チケット

は前売りで完売となり、アンケートの満足度の項目で「良い」以上の評価が100％

であった。特にワンドリンク付のチケット代、出演者の演奏、会場の雰囲気など

が高評価であった。 

 「湘南ふじさわジャズミーティング」とも連携し、広報宣伝することができた。 

実施日・場所 R5年10月28日(土) 市民会館第一展示集会ホール 

出演者等 
青木カレン(ヴォーカル)、石川周之介(サックス・フルート)、

友田ジュン(ピアノ)、楠井五月(ベース)、藤井学(ドラム) 

入場料 3,500円  全席自由［ワンドリンク付き］ 

来場者数 114人 

入場券販売実績 112枚 

トム・プロジェク

トプロデュース 

「沼の中の淑女

たち」 

【成果】 

コロナ禍を経て4年ぶりに演劇事業を開催した。 

 演劇を企画する際にはトレンドに併せ、ニーズに応える内容にしたいと考え、

本公演をセレクトした結果、チケット販売率は96％とほぼ満席となった。 

アンケートでは、人気と実力のある俳優の出演や内容(あらすじ)をみて購入し

たとの声が多くあった。これを機にまた「演劇をみたい」という声もあり来年度

の来場者へ繋ぐことができたと考える。 

来場者の満足度も高く、ニーズに合った芸術文化にふれる機会を提供できた。 

実施日・場所 R5年10月31日(火) 湘南台文化センター市民シアター 

出演者等 羽田美智子 柴田理恵 阿知波悟美 長尾純子 森川由樹 

入場料 3,000円 U-25 1,500円 全席指定 

来場者数 475人 

入場券販売実績 556枚 

稲 垣 潤 一

CONCERT2024 
【成果】 

 東京労音との共催事業として数々のヒット曲で日本を代表する歌手の稲垣潤

一のコンサートを実施した。人気歌手のため開催の約1か月前には完売をした。 

実施日・場所 R6年2月10日(土) 市民会館大ホール 

出演者等 稲垣潤一 

入場料 
S席7,000円 A席 6,800円 小中学生 1,000円(Ro-Onチ

ケットのみ取扱い)全席指定 

来場者数 1,204人 

入場券販売実績 351枚(本財団販売分) 

＊主催：東京労音  共催：本財団 
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事 業 名 内 容 

J.S.バッハ 

平均律クラヴィ

ーア曲集第2巻全

曲演奏会 24 人

24色 

【成果】 

 藤沢・湘南にゆかりのあるピアニスト24人の演奏会の第2弾。J.S.バッハ畢

生の名曲である平均律第 2 巻 24 曲全曲を 24 人の奏者で演奏する事業を実施し

た。音楽表現の多様性、人間の持つ個性の認識、ピアノ音楽の美しさなどを聴衆

に伝え、バッハの成し遂げた創作を知ってもらう機会となった。 

実施日・場所 R6年3月10日(日) 市民会館大ホール 

出演者等 深沢亮子 、小坂圭太、野田清隆、古川五巳、三原未紗子 他 

入場料 3,000円 高校生以下2,000円 全席自由 

来場者数 420人 

入場券販売実績 22枚(本財団販売分) 

＊主催：藤沢音楽家協会 共催:本財団 
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(２) 市民との協働で作り上げる総合舞台芸術の実施

事 業 名 内 容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 

シーズン 

■江の島国際芸術祭「藤沢市民オペラ スペシャルコンサート」

「第 2 回江の島国際芸術祭」と「藤沢市民オペラ」がコラボレーションし、

スペシャルコンサートを龍口寺境内特設ステージで開催した。当日は 500 人も

の方がお越しになり、盛況のうち終えることができた。オペラファンだけでは

なく近隣の方をはじめとする多くの市民に観覧いただき、藤沢市民オペラを広

くPRすることができた。 

 

 

■「園田隆一郎のオペラを 100 倍楽しむ方法」シリーズ

【成果】 

 毎年の藤沢市民オペラの公演にちなんだ出演者や、テーマに沿ったソリストと

藤沢市民オペラ芸術監督の園田隆一郎氏によるコンサート。 

 毎回一流のソリストと園田氏による掛け合いでのコンサートとなっており、

来場者からの評価は高い。ここ何年か、チケット販売が伸び悩んでいる状況だ

ったが、「Vol.18～ニューイヤー・コンサート」については、世界で活躍をす

る脇園彩、日本を代表するベル・カントテノールの小堀勇介の出演によって多

くのお客様にご来場いただくことができた。 

Vol.17 ～藤沢ロッシーニシリーズ第3弾『オテッロ』直前スペシャル～ 

実施日・場所 R5年10月7日(土) 市民会館小ホール 

出演者等 
砂川涼子(ソプラノ)、山本康寛(テノール)、園田隆一郎 

(ピアノ・お話) 

入場料 3,500円 全席指定 

来場者数 280人 

入場券販売実績 180枚 

Vol.18 ～ニューイヤー・コンサート2024～ 

実施日・場所 R6年1月6日(土) 市民会館大ホール 

出演者等 
脇園彩(メゾソプラノ)、小堀勇介(テノール)、園田隆一郎

(ピアノ・お話) 

入場料 3,500円 全席指定 

来場者数 459人 

入場券販売実績 462枚 

開催日・場所 R5年5月31日(水) 龍口寺境内特設ステージ 

出演者等 
小林厚子(ソプラノ)、工藤和真(テノール)、園田隆一郎 

(ピアノ) 

来場者数 500人 
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事 業 名 内 容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 シーズ

ン 

■藤沢市民オペラ50周年記念 G.ロッシーニ「オテッロ」演奏会形式

【成果】 

 本公演は、芸術監督の園田隆一郎氏が敬愛してやまない作曲家ロッシーニのオ

ペラ・セリア(シリアスなオペラ)を、演奏会形式で実施をした。藤沢市民オペラ

にてロッシーニのオペラ・セリアを取り扱ったのは 2016 年「セミラーミデ」、

2019年「湖上の美人」に続いて3回目となる。 

園田芸術監督をはじめとする音楽スタッフによる指導のもと、藤沢市民交響楽

団、藤沢市合唱連盟と日本を代表するプロの声楽家が力を結集し、非常に完成度

の高い公演となった。その結果、来場アンケートでは 98％の方に満足いただく

ことができた。 

＊共催：藤沢市・藤沢市教育委員会 

協力：藤沢市民会館サービス・センター 

助成：一般財団法人地域創造、公益財団法人三菱UFJ信託芸術文化財団 

実施日・場所 R5年11月26日(日)  市民会館大ホール 

出演者等 

宮里直樹、砂川涼子、妻屋秀和、小堀勇介、山本康寛、中

島郁子、平尾啓、石井基幾(声楽家)、藤沢市民交響楽団(管

弦楽)、藤沢市合唱連盟(合唱)、園田 隆一郎(指揮者) 

入場料 
S席6,000円 A席 5,000円 B席 3,500円 C席 2,500円 

U-25(B席・C席対象)500円 全席指定 

来場者数 1,030人 

入場券販売実績 1,007枚 

111



事 業 名 内 容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 

シーズン 

■オペラ体験授業

【成果】 

 市内の児童生徒に本物の体験をしてもらうことを目的に、プロのソリストや藤

沢市民オペラの指揮者・合唱指導者を市内の学校に派遣した。 

 どの学校でも児童・生徒が真剣に聞き入っており、プロフェッショナルの技術

を生で感じてもらえるよい機会であり、次年度も継続する必要のある事業だとい

える。藤沢市民オペラの PR など、単にアウトリーチを行うだけでない成果もあ

った。 

また、学内の合唱コンクール、卒業式に向けての合唱指導では、学外の専門家

による的確な指導で、短い時間で大きな成果(変化)が見られた。 

実施日・場所 内 容・講 師 参加者数 

R5年9月12日(火) 

  13日(水) 

第一中学校 

合唱指導 

柴田慎平 
226人 

R5年12月11日(月) 

藤沢支援学校高等部 

オペラ体験授業 

山本康寛、園田隆一郎 
110人 

R5年12月14日(木) 

御所見中学校 

オペラ体験授業 

山本康寛、園田隆一郎 
141人 

R6年1月25日(木) 

藤沢西高等学校 

(希望者のみ) 

オペラ体験授業 

平尾啓、八木智子 
7人 

R6年2月20日(火) 

高砂小学校 

合唱指導 

柴田慎平 
92人 

R6年3月8日(金) 

明治小学校 

合唱指導 

藤原規生 
135人 

■第25回藤沢市民オペラ歌劇『魔笛』ソリスト公開オーディション

【成果】 

 第25回藤沢市民オペラW.A.モーツァルト「魔笛」に出演するソリストの公開

オーディションを開催した。CDによる音源審査通過者77人を対象に舞台での歌

唱審査及びドイツ語の台詞審査を行った。配役12役(ダブルキャスト24人)に対

し、300 人近い応募があり、新進気鋭のソリストや実力派ソリスト 21 人が選考

された。 

実施日・場所 R5年6月23日(金)、24日(土)  市民会館大ホール 

総応募者数 297人 

1次審査合格者 77人 

2次審査合格者 21人 

112



事 業 名 内 容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 

シーズン 

■連続公開講座「市民オペラの50年」

【成果】 

 市民オペラ発祥ともされる藤沢で、市民オペラ誕生から50年の機会をとらえ

2回にわたり文化・芸術に精通している各分野の方々を講師に迎え議論・検証を

行った。また、「講座2市民オペラとは何か」においては、藤沢市民オペラ『オ

テッロ』の直前のスペシャル企画として実施した。現場を担う芸術家と制作者

が議論をし、公演前に市民オペラの本質について知識を広げ公演を盛り上げる

ことができた。 

講座1 芸術×市民：70年代日本の文化形成 

実施日・場所 R5年11月13日(月) オンライン 

出演者等 
吉見俊哉(國學院大學教授)、辻英史(法政大学教授)、石田

麻子(昭和音楽大学教授) 

参加料 無料 

参加者数 147人 

＊主催：昭和音楽大学舞台芸術政策研究所オペラ研究所 共催：本財団 

協力：集英社 

講座2 市民オペラとは何か 

実施日・場所 
R5年 11月 17日(金) 市民会館第一展示集会ホール・オン

ライン 

出演者等 

園田隆一郎(藤沢市民オペラ芸術監督)、岩田達宗(ひろしま

オペラルネッサンス芸術監督)、鈴木伊能勢(三河市民オペ

ラ制作委員長)、石田麻子(藤沢市民オペラ制作委員) 

参加料 無料 

参加者数 124人 

＊主催：本財団 共催：昭和音楽大学舞台芸術政策研究所オペラ研究所 

協力：集英社 

113



(３) 芸術文化の創造の機会の提供

事 業 名 内 容 

アウトリーチ事

業(学校訪問事

業) 

【成果】 

 様々なジャンルのアーティスト、芸術家を藤沢市内の小中学校に派遣し、鑑賞

や指導、体験を通じて次世代の藤沢を担う子どもたちに芸術文化の素晴らしさを

伝えた。 

 どの学校でも児童・生徒が真剣に聞き入っており、プロフェッショナルの技術

を生で感じてもらえるよい機会となり、非常に有意義な事業となった。 

実施日・場所 内 容・講 師 参加者数 

R5年7月10日(月) 

富士見台小学校 

(特別支援学級) 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」 

10人 

R5年7月14日(金) 

鵠南小学校 

雅楽鑑賞・体験 

藤沢雅楽協会 
82人 

R5年9月5日(火) 

善行小学校 

箏の鑑賞・体験 

高畠一郎 
74人 

R5年9月21日(木) 

秋葉台中学校 

雅楽鑑賞・体験 

藤沢雅楽協会 
345人 

R5年10月20日(金) 

高倉中学校 

金管鑑賞・体験 

スモークドブラスクインテット 
123人 

R5年10月25日(水) 

秋葉台小学校 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」 

111人 

R5年11月15日(水) 

駒寄小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
171人 

R5年11月16日(木) 

大鋸小学校 

箏の鑑賞・体験 

喜羽美帆・岡戸朋子 
130人 

R5年11月29日(水) 

白浜養護学校 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」 

154人 

R5年12月6日(水) 

天神小学校 

雅楽鑑賞・体験 

藤沢雅楽協会 
78人 

R5年12月11日(月) 

六会小学校 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」

153人 

R5年12月15日(金) 

浜見小学校 

金管鑑賞・体験 

スモークドブラスクインテット 
331人 
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事 業 名 内 容 

アウトリーチ事

業(学校訪問事

業) 

【成果】 

実施日・場所 内 容・講 師 参加者数 

R6年1月26日(金) 

石川小学校 

箏の鑑賞・体験 

高畠一郎 
102人 

R6年2月9日(金) 

大庭小学校 

金管鑑賞・体験 

スモークドブラスクインテット 
244人 

R6年2月26日(月) 

本町小学校 

箏の体験・鑑賞 

喜羽美帆、岡戸朋子 
131人 

サマースクール

アート体験 

【成果】 

 みらいサマースクール事業のプログラムとして、子どもたちが芸術にふれる機

会を提供するため、アート体験と鑑賞体験を実施した。アート体験では、藤沢市

美術家協会との協働により「紙版画製作」、「絵画体験」を行った。また、鑑賞

の機会の提供では、主催事業である「こどもオペラ～3匹のこぶた～」を観劇し

てもらった。 

 アート体験と鑑賞体験を通して、芸術をより身近に感じてもらうとともに、興

味、関心を持つきっかけをつくることができた。 

事業内容 
① アート体験「紙版画製作」「絵画体験」

② 鑑賞体験「こどもオペラ～3匹のこぶた～」

実施日・場所 
① R5年 8月4日(金) 秩父宮記念体育館研修室

② R5年8月26日(土) 市民会館小ホール

講師 
① 藤沢市美術家協会

② 観劇のため、講師は無し

参加者数 
① 28人

② 14人

Heart Global 

Music Outreach 

in 藤沢 

【成果】 

 地域の小中学生を対象に、ダンス、歌、演劇などのパフォーマンスを学ぶアウ

トリーチプログラムを実施した。最終日にはショーを作り上げ観客に発表を行う

過程を通じ、参加者は「個性の尊重」「異なることを受容する力」「１つのこと

を作り上げる喜び」等を体験することができた。 

実施日・場所 R5年7月25日(火)～27日(木) 市民会館大ホール 

講師 Heart Global所属団員約30名 

参加者数 152人 

＊主催：特定非営利活動法人じぶん未来クラブ 共催：本財団 
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事 業 名 内 容 

青少年育成事業 

「森の音楽会」 

【成果】 

 本財団における事業課間の横断的事業を推進するため、青少年事業課との協働

により、少年の森において屋外コンサートを実施した。身近な場所で音楽にふれ

てもらう機会を提供することができた。また市内全域、近隣市町村にも周知した

ことにより、近隣住民だけでなく数多くの来場者があった。引き続き他事業課と

の協働事業を検討し実施していきたい。 

実施日・場所 R5年10月22日(日) 少年の森 

出演等 マリンバ・パーカッショングループ「TONES」 

参加料 無料 

参加者数 213人 

落語教室 【成果】 

 落語鑑賞会の前に、プロの落語家による小噺等の体験ワークショップを子ども

対象に実施した。45 名の定員で募集を行ったところ、募集開始数週間でキャン

セル待ちが出るほどの人気となった。 

ワークショップに参加した方で午後の鑑賞会を希望する方がいたが、チケット

完売であったため鑑賞ができない方もいた。次年度は鑑賞会とセットでの販売を

用意するなど工夫を行い、実施をしていきたい。 

実施日・場所 
R6 年 3 月 24 日(日) 市民会館第二展示集会ホール・小ホ

ール 

講師 柳亭小燕枝、柳家小太郎 

参加料 
500円(保護者のみ有料・子ども無料/保険料込み) 

※当日の鑑賞会のチケットは含まれない

参加者数 40人 

落語鑑賞会 【成果】 

 昨年の課題から、できる限り早い時期に出演者の交渉を行い、人気落語家の柳

家さん喬、柳家三三を招聘した結果、チケットを完売することができた。 

 当日は、出演者の巧みな話術で、客席全体が一度に引き込まれ、笑いが絶えな

い会場となった。また、落語教室の参加者(小学生)が午前中に落語を理解した上

で午後の落語鑑賞会を最後まで集中し楽しんでいる様子もあり、鑑賞教育にも繋

げることができた。 

 来年は、更に来場者数を見込んで二部制で行い、25 歳以下の若者にも気軽に
購入できるよう提供し、新たなファンを増やしたいと考えており、長年続いてい
る藤沢の文化の一つである古典芸能の「落語」を繋いでいきたい。 

実施日・場所 R6年3月24日(日) 市民会館小ホール 

出演者等 柳家さん喬、柳家三三 他 

入場料 2,500円 高校生以下500円 全席指定 

来場者数 406人 

入場券販売実績 427人 
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(４) 芸術文化の普及

事 業 名 内 容 

みらい子どもフ

ェスタ2023 

「ゴールデンウ

ィークお笑いラ

イブ 

～家族で笑って

はっぴー！ハッ

ピー！～ 

」 

【成果】 

TV でも人気のある「東京ホテイソン」をはじめとした若手芸人を迎え、お笑

いライブを開催した。学校や児童クラブへの配布、タウンニュースへの掲載、各

種SNSへの掲載などを行い最終的に販売客席の8割ほどの集客が得られた。当日

は子どもが多く来場し、芸人が客席の子どもに問いかけるなど参加型の一面も有

し、満足度の高いイベントとなった。 

実施日・場所 R5年5月5日(金祝) 湘南台文化センター市民シアター 

出演者 

お見送り芸人しんいち、ゾフィー、東京ホテイソン、カカ

ロニ、シオマリアッチ、まかろにステーション、レインマ

ンズ 

入場料 
2,000 円 高校生 1,000 円 中学生まで 500 円 3 歳未満

(膝上鑑賞)無料 全席指定 

来場者数 448人 

入場券販売実績 466枚 

117



事 業 名 内 容 

ワンコイン・コン

サート2023/2024 

～0歳からのコン

サート～ 

【成果】 

 日ごろ、クラシック音楽等の演奏会に出かけにくい乳幼児を育てる保護者とそ

の子どもたちが、低廉な価格で気軽に生の音楽を楽しむことができる演奏会を開

催した。 

 アンケートに回答いただいたほぼすべての方に「良かった」との回答をいただ

き、リピーターも多いことがわかった。0歳から生の音楽鑑賞ができる貴重なコ

ンサートとの意見もあり、引き続き次年度も行っていきたい。 

実施日・場所 R5年7月28日(金) 市民会館大ホール 

出演者・内容 
Vol.1 和楽器アンサンブル 

雪月花 

入場料 500円 全席自由 ※小学生以下無料 

来場者数 230人 

入場券販売実績 109人(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 

実施日・場所 R5年12月21日(木)  湘南台文化センター市民シアター 

出演者・内容 
Vol.2 クリスマス・ピアノコンサート 

三原未紗子 

入場料 500円 全席自由 ※小学生以下無料 

来場者数 314人 

入場券販売実績 200人(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 

実施日・場所 R6年3月6日(水) 市民会館小ホール 

出演者・内容 
Vol.3 ハンドベルコンサート 

青山学院大学ハンドベル・クワイア 

入場料 500円 全席自由 ※小学生以下無料 

来場者数 200人 

入場券販売実績 102人(中学生以上の大人の有料入場券販売実績) 
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事 業 名 内 容 

ロビーコンサー

ト
【成果】 

 ロビーコンサートについては、コロナ禍により藤沢市役所ロビーで開催できな

かったため駅前広場等で開催していたが、新型コロナウイルス感染症が5類感染

症に移行されたことから、藤沢市役所本庁舎ロビーで再開することができた。身

近な場所で気軽に良質な音楽に親しむ機会を提供することができた。また、2024

年度の出演者を広く市民の中から募集をするためオーディションを実施した。 

＊主催:トライアングルコンサート、本財団 

実施日・場所 R5年7月26日(水) 湘南台駅 アートスクエア広場 

出演者・内容 
第196回 ピアノ連弾 

伊礼清子、藤原真理子 

来場者数 100人 

実施日・場所 R5年9月20日(水) 藤沢駅 サンパール広場 

出演者・内容 

第197回 東京藝大湘南サックストリオ  

堤華奈(アルトサックス)、楠瀬亮(バリトンサックス)、 

清水舞花(テナーサックス) 

来場者数 137人 

実施日・場所 R5年12月13日(水) 市役所本庁舎1階ロビー 

出演者・内容 
第198回 声楽とピアノのコンサート 

嘉山路晴(バスバリトン)、嘉山淳子(ピアノ) 

来場者数 200人 

実施日・場所 R6年3月13日(水) 市民会館小ホール 

出演者・内容 
第199回 チェロとピアノのコンサート 

成田七海(チェロ)、青山夏実(ピアノ) 

来場者数 80人 

実施日・場所 R6年3月13日(水) 市民会館小ホール 

出演者・内容 2024年度ロビーコンサート出演者募集オーディション 

参加者数 10人 (オーディション参加者数) 
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事 業 名 内 容 

2023 ふじさわ産

業フェスタコン

サート 

【成果】 

 ふじさわ産業フェスタの一環として、ホール内での音楽イベント、コンサート

などを開催し、気軽に音楽を親しむ機会を提供することができた。 

事業内容 

① ふじさわJAZZライブ

② チアダンスステージ

③ 藤沢ギターフェスティバル

④ フェスタステージSHOW

実施日・場所 

① R5年5月20日(土) 市民会館大ホール

② R5年5月20日(土) 市民会館小ホール

③ R5年5月21日(日) 市民会館大ホール

④ R5年5月21日(日) 市民会館小ホール

参加者数 

① 550人

② 290人

③ 600人

④ 280人

＊主催: 2023ふじさわ産業フェスタ実行委員会 共催：本財団 

第 40 回ふじさわ

合唱祭 
【成果】 

 藤沢市合唱連盟所属 50 団体が一堂に会し、練習成果の発表及び鑑賞機会を提

供した。 

開催日・場所 R5年7月23日(日)  市民会館大ホール 

来場者数 1,000人 

＊主催: 藤沢市合唱連盟 共催：本財団 

藤沢ジュニアオ

ーケストラ 第

41 回記念定期演

奏会 

【成果】 

 団員を中心とするメンバーによるオーケストラの演奏会を実施し、練習成果の

発表及び鑑賞機会を提供した。 

開催日・場所 R5年8月20日(日)  市民会館大ホール 

来場者数 236人 

＊主催: 藤沢ジュニアオーケストラ 共催：本財団 

藤沢市民まつり 

第3回藤沢宿・全

日本素人落語フ

ェスティバル 

【成果】 

 藤沢市民まつりの一環として、全国より腕利きの素人落語家 20 名が集結し、

発表機会と鑑賞機会を提供した。 

開催日・場所 R5年9月23日(土祝)  市民会館小ホール 

来場者数 180人 

＊主催: 藤沢宿・全日本素人落語フェスティバル実行委員会 共催：本財団 
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事 業 名 内 容 

ザ ブラス クル

ーズ 
【成果】 

 藤沢市民まつりの一環として、吹奏楽を通じて藤沢市及び湘南地区の文化振興

とまちの活性化及び青少年の健全育成を目的に吹奏楽の演奏会を開催した。 

 

＊主催: 藤沢市民まつり ザ ブラス クルーズ実行委員会 共催：本財団 

第 20 回湘南グッ

ドウィルコンサ

ート 

【成果】 

 市内外の中学校吹奏楽部各校の練習成果を披露するとともに、横断的な交流を

図り、またクラシック音楽の鑑賞マナーを学ぶことを目的としたコンサートを実

施した。 

開催日・場所 R5年10月7日(土)  市民会館大ホール 

来場者・参加者数 200人(参加者含む) 

＊主催: 湘南グッドウィルコンサート実行委員会 共催：本財団 

第7回ふじさわ合

唱交流会「木下牧

子先生を迎えて」 

【成果】 

 藤沢市合唱連盟所属 12 団体が人気作曲家である木下牧子氏を迎え、合唱曲を

うたう交流会を開催し講評をいただいた。練習成果の発表及び鑑賞機会を提供し

た。 

開催日・場所 R6年3月20日(水祝)  市民会館大ホール 

参加者数 300人 

＊主催: 藤沢市合唱連盟 共催：本財団 

湘南ハーモニー

コンサート 
【成果】 

 藤沢市立湘洋中学校器楽部、藤沢ジュニアオーケストラ、藤沢ウインドオーケ

ストラ、藤沢市民交響楽団、湘南交響吹奏楽団グランドシップほか、一般参加者

が音楽交流の場として演奏会を開催した。 

 

＊主催: 湘南ハーモニーコンサート実行委員会 共催：本財団 

開催日・場所 R5年9月24日(日)  市民会館大ホール 

来場者・参加者数 1,729人(参加者含む) 

開催日・場所 R6年3月24日(日)  市民会館大ホール 

来場者数 150人 
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2 地域における芸術文化及び伝統文化の継承 

事 業 名 内 容 

第73回藤沢市展 【成果】 

 市民による創作活動の発表の場として、美術・書道・写真・華道の総合公募展

「藤沢市展」を実施した。 

 会場であるODAKYU湘南GATEと調整し、同ビル内の協力店舗において藤沢市展

の目録を提示すると特典サービスが受けられる企画を行い、多くの来場者に喜ん

でいただくことができた。 

会場が百貨店の中で、更には同階に南市民図書館も併設されていることもあり

来場者数は増加傾向にある一方で、展示作品数が年々減少していることが課題と

なっている。コロナ禍を経て、昨年と比べ出品数が74 点増えた。要因は、写真

の部の作品制作は屋外での撮影の場合が多いため、外出が可能になったからだと

考えられる。来年については、実行委員会では作品点数の減少の対策として、で

きる限り多くの市民に出品できるよう、出品規程の見直しを検討する。 

実施日・場所・内容 展示数 来場者数 

写真・華道の部 

R5年6月20日(火)～6月25日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

写真：125点 

華道：45点 
3,144人 

美術の部(絵画・彫塑、工芸) 

R5年6月27日(火)～7月2日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

絵画･彫塑：152点 

  工芸：34点 
4,356人 

書道の部 

R5年7月4日(火)～7月9日(日) 

藤沢市民ギャラリー 
168点 1,896人 

合 計 524点 9,396人 

＊企業協賛：21社 

＊主催：第73回藤沢市展実行委員会 

 (構成 藤沢市美術家協会、藤沢市書道協会、藤沢華道協会、藤沢市、本財団) 

＊共催：藤沢市教育委員会 
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事 業 名 内 容 

藤沢市文化団体

連合会関連事業 
【成果】 

 藤沢市文化団体連合会との協働により、芸術文化鑑賞の機会を拡充し、芸術文

化の普及・振興を図ることができた。また、「みらいをひらくワクワク！体験広

場」では、多くの市民の方に様々な伝統文化の体験を提供し、その理解を深め、

次世代へ継承することができた。 

事業名 第71回藤沢華道協会 いけばな諸流展 

開催日・場所 
R5年5月3日(水祝)～5月4日(木祝) 

市民会館第一展示集会ホール 

内容 
藤沢華道協会に所属する「いけばな」18 流派の作家及びそ

の社中による作品を展示した。 

＊主催:藤沢華道協会 共催：本財団 

事業名 第52回民謡民舞研究発表大会 

開催日・場所 R5年7月8日(土) 市民会館大ホール 

内容 藤沢市民謡民舞連合会の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催:藤沢市民謡民舞連合会 共催：本財団 

事業名 第118回藤沢市吟詠剣詩舞大会 

開催日・場所 R5年9月30日(土) 市民会館小ホール 

内容 藤沢市吟詠連盟の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催:藤沢市吟詠連盟 共催：本財団 

事業名 第44回芸術文化展 

開催日・場所 
R5年 10月 24日(火)～10月 29 日(日) 藤沢市民ギャラリ

ー 

内容 
藤沢市美術家協会・藤沢市書道協会・藤沢華道協会に所属

する会員の作品を展示した。 

＊主催:藤沢市文化団体連合会 共催：本財団 

事業名 第51回藤沢三曲演奏会 

開催日・場所 R5年10月28日(土) 市民会館小ホール 

内容 藤沢三曲協会の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催:藤沢三曲協会 共催：本財団 

事業名 第61回藤沢市邦楽協会合同演奏会 

開催日・場所 R5年10月29日(日) 市民会館小ホール 

内容 藤沢市邦楽協会の協会員が研鑽成果を披露した。 

＊主催:藤沢市邦楽協会 共催：本財団 
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事 業 名 内 容 

藤沢市文化団体

連合会関連事業 

＊主催:藤沢日本舞踊協会 共催：本財団 

事業名 第36回藤沢市伝統芸能発表会 

開催日・場所 R5年12月10日(日) 市民会館小ホール 

内容 

藤沢市邦楽協会、藤沢市謡曲協会、藤沢三曲協会、藤沢市

吟詠連盟、藤沢市民謡民舞連合会、藤沢日本舞踊協会、藤

沢雅楽協会の各団体が研鑽成果を披露した。 

＊主催:藤沢市文化団体連合会 共催：本財団 

＊主催:藤沢市文化団体連合会、藤沢市 共催：本財団 

事業名 第18回藤沢日本舞踊研鑽会 

開催日・場所 R5年12月9日(土) 市民会館小ホール 

内容 藤沢日本舞踊協会の協会員が研鑽成果を披露した。 

事業名 第11回みらいをひらくワクワク！体験ひろば 

開催日・場所 

R6年3月30日(土)～3月31日(日) 

市民会館第一展示集会ホール、第二展示集会ホール、第 1

会議室、第2会議室、和室 

内容 

次世代へ伝統文化を継承するため体験会を行った。 

藤沢市書道協会  ：毛筆大書 

藤沢華道協会  ：いけばな体験 

藤沢市美術家協会  ：たのしく描こう 

藤沢市茶道協会 ：抹茶を自分で点てる 

藤沢市邦楽協会 ：琵琶・三味線・長唄・端唄の体験 

藤沢市詩吟連盟 ：詩吟の体験 

藤沢三曲協会 ：箏・尺八の体験 

藤沢市民謡民舞連合会：遊行踊り等の指導 

藤沢雅楽協会    ：雅楽の説明と体験 

藤沢日本舞踊協会  ：日本舞踊の基本 

来場者数 763人 
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事 業 名 内 容 

各種市民文化事

業 

【成果】 

昨年に引き続き、予定していた大会を全て開催することができた。 

 新型コロナウイルス感染症の影響を多く受けた昨年度よりも参加人数が増加

の傾向がみられ、市民文化活動が少しずつコロナ禍前に戻りつつあるといえる。 

事業名 第36回ふじさわ川柳大会 

開催日・場所 
R5年10月1日(日)  

市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 92人 

＊主催:ふじさわ川柳大会実行委員会 共催：本財団 

事業名 ① 市民俳句春の大会 ② 市民俳句秋の大会

開催日・場所 

① R5年4月28日(金)

② R5年10月9日(月祝)

いずれも市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 ① 128人 ② 111人

＊主催:藤沢市俳句協会 共催：本財団 

事業名 第53回藤沢市民囲碁大会 

開催日・場所 
R5年11月19日(日)  

市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 64人 

＊主催:藤沢市囲碁連盟 共催：本財団 

第 35 回文化講演

会 
【成果】 

 芸術文化各ジャンルにおいて活躍されている著名な講師を招き、講演会を開催

している。今年度は、歴史作家・歴史研究家の河合敦氏を招聘し、基調講演を行

い市民文化の向上に寄与することができた。学びや発見の機会を創出することは

本課の大きな意義なので、内容を重視し続けていきたい。 

実施日・場所 R6年2月12日(月祝) 市民会館小ホール 

内容 
令和の新札 

渋沢栄一・津田梅子・北里柴三郎の知られざる人物像 

講師 河合敦 

参加料 無料 

参加者数 144人 
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事 業 名 内 容 

文芸ふじさわ 

第58集刊行 
【成果】 

 市民文化向上のために、俳句・短歌・川柳・五行歌・現代詩・随筆の部門毎に

募集した。編集作業は、各文芸の市民サークルから組織された編集委員との協働

で実施した。 

 長年続けている事業のため、継続して応募されている方が多く、新規の応募者

数についても増やしていけるよう取り組んでいきたい。 

 また、協賛についても企業、個人ともに前年度より申込を増やすことができた。

引き続き多くの方にご協賛いただけるよう積極的に周知を行いたい。 

募集締切 R5年11月3日(金祝) 

内容 
俳句・短歌・川柳・五行歌・現代詩・随筆の作品を募集し、

「文芸ふじさわ」として刊行する。 

応募者数 
299人(俳句144人、短歌27人、川柳46人、五行歌33人 

 現代詩12人、随筆37人) 

 企業協賛5社 個人協賛40人 

＊発行：藤沢市教育委員会、本財団  編集：文芸ふじさわ編集委員会 
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3 芸術文化団体等への支援 

事 業 名 内 容 

芸術文化助成事

業 

【成果】 

 市民の自主的な文化芸術活動の支援及び藤沢市の文化芸術の振興を図ること

を目的に、市内で文化芸術活動を行う団体の事業に助成した。 

令和 5年度は、新規5団体を含む 11団体からの応募申請があり、下記6団体

の支援を行った。なお、支援を決定した団体、事業については、全て実施された。 

対象事業実施期間：R5年4月1日～R6年3月31日に実施される事業 

助成金額：対象となる経費の2分の1以内で、予算額を限度とする。 

募集期間：申請期間：R4年12月16日～R5年1月31日  

(R5年2月16日(木)開催の芸術文化専門委員会にて助成事業を決定) 

団体名と事業名など 助成決定額 

団 体 名：湘南交響吹奏楽団グランドシップ 

事 業 名：湘南交響吹奏楽団グランドシップ 

 「第16回定期演奏会」 

開催日時：R5年5月14日(日)  

会  場：市民会館大ホール 

258,000円 

団 体 名：湘南台アートスクエアプロジェクト 

事 業 名：湘南台アートスクエアフェスタ 

開催日時：R5年7月21日(金)～R6年3月24日(日) 

会  場：湘南台駅地下アートスクエア 

400,000円 

団 体 名：一般社団法人湘南エールアンサンブル 

事 業 名：子供の為の和洋楽器、生け花による 

体験付きコンサート 

開催日時：R5年7月25日(火) 

会  場：Fプレイスホール 

21,000円 

団 体 名：アンサンブル・アスコルタ 

事 業 名：夏休みファミリーコンサート 

開催日時：R5年8月27日(日) 

会  場：Fプレイスホール 

60,000円 

団 体 名：NPO法人湘南遊映坐 

事 業 名：第十六回予告篇ZEN映画祭 

開催日時：R5年11月25日(土)～12月10日(日) 

会  場：江の島ヨットハウスほか 

50,000円 

団 体 名：NPO法人湘南市民メディアネットワーク 

事 業 名：青少年教育・自己肯定感の向上・社会参加のため 

の映像作品制作講座 

開催日時：R5年4月1日(土)～R6年 3月31日(日) 

会  場：聖園子供の家、蔵まえギャラリー、他青少年支援 

施設等 

198,000円 
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4 その他 

事 業 名 内 容 

本財団の後援名 

義使用等を許可 

した事業 

【成果】 

 事業目的や内容等を審査し、芸術文化の振興及び地域文化の発展に寄与できる 

ものと判断した事業に対して、本財団の共催・後援名義使用等を許可し、事業の 

開催を支援した。 

① 後援

団体名 ふじさわアートフェスティバル実行委員会 

事業名 ふじさわアートフェスティバル2023 

開催日 R5年5月4日(木祝)～5月7日(日) 旧モーガン邸庭園 

内容 

旧モーガン邸の庭を活用した公募美術展を開催し、芸術文

化の振興を図るとともに地域歴史施設に親しむ機会を提供

する。 

団体名 アンサンブル・アスコルタ 

事業名 夏休みファミリーコンサート 

開催日 R5年8月27日(日) Fプレイスホール 

内容 
大人からこどもまでが、音楽表現の喜びを知る参加型の親

子向けコンサートを開催。 

団体名 湘南アマデウス合唱団 

事業名 湘南アマデウス合唱団・合奏団第25回定期演奏会 

開催日 R5年10月15日(日) 市民会館大ホール 

内容 合奏団・合唱団合同の定期演奏会を開催。 

団体名 SFJM湘南ふじさわジャズミーティング実行委員会 

事業名 湘南ふじさわジャズミーティング 

開催日 R5年11月4日(土) 藤沢駅北口サンパール広場 

内容 
藤沢にゆかりのあるジャズミュージシャンたちによるジャ

ズのイベントを開催。 

団体名 
公益財団法人藤沢市まちづくり協会・藤沢市民会館サービ

ス・センター株式会社共同事業体 

事業名 
クリスマスファミリーコンサート 

『音楽の絵本～グルービー』 

開催日 R5年12月24日(日) 湘南台文化センター市民シアター 

内容 
ズーラシアンブラスをはじめ動物たちが演奏をする親子の

ためのクラシックコンサートを開催。 
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事 業 名 内 容 

広報・情報事業 【成果】 

 事業の集客をねらい各媒体で定期的で効果的な更新及びフォローバック、リツ

イートをするように努めた。なお、X(旧Twitter)フォロワー数は1,740から1,860

にまで増えた。 

 特に、市民オペラでの本番直前のリハーサル動画が、34,000回以上再生され、

集客へ繋げることができた。 

■ホームページによる情報提供等■

公演内容や入場券発売日などの情報を掲載した。

■SNS(ふじさわみらいアーツ)による情報の発信■

媒 体 内 容 

Facebook 

主に公演情報や入場券発売日案内の他、当日券の有無、

公演報告等の更新を随時行った。 
Instagram 

X(旧 Twitter) 

■DMによる情報の発信■

発売中の公演チラシを希望者(8,486人)へ送付

■市内掲示板での情報周知■

市民センターや市内の主要な駅に設置されている掲示板に、公演ポスターを掲

示した。アンケート調査結果からは、掲示板のポスターやチラシで公演を知った

という市民の方も多かった。今後もSNSやホームページなどのデジタル情報と併

用することで、多くの世代の方に情報を提供していく。 
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事 業 名 内 容 

藤沢市民オペラ

制作委員会 
【成果】 

 令和 5 年度に実施する「オテッロ」の進捗状況報告及び実施後の評価等につい

て、園田隆一郎藤沢市民オペラ芸術監督を始め、藤沢市内の市民音楽団体の代表

者や、学識経験者等9人で組織する「藤沢市民オペラ制作委員会」で議論した。 

 また、オペラ関連事業の改善点や現藤沢市民会館の最後の年の公演、藤沢市民

会館再整備中の藤沢市民オペラについても議論し、今後の市民オペラの方向性に

ついて検討を行った。 

〈藤沢市民オペラ制作委員会第3期 第4回〉 

開催年月日 R5年7月12日(水) 

出席委員 
川村恒明、太田修二、門井淑治、石田麻子、 

園田隆一郎、中島直、齊藤雅子、神原勇人  以上 8人 

議 題 

・2023年度藤沢市民オペラ演奏会形式『オテッロ』について

・第25回藤沢市民オペラ歌劇『魔笛』ソリスト公開オーディシ

ョンの報告等

〈藤沢市民オペラ制作委員会第3期 第5回〉 

開催年月日 R6年1月17日(水) 

出席委員 

川村恒明、太田修二、門井淑治、石田麻子、 

園田隆一郎、中島直、齊藤雅子、神原勇人 以上 8人 

※リモートでの出席者含む

議 題 

・2023年度藤沢市民オペラ演奏会形式『オテッロ』報告

・第25回藤沢市民オペラ『魔笛』進捗状況について

・今後の藤沢市民オペラ及び関連事業について等

藤沢市民オペラ

芸術監督選考委

員会 

【成果】 

 令和 7 年(2025 年)3 月末で園田隆一郎藤沢市民オペラ芸術監督の任期が満了と

なるため、次期の藤沢市民オペラ芸術監督の選考を行った。 

 学識経験者、藤沢市の職員、本財団の理事、評議員等 6 人で組織する「藤沢市

民オペラ芸術監督選考委員会」において、令和7年(2025年)4月1日から令和13

年(2031年)3月31日(6年間)までの藤沢市民オペラ芸術監督に園田隆一郎氏を再

任することを決定した。 

〈藤沢市民オペラ芸術監督選考委員会〉 

開催年月日 R5年8月23日(水) 

出席委員 
石田麻子、塚本雅一、川村恒明、 

齊藤雅子、石井恒男  以上 5人 

議 題 
・2022-2024シーズン園田隆一郎芸術監督の実績・評価について

・今後の藤沢市民オペラ芸術監督について等
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【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

(1) 音楽・演劇等の公演事業での物品販売

事 業 名 内 容 

音楽・演劇等の

公演事業での

物品販売 

【成果】 

 音楽・演劇などの公演事業の際に、公演プログラムや出演者のCD、書籍などを

販売することで、来場者のサービス向上に寄与するとともに、手数料収入による

自主財源の確保に努めた。 

区 分 収入額 

物品販売手数料 35,900円 
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